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１．⽬的 

 
社会環境は、常に変化し続けている。そのため、100 年前の仕事の仕⽅をそのまま続ける

ことは困難である。現代では、100 年はもとより、10 年、そしてさらに短い期間での変⾰
が求められている。このことから企業は、今収益を上げている製品やサービスに安住するこ
となく、新しい製品やサービスの創造に挑戦することが求められている。それを実現するた
めの⼀つの⽅法として第⼆創業がある。第⼆創業とは、企業が、今収益を上げている事業と
は異なる新しい事業を作り上げていくことである。 

ところで、中⼩企業庁発⾏の「事業承継に関する現状と課題」（平成 28 年）によると、
「当初から⾃分の代でやめようと思っていた」「事業に将来性がない」「地域に発展性がない」
を理由とする廃業が合計で 69.2%に達する。このことから、地域の活⼒が停滞することの原
因の⼀つとなっている。そのため、第⼆創業といった、従来の事業をそのまま継続するだけ
ではなく、新しい事業を創出することが必要となる。この新規事業の創出は、⽇本、そして
地域経済にとって重要な課題となっており、和歌⼭県においても同様の課題を有している。 
 第⼆創業、そして、新しい事業を⽴ち上げるためには、製品、技術、雇⽤、法、資⾦、営
業、経営といった多くの視点への配慮が必要となる。これを⼀⼈で確実にこなすことは困難
である。このことから、新規事業を創出できるような環境（ベンチャーエコシステム）が適
切に存在することが重要である。本研究では、和歌⼭県において、どのようなベンチャーエ
コシステムが必要とされていて、どのように形成するのが良いかを明らかにすることを⽬
的としている。 
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２．プロジェクト概要 

 
 和歌⼭県における第⼆創業を含む広い意味での新規ビジネス創業に関わる課題点を明ら
かにするために、本研究では、初めに（１）創業および第⼆創業を実施した和歌⼭県内の企
業８社にインタビューを⾏い、インタビュー結果を書き起こしたテキストデータから確認
できる概念を導出した。（２）その結果をもとにアンケート設計を⾏い、和歌⼭県内および
和歌⼭県外の⽅に対して、創業、第⼆創業に関する実態調査を実施した。以下にそれぞれの
概要を述べる。 
 
（１）インタビューおよびテキスト分析 
 本研究では初めに、和歌⼭県における創業、第⼆創業の実態を確認するため、平成 30 年
10 ⽉から平成 31 年 3 ⽉にかけて、和歌⼭県内の８社の協⼒を得て、インタビューを実施し
た。各インタビューはおおよそ１時間であり、創業、第⼆創業に関する製品、そのビジネス
が⽣まれた経緯、苦労された点、ビジネスを⽴ち上げた⽅の考え⽅や信条等を伺った。その
インタビュー内容を書き起こしたテキストから概念を抽出した。概念の抽出では、KJ 法や
GTA(Grounded Theory Approach)を参考に、⼈⼿によって実施した。さらに、テキストマ
イニングを⾏い、頻出キーワードの確認、共起ネットワークから特徴を把握した。これらの
詳細については４章に記述する。 
 
（２）アンケート調査 
 （１）で抽出した概念を参考に、アンケートの設計を⾏った。その具体的な質問項⽬につ
いては、Appendix B、 C に掲載しているアンケート⽤紙の通りである。インターネット上
に和歌⼭県内在住の⽅向けのページと、和歌⼭県外在住の⽅向けの２種類のページを作成
し、令和 2 年 1 ⽉ 20 ⽇（⽉）から令和 2 年 2 ⽉ 15 ⽇（⼟）の期間に実施した。県内版と
県外版において、⼤部分の質問項⽬は同じであるが、⼀部に質問内容の違いや⽂⾔の違い、
県内版のみの質問項⽬等が存在する。アンケートの実施に際し、和歌⼭県のホームページ、
メールマガジンで公表していただくと同時に機縁法を⽤いて依頼し、和歌⼭県内からは 63
件、和歌⼭県外からは 139 件の有効回答を得た。結果の詳細については５章に記述する。 
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３．⽤語とアンケート項⽬の設計 

3.1 第⼆創業について 
第⼆創業という⾔葉は、⼈により認識が異なる可能性がある。そこで、第⼆創業という⽤

語について確認する。 
中⼩企業庁「平成 28 年度 創業・第⼆創業促進補助⾦ 募集要項」によると、第⼆創業を

以下のように説明している。「既に事業を営んでいる中⼩企業者⼜は特定⾮営利活動法⼈に
おいて後継者が先代から事業を引き継いだ場合に業態転換や新事業・新分野に進出するも
の」。この説明では、中⼩企業者、特定⾮営利活動法⼈、後継者が先代から、といった事柄
が明⽰されているが、本研究では、和歌⼭県におけるベンチャーエコシステムの形成に関す
る調査を⽬的にしていることから、前述の説明より広くとらえ、「企業が、今収益を上げて
いるビジネスとは異なる新しいビジネスを作り上げていくこと」と考え、第⼆創業という⾔
葉を利⽤している。 
 
3.2 アンケート項⽬の設計について 
 本研究では、2 章の（２）においてアンケート調査を実施している。通常、調査に必要な
アンケート項⽬を設計するためには、先⾏研究を調査し、そこで⽤いられているアンケート
項⽬を参考にしながら設計することが多い。しかし、この⽅法では、新しい視点の発⾒や、
和歌⼭県の独⾃の特性を⾒つけることが難しくなるという課題がある。そこで、本研究では、
（１）実際に和歌⼭県で創業、第⼆創業を⾏った企業にインタビューを実施し、そこから、
創業、第⼆創業に関わる概念を抽出し、その概念を参考にアンケート項⽬を設計した。アン
ケート実施においては、回答者が途中で回答を中⽌することなく、最後まで答えられるよう
に、⼀定の範囲内に質問数を絞る必要がある。そのため、抽出した概念のすべてを質問に含
めることはできなかった。 

また、和歌⼭県独⾃の創業に関する特徴がどこにあるのかを判断するために、今回は和歌
⼭県内在住の⽅を対象としたアンケートと、和歌⼭県外に住む⽅を対象としたアンケート
の 2 種類を作成した。和歌⼭県外版のアンケートについては、和歌⼭県内版の質問⽂を基
本として、そのまま県外に住む⽅に当てはめると不⾃然になる表現や質問内容を修正して
いる。さらに、回答者の創業に対する考え⽅および創業経験の違いにより、質問⽂を変える
必要があることから、創業や新規ビジネスを①「⾏いたい」、②「⾏いたいとは思わない」
もしくは「どちらでもない」、③「既に⾏っている」という３種類に分岐させ、質問項⽬お
よび質問⽂の表現を変えている。 

以下、４章では、インタビューとテキスト分析、５章では、アンケートについて述べる。 
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４．インタビューとテキスト分析： 

4.1 インタビューの実施 
創業や第⼆創業の成功事例となる企業として、新規創業してベンチャービジネスを⾏っ

ている企業（以降、VB）3 社、和歌⼭県外から県内に移住してきて新規創業し、ビジネスを
⾏っている企業（以降、移住創業）2 社、第⼆創業 3 社の計 8 社に対してインタビュー調査
を⾏った。インタビューの結果はテキストマイニングの⼿法を⽤いて第⼆創業の課題点を
明らかにし、課題点とその構造モデルを構築した。インタビュー調査の概要は次の通りであ
る。 
 
＜インタビュー1：情報通信業 A 社＞ 
 インタビュー⽇時：平成 30 年 10 ⽉ 1 ⽇ 13 時〜14 時 
 インタビュー場所：情報通信業 A 社内（和歌⼭市） 
 形態：VB 
 主な事業内容：Web サイト制作、Web システム・アプリケーション開発、その他のデ

ザイン・制作 
 お話を伺った⽅の役職：代表取締役 
 インタビューアー：和歌⼭県庁 1 名、筑波⼤学 1 名 
 
＜インタビュー2：業務⽤機械器具製造業 B 社＞ 
 インタビュー⽇時：平成 30 年 10 ⽉ 1 ⽇ 15 時〜16 時 
 インタビュー場所：業務⽤機械器具製造業 B 社内（和歌⼭市） 
 形態：第⼆創業 
 主な事業内容：分析機器および周辺機器の製造と販売 
 お話を伺った⽅の役職：代表取締役 
 インタビューアー：和歌⼭県庁 1 名、筑波⼤学 2 名 
 
＜インタビュー3：飲料製造業 C 社＞ 
 インタビュー⽇時：平成 30 年 11 ⽉ 12 ⽇ 9 時 30 分〜11 時 
 インタビュー場所：飲料製造業 C 社内（⽥辺市） 
 形態：VB 
 主な事業内容：クラフトビールの製造販売 
 お話を伺った⽅の役職：代表取締役 
 インタビューアー：和歌⼭県庁 2 名、筑波⼤学 2 名 
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＜インタビュー4：宿泊・飲⾷サービス業 D 社＞ 
 インタビュー⽇時：平成 30 年 11 ⽉ 12 ⽇ 13 時〜14 時 30 分 
 インタビュー場所：宿泊業、飲⾷サービス業 D 社内（新宮市） 
 形態：移住創業 
 主な事業内容：無国籍料理カフェ、宿泊、料理教室、⾳楽ライブ、上映会 
 お話を伺った⽅の役職：オーナー 
 インタビューアー：和歌⼭県庁 2 名、筑波⼤学 2 名 
 
＜インタビュー5：専⾨・技術サービス業 E 社＞ 
 インタビュー⽇時：平成 30 年 11 ⽉ 12 ⽇ 16 時〜17 時 30 分 
 インタビュー場所：専⾨・技術サービス業 E 社内（東牟婁郡古座川町） 
 形態：移住創業 
 主な事業内容：CI.VI 設計、戦略設計、WEB、DTP デザイン、ブランディング 
 お話を伺った⽅の役職：代表取締役 
 インタビューアー：和歌⼭県庁 2 名、筑波⼤学 2 名 
 
＜インタビュー6：飲⾷サービス業 F 社＞ 
 インタビュー⽇時：平成 31 年 3 ⽉ 18 ⽇ 11 時〜12 時 
 インタビュー場所：飲⾷サービス業 F 社内（和歌⼭市） 
 形態：第⼆創業 
 主な事業内容：緑茶製造・卸・販売、全国卸事業、飲⾷店事業、⾷品製造事業 
 お話を伺った⽅の役職：代表取締役 
 インタビューアー：和歌⼭県庁 1 名、筑波⼤学 1 名、和歌⼭⼤学 1 名 
 
＜インタビュー7：⾐服・その他の繊維製品製造業 G 社＞ 
 インタビュー⽇時：平成 31 年 3 ⽉ 18 ⽇ 14 時〜15 時 
 インタビュー場所：⾐服・その他の繊維製品製造業 G 社内（海南市） 
 形態：VB 
 主な事業内容：ソックスと無縫製ニットの企画・開発・⽣産・販売 
 お話を伺った⽅の役職：代表取締役社⻑ 
 インタビューアー：和歌⼭県庁 1 名、筑波⼤学 1 名、和歌⼭⼤学 1 名 
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＜インタビュー8：織物・パイル⽣地製造業 H 社＞ 
 インタビュー⽇時：平成 31 年 3 ⽉ 18 ⽇ 16 時 30 分〜18 時 
 インタビュー場所：織物・パイル⽣地製造業 H 社内（橋本市） 
 形態：第⼆創業 
 主な事業内容：パイル織物製造業 
 お話を伺った⽅の役職：代表取締役社⻑、常務取締役 
 インタビューアー：和歌⼭県庁 1 名、筑波⼤学 1 名、和歌⼭⼤学 1 名 
 
 
4.2 インタビューの内容 
 インタビューは「Appendix A：インタビューシートイメージ」として⽰したインタビュ
ーシートを使⽤し、半構造化⾯接（Semi Structured Interview）で⾏った。インタビューで
事前に準備した質問項⽬は以下の 9 つである。 
 

① 従来からのビジネス内容 
② 創業、第⼆創業のビジネス内容 
③ 創業、第⼆創業の動機と理由 
④ 創業、第⼆創業に向けた活動 
⑤ 創業期の活動 
⑥ ビジネスの成⻑期〜現在の活動 
⑦ 将来のビジョン 
⑧ 和歌⼭県で創業、第⼆創業すること 
⑨ 創業、第⼆創業に影響を与えた事柄 
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4.3 インタビュー結果の分析（読むことによる分析） 
 インタビューした結果について KJ 法を参考に分析を⾏った。分析にあたっては創業、第
⼆創業のサイクル（①創業前、②創業時、③現在、④今後）と⑤その他の 5 つのフェーズに
分けて分析を⾏った。 
 

4.3.1 創業前 
インタビューデータを基に、「親の職業」、「親の意⾒」、「家族の意⾒」、「親族の意⾒」、「会

社関係者の意⾒」、「資格の獲得」、「技術の獲得」、「知識の獲得」、「経験の蓄積」、「創業前の
施⾏」、「前職の引継ぎ」、「地域への溶け込み」、「信⽤の獲得」、「問題意識」、「新たな可能性
への気づき」、「会社経営への興味」、「独⽴志向」、「こだわり」、「出会い」、「周りからの影響」、
「周りからの要求」、「挫折／困難」の 22 の概念を抽出した。概念を抽出したインタビュー
データの該当部分をそれぞれ以下に⽰す。 
 
 親の職業 

「僕の親は公務員」「⺟は主婦」「おやじの⽅は学校の先⽣」「奥さんのご両親は⼩さくは
あるのですが、加⼯所という形で、有限会社でやっていた」「⽗は⼤阪でサラリーマンで
した。お⺟さんは専業主婦でしたね」「お⽗さんはずっと個⼈事業主」「うちの⽗親、社⻑
と私とパートさん 5 ⼈ぐらいでやってます」「私の⽗親が創業」 

 
 親の意⾒ 

「両親の反対はあったんやろうね」「寂しいっていう理由で反対してました」 
 

 家族の意⾒ 
「家族は、僕の知らないところであったかも知らんですけど。基本的には、あんまり反対
はなかったんじゃないかなと思いますね」 

 
 親族の意⾒ 

「親戚中、やっぱりおまえ抜けたらあかんていうことで」 
 
 会社関係者の意⾒ 

「移住するとき会社の⼈が反対したね」「本当に個店からスタートしてるわけですから、
膨らんだりしぼんだりいろいろして、社⻑こういう、やるって⾔えば、ですよね、それは
もう」 

 
 資格の獲得 
「醸造所を⽴ち上げるのに、ビールの製造免許をまず取りにかかるということで。準備を含
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めて⼤体 1 年ぐらいかかったんですけど。1 年後にほぼ会社設⽴してほぼ 1 年後にビールの
製造免許をいただきまして」 
 
 技術の獲得 
「前⾝となった会社はｘｘ年ですから創業したときには、もう軍⾜の機械はありました、だ
から作業⽤の靴下は作れる状態にはありましたね」「ミシンの縫製業を、昭和ｘｘ年からし
ておりまして」「設⽴までに⾃分⾃⾝も別のクラフトビールメーカーで⼤体 18 年ぐらい勤
めてまして」「⽣活していく中で私にはたくさんの経験と技術がある。それを仕事にはして
なかったけど。普通の主婦の⽣活としても、そういう技術、下地はある」「今まで習ってる
から下地はありますよ」 
 
 知識の獲得 
「前⾝となった会社はｘｘ年ですから創業したときには、もう軍⾜の機械はありました、だ
から作業⽤の靴下は作れる状態にはありましたね」「ミシンの縫製業を、昭和ｘｘ年からし
ておりまして」「設⽴までに⾃分⾃⾝も別のクラフトビールメーカーで⼤体 18 年ぐらい勤
めてまして」「⽣活していく中で私にはたくさんの経験と技術がある。それを仕事にはして
なかったけど。普通の主婦の⽣活としても、そういう技術、下地はある」「今まで習ってる
から下地はありますよ」「協議会にいたときはすごい多くって、僕の周りが起業家たちだっ
たっていうのが結局、起業家予備軍ってやってたのがあって、僕も創業のハードルは低かっ
たっすね」 
 
 経験の蓄積 
「前⾝となった会社はｘｘ年ですから創業したときには、もう軍⾜の機械はありました、だ
から作業⽤の靴下は作れる状態にはありましたね」「ミシンの縫製業を、昭和ｘｘ年からし
ておりまして」「設⽴までに⾃分⾃⾝も別のクラフトビールメーカーで⼤体 18 年ぐらい勤
めてまして」「⽣活していく中で私にはたくさんの経験と技術がある。それを仕事にはして
なかったけど。普通の主婦の⽣活としても、そういう技術、下地はある」「今まで習ってる
から下地はありますよ」 
 
 創業前の施⾏ 
「新規事業部という形で試しに売ってみようか。試しというか取りあえず売ってお客さん
の反応を⾒てみようという形で始まって、そのあたりから少しずつ広めていきまして、これ
で採算が取れるのではないかということで、そういうふうにちゃんとして会社化したと」 
 
 前職の引継ぎ 
「確実に引き継ぎするまで。とにかく 2 年間、引き継ぎ。⼈にもの任すの嫌なほうなので。
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それで引き継ぎする⼈間おらんかったんです。外国⼈、1 ⼈、⼊って、その⼈間、徹底的に
引き継ぎするまで 2 年間。引き継ぎ完璧にできて離れる。2 年かかりました」 
 
 地域への溶け込み 
「旅館さんのパンフレット作らしてもらったりとかから地域に⼊っていくっていうことを
始めました」「お⼦さんの関係でママたちになってから地元になじんできたっていうのはあ
るかもしれませんね」 
 
 信⽤の獲得 
「地域の仕事するときに⾏政ともお仕事したいなと思ったときに、個⼈事業主だとなかな
か弱いし、そういう⼆つの視点で株式会社にしようと決めて、登記の準備を始めて株主探し
をしてました」 
 
 問題意識 
「和歌⼭がデザインやマーケティングなどが、割と今あるけれどしょぼいから、あまり売れ
ないという問題があるというふうに、僕もそうだと思っていた」「これから衰退していくっ
ていうとこに対して何か⾃分が外から関わるじゃなくて、中で暮らしながら関わることに
よって外のデザイナーが他の地域に対して⾏ってる価値とまた違う価値が提供できるので
はないのかなと思って」「デザインというものが 1 個のアウトプットに終わるんじゃなくて
そのコミュニティへ、いろんな波及効果があるなと思っていて、そういうものの設計ができ
ないかなと思った」「⻨茶ばっかり売ってても進歩がないわけなんで、なんか新しいことし
なきゃいけない」 
 
 新たな可能性への気づき 
「今持っている技術がそこら辺で使えそうだとは全く思っていなかったですね。まずあま
り知らなかった。ただ、お声掛けていただいてから、⾃分たちも興味を持って。まだそのと
きすぐに取り掛かれなかったのですが、興味は持つようになって、調べていくとこの展開は
すごいことになるなと。もっといろいろな展開ができるなと。将来的にすごく⾯⽩いなと思
っているところに、もう⼀度声がかかりました」「前処理の中にクロマトという、さっき⾔
った固相を⾒るものがあるのですが、そういったところへのめり込んでいって。で、固相を
使って社会に何かできないのかみたいな」 
 
 会社経営への興味 
「開発したものを世に出して、いかにそれでみんながハッピーになれるような経済を回し
ていくのがいいのかなと思い始めた頃から、⾃分の会社を作るということに興味を持ちま
した」 
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 独⽴志向 
「いろいろ僕も結婚して⼦どもができて、兄貴と意⾒の違うとこも正直いろいろあって。⾃
分の製品が造りたい」「地域⾊を全⾯に出さない、出していないクラフトビールメーカーっ
ていうのがあってもいいんじゃないかと思って。ブランド志向のクラフトビールメーカー
をやってみようかなと⾃分で思ったんです」 
 
 こだわり 
「やはり機械っていうのはバルブを⼿で開けて、締まってるかを作り⼿からしたらそれを
確認して造りたい」「僕はどっちかというと、しんどいんですけど、とにかくクラフトビー
ルなんでちょっとしんどいことしながらでも⼿で確認したり、⼈が絡んで造っていくもの
を造りたい」「創業の原点が、『ひとのやらないこと、ひとのやれないこと』っていうことで、
⼈と変わったこと、⼈が着⽬してないようなところにスポット当てて市場つくっていこう
ということで靴下、⽇本ではまだ市場に出てないものに⽬を付けて」 
 
 出会い 
「⼤学の縁が、そこら辺では結構強くあるのですけれど、すごくお世話になった先⽣がいて」
「⼤学の当時は先⽣、もしくは今は先⽣からお声を掛けていただきまして、メタボロミクス
の分野にその残留農薬の前処理技術を応⽤できないかということできっかけが始まりまし
た」「当時の次⻑さんからいろいろとご指導いただいて」「その会社を知ったのは、別の会社
にいたときの同じ課に、同じ部署と⾔ったらいいのですかね。同じ課に顧問で来られた⽅が
いまして、この⽅がまずその会社に縁があって」「そのときにその上司がメーカーだったの
ですけれど、顧問だったのだけれど、そこからその会社さんに呼ばれて⼊りまして」「その
⼦が、せっかくやし、ここやったらどうやって」「当社の会⻑がアクリル合繊使いのソック
ス買ってきまして。それを⾒て、⽇本は⾼温多湿やし、⾜蒸れとかそういう症状あるからア
クリルだと駄⽬だと。綿素材を使って衛⽣的なものを作っていこうという視点で、そこから
が『ひとのやらないこと、やれないこと』っていうことで、市場のないもので 1 からチャレ
ンジして。作業⽤ではなくて、最初は⾼級品を作ろうということでスタートした」 
 
 周りからの影響 
「協議会にいたときはすごい多くって、僕の周りが起業家たちだったっていうのが結局、起
業家予備軍ってやってたのがあって、僕も創業のハードルは低かったっすね」「⼤学発ベン
チャー企業というのを地⽅の国⽴⼤学でつくっていこうというような⾵潮があった」「ポツ
ンと旦那さんが、俺こんなとこで、⾃分⾳楽好きやから、⾃分の好きな⾳楽奏でた喫茶店や
りたいなって、彼がポツンと⾔ったんですよ」 
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 周りからの要求 
「起業はあんまり考えてなかったけど、外から求められるんですよ」「そのうちヨガの先⽣、
ヨガの教室のヨガの先⽣してくれへんっていう話がきて」「オーガナイズも向こうからライ
ブやりたいんやけど、ツアーでこんなんやんけど、ちょっと熊野のほうまで⾏ってみたいん
やけどって話きて。ほなこんな所でやってみたらって」「⾔われることを⾃分が提供してい
るうちに、なんとなくそういうのが形になってきて」 
 
 挫折／困難 
「最初はなんか勤め事してても、⻑く持たへんっていうか、まあ⾦銭的なものもそうやし、
みんなそうかなあ、やっぱり。辞めて、⾃分でやっぱり⽣業を作っていこうっていうアイデ
アに移⾏していく、初めそんな意気込みないんですよ。いろんな障害があってこそなんです
けどね。初めに障害がなければ、普通にどっか企業あったら多分私そこに勤めて、会社員し
てやってると思います」「夏場、本当にどうしようかというところから始まって」「やはり⾏
き詰まりというんですか、感じて」 
 
 

4.3.2 創業当時 
インタビューデータを基に、「前職の環境」、「前職の経験」、「後ろ盾の存在」、「失敗の経

験」、「家族の存在」、「若さ」、「つながり」、「資⾦⼒」、「資⾦」、「資格の獲得」、「⾃⼰資⾦」、
「個⼈的な負債」、「学校」、「前職」、「友⼈・知⼈」、「展⽰会」、「家族の説得」、「家族の影響」、
「家族の後押し」、「親族からの⽀援」、「友⼈・知⼈からの⽀援」、「投資家からの投資」、「⽴
地」、「売上」、「知名度」、「検査の合格」、「機械の故障」、「従業員の数」、「従業員の経歴」、
「従業員の推移」、「機器の開発」、「和歌⼭県からの⽀援」、「銀⾏からの融資」、「⽇本政策⾦
融公庫からの融資」の 34 の概念を抽出した。 
 
 前職の環境 
「その会社さんでは、研究所なのですが研究するだけではなくて、技術者を育成して⼦会社
化して経営までやらせる」「その会社さんにはそういう機械を設計してくれる⼈がいたり、
電気・電⼦をやってくれる⼈、ソフトを作ってくれる、みんなそろっていたのです。なので
⾃分は最終的には違うことをやられていたのですけれど、⾃分がこういうものを作りたい
といったら、皆さんが協⼒してくれて、それで実際にその会社のトップの⽅から「これを、
じゃあ売っていこう」となったらみんなでがーっと作り始めてね。そういったところで恵ま
れていました」 
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 前職の経験 
「前職でやってプラスになったことっていうのは、新⼊の若造社員でも中⼩企業の経営者
と直接お会いできる機会があって、そういった⽅からいろいろご教授いただいたこともあ
りますし、社内の中がみんなコンサルタントですから、会社の中では仕事を通じていろんな
ことを教わる。当時の先輩・同僚がその会社で副社⻑になったりとかお役員クラスになって
きてますんで、そういった⼈脈というのもいろいろプラスになる場合もありますしね」 
 
 後ろ盾の存在 
「バックに多分、その会社がいたからだと思うのです。銀⾏さんが出してくれていたのは」 
 
 失敗の経験 
「製造設備もビール製造メーカーが作る設備じゃなくて⽜乳屋さん、⽜乳のタンクを作っ
てた⼈がクラフトビールが流⾏ってきたんで、クラフトビールのタンクを作るっていう。そ
ういう安いものを引っ張ってきたような感じです。ただ、それを⼊れたんでことごとく全部
その設備関係は、⽳が付いてたり、チラーはつぶれてたり、かなり苦労してスタートしたん
です。その経験が全て、今回これカナダから引っ張ってきたんですけど、全てここへつぎ込
むことができたんで、なんのマイナスもなく機械はばっちり動いたんです」 
 
 家族の存在 
「⼦ども経由にすごくやっぱり安⼼してもらえるから、⼦どもの存在は⼤きいですね。⼦ど
もがいる家庭っていうのは受け⼊れてもらいやすいと思います。安⼼感がある」 
 
 若さ 
「やっぱり若いお兄ちゃんだから周りの⼈が親切にしてくれるとかそういうのはあります
ね。絶対あると思います」 
 
 つながり 
「お⽗さん地元出⾝で、⼦どもの頃よく地元に来てた⼈が⼤阪の電気とか営業系の会社の
会⻑やったんですよ」「塾とかに僕は経営者に連れて⾏ってもらったことがきっかけでその
ときにお会いしたことがあった」「周りの⼈に聞いても⽴派な経営者でって話を伺ってて。
その⼈と⼀緒に進めたらいいかなっていうのでうちの会社に⼊れてもらって、株をホール
ディングスに買ってもらった」「機械メーカーさんと 30 分の距離にあって当時うちの会⻑
が個⼈的にその会社さんに出資してたという資本的な関係もありましたんで、そういう⾯
で機械メーカーさんと懇意にしてたということも⼤きな要素だと思います」 
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 資⾦⼒ 
「ある程度が資⾦⼒がありましたもんで、そこは何とか持ちこたえたといいますか、先⾏投
資ができた」 
 
 資⾦ 
「⾦融機関はただもうお⾦、貸してくれんかった」 
 
 資格の獲得 
「ビールの製造免許取れるか取れんかっていうのがやっぱり。取れなかったらできない商
売なんで、取れるか取れんか分からないとこに融資をっていうの、そこが難しかった」「ビ
ールの製造免許っていうのは不思議なもんでとにかく全て、そろってからでもくれない場
合っていうのある。その辺が⼀番、難しかった」 
 
 ⾃⼰資⾦ 
「⾃分の貯蓄」 
 
 個⼈的な負債 
「住宅ローンも抱えた状態、でも元の仕事は辞めてると。それで計画を⽴てて⾦融機関へ⾏
ったところが、やっぱりそんな、とんでもない話やと。今、住宅ローン抱えてて、仕事は辞
めました、実際、今、収⼊ゼロ。これだけのことをやりましたというのを納得してもらえな
かったんです」 
 
 学校 
「パソコンなどを使って、ちょっとそういうようなことをやっていくような、情報系のゼミ
ではあった」 
 
 前職 
「技術⾃⾝は、私は元々、おおもとはある会社にいて」「相⼿がどういうものを求めてて、
どういうふうに形を作っていったらいいかなあっていう、そういう想像性の感じとか、どう
いう需要があるんかなあとか、ファッションの世界だったから⼀応トレンドとかね。どうい
うふうにそれを組み合わせることで、それが新しく⽣まれ変わるかとか、どういう要望があ
るかとか、そういうクリエーションのお仕事だったから」「前職のときに⼯場が⾹港にあっ
たから、やりとりは全部英語でやらないといけなかったんです」「『勉強させてほしい』って
⾔って。知り合いの知り合い、なんとなく関係がある会社やったんですよ。全く知らない会
社じゃなくて。だったんで、結構内情も話して、そこに勤めた」「もうちょっと社会の意味
だったりとか⾃分が何していくかとかどうやってビジネスつくるのかを勉強したくてそこ
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の会社に⼊った」「前職がソーシャルビジネスの起業⽀援みたいなことをする会社で僕はデ
ザインの提供をそこでしていて」「SNS の使い⽅とかどういうふうな事業モデルを組めるか
っているのをデザインの視点から関わらせてもらってて」「会社をつくる前から経営に関し
ての勉強という形でさせてもらって」「当時銀⾏の⽀店⻑をされていた⽅がその会社の⽅に
⼊ってこられて、私の⾯倒を⾒てくれまして、お⾦のことについてかなり厳しくご指導いた
だきました」「その会社の場合、当時まだパソコンなんかない時代ですから、基本動作と先
⾏管理っていうのは徹底的にたたき込まれまして」「企業のものの考え⽅とか、経営者の考
え⽅とかということを 1 年半ですけど⾒せてもらったということは、私にとっては本当に
⼤きな財産でしたね」「上司からの教えというのがすごく⼼に残ってるんですよね」 
 
 友⼈・知⼈ 
「お友達周りに飲⾷してる⼈すごい多かったから、いや、こんな話が持ち上がってんねんけ
ど、私、何かできるかなと思ってって、みんなに相談、友達なんかに相談して。ほんならチ
ャイのおいしい⼊れ⽅教えてあげるからっつって、⼤阪のカフェやってる⼦ん所に⾏って、
いろいろコーヒーの⼊れ⽅とか紅茶の⼊れ⽅教えてもろて。こっちではベジタリアンの料
理してるよって、京都でやってる⼦なんかんとこ⾏って、お料理ちょっとレクチャーしても
ろて、教えてもろて」 
 
 展⽰会 
「最新の展⽰会とかありますよね。機械などをまず買ってきちゃうんですわ。そっから考え
るんです」 
 
 家族の説得 
「元の会社から次の会社に移る時に奥さんからオッケーを出してもらいました」「向こうの
ご両親に和歌⼭へ⾏くというつらい報告をしなくてはいけなかったのはあったのですけれ
ど、ご両親も。奥さんのご両親は⼩さくはあるのですが、加⼯所という形で、有限会社でや
っていた」「ご両親の反対などは、移住の前に僕はカフェをやらせてもらってるので、いろ
いろその前に通り抜けてきた」 
 
 家族の影響 
「俺こんなとこで、⾃分⾳楽好きやから、⾃分の好きな⾳楽奏でた喫茶店やりたいなって、
彼がポツンと⾔ったんですよ」 
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 家族の後押し 
「移住する⾔うたら絶対旦那さん嫌がるやろな思ったけど、割と軽くて、⾯⽩そうやなって。
ええんちゃうって⾔ってくれたんですよね」「旦那の了解も得て、それならちょっと俺も協
⼒するよ⾔うて、応援するわっつって」「旦那もだんだんその気なってきて、ええよっつっ
て」 
 
 親族からの⽀援 
「親戚の⽅も、嫁さんのお⺟さんもおるんですけど」 
 
 友⼈・知⼈からの⽀援 
「友⼈、知⼈、いろんな知⼈とか友⼈がバックアップしてくれて、資⾦」「僕、同級⽣のい
ろいろお⾦持ちっていうか結構、⾸都圏で活躍あるからやるからってみんなここに集合さ
して、おまえ出せ、おまえもこれだけ出せとかって。医者してる⼦もおって、いろいろ⾯倒
みてくれて、出すわということで」 
 
 投資家からの投資 
「株式会社にしようと決めて、登記の準備を始めて株主探しをしてました。で、探して 8 ⽉
ぐらいに⼤体こういう形でしようみたいなのを決めて、9 ⽉ぐらいにはもう株主が、その場
で何⼈かの株主さんに出してもらおうと思ってたんですけど、「僕、全部出したい」って⾔
う⼈がおって、でその⼈から出してもらうことに」「株式会社で資本⾦⼀応 500 万円⼊れて」 
 
 ⽴地 
「県庁所在地に所属してないので東京までの時間・距離も関空できるまで⼀番、遠かったん
で、東京志向というよりもそれやったら海外やというそういう発想もありました」「ヨーロ
ッパのほう⾏ったら北欧の国とかだったら、500 万ぐらいの国だったらもともとから⾃国で
は成り⽴たないので、取りあえず海外というのは前提条件だったわけですよね。そういう⾯
で⽇本でも中⼩企業で⽥舎にいると、そういう発想を持てたんじゃないかなと」 
 
 売上 
「最初の苦労は、売り上げが⽴たない苦労が⼀番あるのですが、それが⼀番ですね」「なか
なか採算取れない時期が続きました」 
 
 知名度 
「イベント⾏っても海外の輸⼊ビールと間違っちゃう⼈もいる。だから名前も売れてない」
「専⾨の雑誌でも今の環境でうちの取材、取り上げにくいメーカーになってる和歌⼭で」 
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 検査の合格 
「昔は倉庫借りてやってたものですから、⼯場の検査がなかなか合格を、いろいろクレーム
ばっかりで、これはもうしょうがない」 
 
 機械の故障 
「1 回故障しちゃうと 3 カ⽉ぐらい平気で⽌まっちゃう」 
 従業員の数 
「2 ⼈で起業している」「まず最初に独⽴して⾃分が社⻑になったときだから、10 ⽉ですね。
このときは、本当に⾃分 1 ⼈で」「その 2 ⼈ですね」「経営者と私が社員で、あとパートさん
が 4、5 ⼈ぐらいでした」 
 
 従業員の経歴 
「その後すぐにさっき⾔った会社から、⾃分の⽅に転職した⼈が」 
 
 従業員の推移 
「彼がもう辞めるということを⾔い出したのですよ。それはしんどいなということで、どう
なるんだとなったのですよ」「年度末まで⼤きなプロジェクトの企画があって、そのときに
⼈を増やしたのですよ。それで⼈数が 2 倍ぐらいになって」「⼈数はがくんと落ちることは
なかったですね、徐々に増えてきた」 
 
 機器の開発 
「機械の開発要請をして、⼿に差すものから⾜に履けるものへの機械の改造というのを成
し遂げて、かかとがない作業⽤の靴下が編める機械を造ってもらった」 
 
 和歌⼭県からの⽀援 
「その⽅が当時、今の企業振興課みたいなものを、新産業何とか班⻑みたいな感じで、いろ
いろと何か教えてくれたりして、すごくありがたかったです」「経済センターがあった」「和
歌⼭リサーチラボという、海南の今は市役所になっている建物があるのですが、そこのイン
キュベーションオフィスに 3 年⼊っていたのですよ。スタートアップオフィスという和歌
⼭県の事業で⼊ったものがあって、それが⼤変ありがたかったです」「本当に和歌⼭県から
の⽀援⾦ 100 万円っていうのがすごい後押しになりましたね」「返済せんでよかったから。
返済してくれよっていう話やったら、ちょっとまたそれも怖かったけど。⼀応、補助⾦なん
で、それはすごく、じゃあやってみようか、の⼀歩にはすごく⼤きな役に⽴ったと思います」
「和歌⼭県の移住者で起業したら 100 万円、最初活動費としていただける」「100 万円は和
歌⼭県のもらって」「和歌⼭県さんの 100 万もいただいて」 
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 銀⾏からの融資 
「銀⾏さんからお⾦を借りました」「銀⾏さんから融資を受けた」 
 
 ⽇本政策⾦融公庫からの融資 
「政策⾦融公庫とか⾦融の中の補助みたいなんもあるんでという形で創業セミナーを受け
て。そん中でこの政策⾦融公庫さんでちょっと融資いただけて」「政策⾦融公庫さんの課⻑
さんが、県でもお世話になったんですけど、創業者のマッチングイベント、認定制度みたい
な新しくできたんで 1 回、受けてみたらどうですかっていう勧めがあって、受けさせてい
ただいて。認定していただいて。またいろんなコンサルタントとかいろんな制度を使えるチ
ャンスを与えていただいてといいますか。それがあって、それが認定されて多分また運転資
⾦というか国の資本性ローン、恐らく認定されたことがやっぱりきっかけけで何とかそれ
も資本性ローンも借りることができた」「⾦融公庫から借りた」 
 
 

4.3.3 現在 
インタビューデータを基に、「営業」、「プレゼンテーション」、「デモンストレーション」、

「イベント」、「SNS」、「HP」、「Web サイト」、「学会」、「ネット／ブログ」、「新聞」、「勉強
会」、「交流会／情報交換」、「インターネット」、「海外」、「困難な仕事」、「⼤切にしているこ
と」、「紹介／つながり」、「⼝コミ」、「フリー」、「お客様」、「外国⼈」、「強み」、「競合への対
策」、「従業員の数」、「従業員の経歴」、「従業員の推移」、「⼀⼈前になるまでの期間」、「和歌
⼭県内出⾝」、「和歌⼭県外出⾝」、「地元」、「⼤学院」、「⼤学」、「⾼校」、「専⾨学校」、「イン
ターンシップ／会社訪問」、「説明会」、「既卒」、「U ターン／I ターン」、「転職／中途採⽤」、
「直接応募」、「競合相⼿」、「マスメディア」、「和歌⼭県からの⽀援」、「国からの⽀援」、「職
業安定所」、「銀⾏からの融資」、「⽇本政策⾦融公庫からの融資」、「投資家からの投資」、「企
業間での借⼊」、「不明な借⼊」の 50 の概念を抽出した。 
 
 営業 
「⼤阪の中⼩企業って社⻑が社員に誕⽣⽇プレゼントをあげたりしはるんですよ。その⼀
環でこの野菜パックを社員に送りませんかって」 
 
 プレゼンテーション 
「最初に何となくプロトタイプをまず⼀回作ってみようというのがあって、漠然とした仕
様があって、ではこうしましょうみたいなものがあって、まず作るのですよ」 
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 デモンストレーション 
「ちょっとこの辺にはないようなポスター作ってみて。それがいろんな所に⼀気に貼られ
て、そこから声掛かったらいいな、みたいなので、実際掛かったりもして、そんなところか
らですね、最初は」 
 
 イベント 
「このままやったら初めはいいけど、なかなかそれ継続難しいなと思って、イベント打つよ
うになってて、ライブイベントとか」「いろんなワークショップとか」「映画上映会やってみ
たりとか」「めっちゃ有名な⼈じゃないけど、まあ知る⼈ぞ知るレベルの、こういう系統の
⾳楽が好きな⼈やったら知ってるよねっていうレベルの⼈たちが、ちょこちょこ来てくれ
るようになったんですよ。そしたら、そういう⼈たち⽬がけて割と、ちょっと遠⽅からでも、
和歌⼭市とかぐらいからでも来てくれるぐらいの、そのぐらいの⼈たちが来てくれるよう
になって」「⾳楽イベントは割とうってますね」「展⽰会が⼀番の営業になってる」「⼀番展
⽰会に⼒を⼊れてて」 
 
 SNS 
「Facebook と SNS だけに限って売り込みというか PR をしておった」「Facebook ⾒て串本
からとかからも来てくれましたね」 
 
 HP 
「ホームページをどうやって、よく⾒てもらえるようにするか」「ホームページ」 
 
 Web サイト 
「エアービーアンドビー」「ウェブでもあれですし」 
 
 勉強会 
「そこで勉強会とかも定期的に開催しているので」「みんな、⼯場を⾒せ合いして、全然違
うところでも何か参考になるところがないかなっていうて勉強会なんかして交流を深めて」 
 
 交流会／情報交換 
「僕たちの業界の場合、やはりいろいろな要素がどんどん増えていくし、継続しての知識の
アップデートの⽅がやはり重要になってくるので、それがさっきの同業者のコミュニティ
とか」「異業種交流とかっていうんもあんまり今はやってないんで」「技術の交換とか情報の
交換っていうのは、最近はどこの産地もなかなか、あんまり状態が良くないのもあるし。全
然⾒せてくれない産地もあります」「商社さんを通じて、こんなんやりたいが、どっか教え
てくれるとこないかなって⾔うと、そういうところを紹介してもらって、⾒せてもらったり
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とかしてますんで」「組合の中ではみんな、情報交換をしてお互いに助け合いをしながら⽣
きていけよっていう、みんなが協⼒してくれてるんですよ」「繊維協会で、研修旅⾏で、こ
ないだ北陸産地のほうへ⾏ってきたんですけども、他産地との交流とか」 
 
 インターネット 
「インターネットでのいろんな勉強やってますんで。そこで世界で起こってるような最先
端の事柄って情報として学んでるんで、それをヒントにしていろんなコンタクト取るよう
にしてるんですね。和歌⼭にいても、北海道にいても、ドイツにいても、それは同じ情報が
インターネットでは⼊ってきますんでね。」 
 
 海外 
「海外出ていったらいろいろいい情報が⼊ってきますしね。国内で会ってももらえない情
報でも、同じ⼈でも海外で会うと情報出してくれたりしますでしょ」 
 
 困難な仕事 
「⾃動⾞っていうのは品質はもちろん⾼くせないかんし、値段も安くないといかんし、納期
を絶対守らないかんという、そういう固い縛りがあったんで、それに対応できて伸ばしてい
ったところはそれなりの技術的なものがありますよね。テクニックっていいますか、そうい
うものを会得したもんでないとついていけなかったっていうことがあって。うちは必死に
なってそれに追い付いていって、何とか、⼀番たくさん作っとったと思いますわ」 
 
 ⼤切にしていること 
「コミュニティは⼤事にしていこうよというような発想のスタンスです。それがそういう
ところでいろいろ教えてくれたりもした」「経営理念や企業理念は、お⾦ではなくて何かや
りたいという情熱を持ったときに経営が始まっていると⾃分の中では思っている」「もうけ
ようと思ったらやったらあかんやつだと思う。⼀番、難しいところです。ただ、これ以上や
りがいのある仕事ないですもん」「⾃分が好きなやつ⼈が好きとは限らないですので。⾃分
の満⾜の世界に⼊っていくんですけど。そやけどものづくりっていうのは、やっぱりそこや
と思うんで。僕も落としどころ、こんなん好きな⼈もいっぱいおるとは思うんですけど、そ
の落としどころが難しい」「地域の活性化にもちょっと貢献できたらうれしいなっていうの
もありますよね。やっぱり移住してるっていうのもあるから、やっぱり地域の⼈に受け⼊れ
てもらいたい」「外から来た⼈に、ここでお⾦を落としてほしいっていうのがあるんですよ。
この地元にお⾦、潤いね」「いかに抽象的な概念みたいなやつを具体的にするかっていうと
ころと、間に⽴つことができると思っているので、そこはちょっとがんばってます」「この
産業を⽴ち上げるとか⾃分で作るっていうことのひたむきさ、⼀世代前のひたむきさみた
いなのを伝えなあかんって⾔ってくれてて、僕らはその背中を⾒させてもらって頑張って
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るって感じです」「『ひとのやらないこと、やれないこと』っていうのがやっぱり DNA にな
ってるんで、何かトレンドがあるからそれに乗っかって展開してくとかそういうのではな
くて、本当に未知の、パイオニア精神というか最初に切り開いていくという思想というのが
当社には⼀番、根付いてる部分かなというところですね」 
 
 紹介／つながり 
「これは⼤学関係のきっかけからですね。そこでちょっとこういうように、そういう教科書
関係や教育分野の仕事をしている⼈を紹介してあげるよということで」「同級⽣のお医者さ
んが全部、営業して取ってきてくれる」「その辺で寝てる⼈がいると。で、ここに駐在さん
1 ⼈だけいるんです、村のね。駐在さんが、なんかそこで野宿してる⼈がおるけど、熊野古
道歩いてる⼈が。ここ泊まられへんのとか⾔って」「本宮の観光局働いてる⼈が、向こうで
全然もう泊まるとこなくて、⼤雲取のルートがあるんです、こっからね。それ歩きたい⾔う
てる⼈泊めてあげてくれへんか」「知り合いの⼈がカメラマンの何々さんが来んねんけど、
ちょっとフランス⼈やねんけど泊めたってよ」「その周りに集まってくる⼈と仲良くなった
とき⼀緒にバーベキューしてるときに仕事頼まれたり」「お得意さんは、今までソフトクリ
ームとか単品で卸したりとかしてた中で、ムースであるとかプリンであるとか、そんなので
きないかっていうようなことで」「そこのメーカーといろいろ話してるうちに」「全てこれ作
って、あれ作ってっていうのも、そっちから来るようになって」「物流会社が、間に⼊って
るわけで、そこになんかいい商品ないんか、こんなの作れる所ないんかって、各開発から要
望あるんで、そうすると、和歌⼭にこんな会社あるけどって、じゃあ、⼀回⾒にくる？ と
か」「作るところっていうのは私どもぐらいしかなかったんで、それに着⽬して売る⼒のあ
るところが⾃然と声掛けてくれて、OEM ⽣産をやってたんですよ」「問屋さん、商社さん、
そういったとこの話があって」 
 
 ⼝コミ 
「⼝コミで広がっていって徐々に売り上げが上がった」 
 
 フリー 
「珍しもん好きの感じで⾒に来る」「⾃動⾞業界から、やってくれないかっていう話があっ
て」「お客さんのほうから、パフ屋さんのほうから⾔ってきてくれて」 
 
 強み 
「パイル布のいいところは⽤途がいっぱいあること」「対象の商品が変わっても同じ機械が
使えるから、設備投資が変わるってものではなくて、いくらでも対応できる」「うちは織っ
て、染めて、加⼯して、全部、⾃社ん中でできますんで。ほんで、だいぶ⻑い間の経験が蓄
積されてるんで、何⾔われてもやるよって⾔えるような状態にはなってます」 
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 競合への対策 
「特許を取っている」「今⽇、ISO の登録が来まして、それも県の」「ちゃんと特許だけは、
押さえるべきものはできるだけ押さえて」「⽇本の市場、OEM でいろんな得意先さんと流
れができてしまってるんで、⽇本で⾃社ブランドで売るちゅうことは難しいなと。得意先さ
んとけんかしてしまうことになるので、それやったら海外やなと。海外はあんまり市場性は
まだないけども、ないだけに⾃分で 1 から絵に描いていける」「まだ余⼒のあるうちに、そ
れこそ 2 階建ての 2 階の部分で、こちらの利益をある程度こっちに吐き出してもいけるか
なという思いもあって、振り返ってみたら最終列⾞でした」「エンドユーザーに近づいてい
く、直にエンドユーザーとつながっていく⼤切さ」「うちがその後、市場を広げていけたの
は、そこは殿様商売なんですよね。品質的にいろいろ問題があるんで⽂句を⾔ったら、気に
⼊らんかったら使ってもらわなくていいですよ、みたいな、メーカーさんにもそういうこと
を⾔ってたらしい。うちは逆に、後から⼊っていってるし、ちゃんと、使い勝⼿のいいもの
をそちらの⾔うように作りますっていうような感じやったんですよ。ベースになる⽣地を
持っていって、改良してほしいって⾔うたら厚みとか密度とか、わあっと簡単に変えて、ぼ
んと放り込んでテストしてください、みたいなことをやっていって。取りあえず、向こうじ
ゃなくて、とにかく、こっちはメーカーさんのいうことをきちんと聞いてもの作ろうってい
う感じでずっと接していったんで、うちに変えてくれたところは向こうには絶対戻ってな
いですわ」 
 
 従業員の数 
「社員が 9 ⼈、フルタイムが 9 ⼈いて、あとアルバイト、先ほどの学⽣さんなどに来ても
らっているのが 5〜6 ⼈います。だから 15 ⼈だな。アルバイトを⼊れたら」「社員が今 12
⼈です」「今、3 ⼈です」「常駐 2 ⼈。で会⻑が結構週 3、週 4 ぐらいで⾒に来てくれてて」
「今、正社員 1 ⼈で、役員、僕ともう⼀⼈いて、妻がパートで経理とか会計とか事務仕事し
てくれてて 4 ⼈でしてる」「京都にプログラマーがいて、専属契約みたいになってて、プロ
グラミングの仕事は京都でやってもらってるって感じですかね」 
 
 従業員の経歴 
「県外の⽅のバックグラウンドは化学です。1 ⼈ちょっと化学ではない⼈がいますけれど、
ほとんどやはり化学」「1 ⼈以外移住者です。その 1 ⼈は潮岬にいて串本町に、隣の町に住
んでて他県の芸術系の⼤学院を卒業して戻ってきて」 
 
 従業員の推移 
「極端に減るということはなかったですが、取りあえず⼊って辞めていくというのはあり
ました」「2 期⽬は社員が結構な数がいたんですよ。結構な数って⾔ってもそんなにいなか
ったですけど、今よりも多かったり契約の形態が違うかったりして、動いてるけど今まで 4
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⼈いたんですね。僕ら 2 ⼈以外に」「⼀番多いときには 200 ⼈超えてましたから、それが 50
⼈弱まで・・・」 
 
 ⼀⼈前になるまでの期間 
「⼀⼈前になるには、5 年以上かかりますね。その現場で職⻑クラスの⼈になろうと思った
ら 10 年ぐらいはかかりますね」 
 
 和歌⼭県内出⾝ 
「従業員はほとんど地元の、地元というのは和歌⼭県内の⼈ですけど。和歌⼭市内の海南と
か和歌⼭市内の⽅もいるし、南のほう相⾕の⽅もいるし、もちろんパートさんは町内の⽅が
多いですけども、旧下津町内の⽅が多いですけど」「家が⽥辺の江川という所で着物屋さん
なんです」「その 1 ⼈は潮岬にいて串本町に、隣の町に住んでて」「説明会からアクションし
てくれる⼈は、ほとんど和歌⼭ですね」「⾼校⽣なんかだと、ほとんど和歌⼭から出たがら
ない。逆に。⼤学進学は、おのずと出ていく」「県内の専⾨学校とか⾏く⼈たちはなるべく
県内にとどまりたいっていうので、県内就職志向がすごく強いという話は聞きましたね」
「説明会とかありますよね。和歌⼭以外の⼈も結構来ますけど、最終的にはほとんど和歌⼭
の⼈ですね」 
 
 和歌⼭県外出⾝ 
「新しい⼦は奈良県なんです」「移住者です」 
 
 地元 
「町内の⽅が⽐較的、最近、来てくれるようになったんで、それは⼀ついいかなと。やっぱ
りなかなか地元の会社って事実かどうか分からなかっても、いろんな評判⽴つじゃないで
すか。だからあんまり近くへ来ない場合が多いかも分かりませんけど、割と来てくれるんで、
そういう⾯ではありがたいかな。通勤って結構、障害になってきますんでね、最初はどこで
も通うよっていう気持ちで会社⼊りますけど。やっぱり近い所がええなって、すぐなってき
ますから。近くから来てくれるっていうのはお互いにとってメリットやと思いますよね」
「近くの⼈が多いですね」 
 
 ⼤学院 
「研究、ドクターからそのままくる」 
 
 ⼤学 
「先⽣とか⼤学で⼀緒に研究を始めたときに学⽣さんに声を掛ける」「応募もここ 5 年ぐら
いはあるんですけど。和歌⼭⼤学はないですね」「⽣物理⼯、近⼤とか。近⼤関係が多い」
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「今度も 4 ⽉、3 ⼈⼤卒来るんですけど」「求⼈はここ 3、4 年前から新卒求⼈・学卒求⼈に
⼒を⼊れて。特に和歌⼭⼤学さんなんかとできるだけコンタクト取らせてもらって。少しで
もまず会社を知ってもらって、選択肢のうちの⼀つに⼊れてもらう中で、地元・和歌⼭で働
きたいよというような和⼤⽣の⽅がいたら本当にありがたいなというところでやってるん
ですけどもね」 
 
 ⾼校 
「⾼卒の⽅も現場採⽤で採らせてもらってるし」「⾼卒は簑島⾼校とか、和⾼の⼈も今いま
したかね。もう 3、4 年前から、なかなか来なくなりましたけどね、和⾼からとかは。仕事
いくらでもあるんで。だから⼤⼿さんから順番にはめていかれますと、中⼩企業には回って
こないんでね」 
 
 専⾨学校 
「専⾨学校卒ですが、新卒を 1 ⼈初めて採⽤します」 
 
 インターンシップ／会社訪問 
「インターンシップはなかなか難しいですね。⾃分たちもトライはしたのですけれど、なか
なか。まずうちの会社は何をやっているのかというところから始まるので」「会社訪問とか
そういうことを受けてます」 
 
 説明会 
「説明会などに⾏っても、なかなか」「⼤学の説明会ありますよね。そこで来た⽣徒さんに
データを、そこのデータでこっちから働きかけてはいけないんですけど、向こうから新たに
働きかけてくれるものに対してはアクション起こしていい」 
 
 既卒 
「他県の芸術系の⼤学院を卒業して戻ってきて、こっちでそういう職場ないかなっていう
ので探してて」 
 
 U ターン／I ターン 
「⾃治体、橋本市、和歌⼭県のほうからいろいろ、I ターン、U ターンのやつとか」 
 
 転職／中途採⽤ 
「何か⼤⼿企業で働いた後に来る」「元ある鋼機さんで、うちに興味持って⼊ってきてくれ
たり」「医療系の所を⾃分で辞めてきてる⼦なんです。本気で来てるので、仕事を⽴派な所
で働いてたのを辞めて来てる⼦なんで、本気で⾃分もやりたいと来てる⼦なんで」「もう⼀
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⼈の⼦は、もともと他の会社にちょこっとおったんですけど」「ほとんど中途採⽤が多いで
すね」 
 
 直接応募 
「こっちでそういう職場ないかなっていうので探してて、うちに電話かかって」 
 
 学会 
「学会とかで知り合ったり」 
 
 ネット／ブログ 
「僕のブログを、⽴ち上げまでのブログを⾒てくれてたみたいで、それでここで働きたいっ
ていう形で⾔うてくれて」「ただでネットに載せてくれるリクナビとか、そういうところに
登録をしたりして」 
 
 新聞 
「中途採⽤は新聞から始まって」「ときどき、広告で、折り込みに⼊れてもらったりとか」 
 
 お客様 
「アグリの技術をやっていたお客さん」 
 
 外国⼈ 
「外国⼈については、今はちょっと変わってると思うんですけど、今まではずっと、店は外
国⼈を使ってはいけないという」「ホテルとか、その辺はいいわけなんで、そんなんおかし
いっていうけど、やっぱり⾷品、飲⾷業界は、業界⾃体の数は多いですけど、業界⾃体の⼒
がないから、なかなか外国⼈を使っていいという認可まではいってないわけなんです」「コ
ストかかり過ぎますよね、呼ぶに当たって」「ベトナムの研修⽣をっていう話をちょっと、
社⻑に相談して、組合も三つぐらい回って、登録をしようかっていう話をしてたところへ何
⼈かばらばらと来てくれたんで、それはちょっとペンディングしてるんですけどね。10 年
先を⾒たら分からないですよね」 
 
 競合相⼿ 
「競合になるところ、メタボロミクス、この第⼆創業のところでは、そんなにないのではな
いか」「代理店さんと競合になること多い」「ある程度いろんな⽅がビジネスとしてソックス
を捉えるようになってきたら、価格競争というのは始まりますよね。後から参⼊した⼈は開
発コストかけませんから、安く物ができますよね。そこへ中国が⽣産の拠点になってきた」
「世界中のやつを⾒渡したらほぼ九⼗数パーセントがそこの、もう 1 社のやつを使ってて。
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他県の会社です。いろんなところで競合するんですけどね。服地もベルベットもやってます。
他のものでも、ラビングクロスも競合してるし、パフも向こうも作ってるやろうし」 
 
 マスメディア 
「あまから⼿帳という取材があって」 
 
 和歌⼭県からの⽀援 
「わかやま産業振興財団からの認証取得の補助⾦」「和歌⼭県は、企業への⽀援が本当に⼿
厚い」「和歌⼭県の⽀援は、確かに充実して、うちも使わせてもらったりしてます。してま
すけど、雇⽤の条件が⾮常に厳しい」「申請するにあたって、これだけの⼈数を確定して増
やしなさいと⾔われた後、それは無理やなーというふうなことだったんですけど、要は増や
す期間というのが決まってますけど、こっちで決められるんで、⼯場できてから、こっから
1 年間でやりますよとかそういうことが⾔えるんで、そういう⾯はちょっと緩いって⾔えば
緩いかも分からんですけど」「⼈を使わなくていいような設備を⼊れていこうとこっちはす
ごいするのに、またそこに⼈を増やさなきゃいけないという。⾮常に設備投資これだけやっ
たら、これだけ補助⾦出ますよとかそういうの、その設備投資したら⼈要らないと。でも⼈
を雇うという、⾮常にそこんところは微妙ですね。両⽅やっぱりやらんといかんと思うんで
すけど。そこは⽭盾してるかなと思うんですけど」「海外進出とかに⼒⼊れてくれてて、海
外展⽰会の助成⾦ってのはだいぶ使わしてもらいましたね」「ブランド⼒の⽀援事業みたい
なんがあって。メーカーが⾃社ブランドつくって売っていくのに対する助成⾦なんですけ
ど」「何か新しい取り組みするときに⾃⼰資⾦でできないことはないんですけど、その負担
ももちろん重たくなってくるんで、3 分の 2 とか 2 分の 1 とか出してもらうと思いっきり
できますよね」「競争率が低いと思うんです。そういう制度があったら出したらもらえると
いうのがあって、例えば⼤阪とかいったら多分もらうの⼤変じゃないかなと思うんですよ、
会社さんがたくさんありすぎて。⾏政の規模も⼤きいでしょうけど、それ以上に分⺟がでか
いでしょうから倍率がね。和歌⼭だったら 1 点何倍とか 2 倍とかであれば、ちょっと頑張
って企画組めば⼤体通りますんで」「社内の改善提案活動は県のほうから専⾨家派遣でコン
サルティングをしてもらって、その先⽣と。県は半年間だったんですけど、その後ずっと個
別契約を結ばしてもらって。それですごい成果出てて、業績にもすごくプラスになってて数
字で表れるんですけど」「展⽰会のときって、県の補助⾦みたいな制度があるって聞いた・・・。
配送と、通訳の費⽤ぐらいですかね。出店料は払い込むのに、時期的に間に合わないのがあ
るんで」「その他にも県からの⽀援をいろいろ使わせていただいています。設備とか、その
試作の費⽤とか。ものづくり補助⾦とかね」 
 
 国からの⽀援 
「国のものづくり補助⾦、4 回ぐらいもらってます」 
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 職業安定所 
「職安のほうでも」「ハローワークさんには常に求⼈は、今も出してますけど、ハローワー
クさんからは今はちょっと少ないですね。ここ 2 年ぐらいは」 
 
 銀⾏からの融資 
「資⾦繰りが苦しいということはないですね。銀⾏さんとの信頼関係っていうのをずっと
築いてますんで、借り⼊れは結構ありますけども、そこはきちっと銀⾏さんとうまく。逆に
もっと借りてくださいみたいな話で、信頼関係の中でやらしてもらってるんで。3 ⾏体制で
すね」 
 
 ⽇本政策⾦融公庫からの融資 
「和歌⼭県の商⼯会が国⾦の補助で返してくれるみたいな、0.02 パーで借りれる。⾦利な
いやんみたいな。ちょっとそれに借り換えようと思って、最近国⾦さんに変えさせてもらっ
て」 
 
 投資家からの投資 
「周りの⼈に聞いても⽴派な経営者でって話を伺ってて。その⼈と⼀緒に進めたらいいか
なっていうのでうちの会社に⼊れてもらって、株をホールディングスに買ってもらった」 
 
 企業間での借⼊ 
「最初、⼤阪の企業間での借り⼊れみたいなのを起こした」「グループ内の会社間で借り⼊
れした」 
 
 不明な借⼊ 
「⾃動⾞がなくなるときには借り⼊れもできてしまって、いまだにちょっとずつですけど
返済はしていってますけどね」 
 
 

4.3.4 今後 
インタビューデータを基に、「希望すること」、「問題だと思うこと」、「⽬指す⽅向」の 3 つ
の概念を抽出した。 
 
 希望すること 
「和歌⼭の中でも、結構そういう経営者でも新しいことをやっていこうという経営者はい
るわけで、その中では僕たちが⼀緒に⼿伝っているところというのも幾つかあるし、ある意
味そういう地域内循環をつくっていった⽅がいいなというのは思っているのです。ともす
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ればそういうことが結構、県外の事業者にお願いして、お願いするけれど結局その後のメン
テナンス的なところがあまりうまくいかなかったりして困ったりするというような会社さ
んが実際多かったりするわけです。そういうのを引き継いでやったりするので。それは結局、
みんなが困っていることを解決するようなことになるし、これの延⻑線上として、地域に、
ある意味もうちょっとお⾦が残るような仕組みに、ちょっとはできるなと思って、そういう
ものはできたらいいなと思っていますね」「むしろそういう⾃分みたいな、他の分野の技術
者などが集まっていくあれになってくれればいいなという。そこはもう前の会社で⾃分も
助かったところですね」「よくこちらの業界であるのは、⽷商さんへ預かってもらうとか、
そういうの結構あるんですよ。でも⽷商へ⾏って何が学べるんかなってなったら、⽷の知識
って別に⾃分で勉強しても学べるし、そういう⾯では広くいろんな業界を⾒れて、経営者と
直接コンタクト取れて、社員さん⾃⾝もそういうノウハウ持ってる中で、もまれたほうが私
には良かったかなと思います」 
 
 問題だと思うこと 
「私たちのような会社は個別には存在しているのですが、それのグループというのか、コミ
ュニティというのが、僕が知っている限りなかなかないよ、という問題があったのですよ。
では、今度は⾃分たちでやっていこうと思って飲み会というのを 4 年ぐらい前に始めまし
た」「和歌⼭の会社が何もないというふうに⼦供は思っているというところもあるので、そ
ういうところをもうちょっと教えていった⽅がいいなというのは、僕ら業界は違うのです
が、割と同世代の経営者などは思っていることが結構多いので、では⼦供などにアプローチ
して、近くで実際仕事をしている⼈がこんなに実は多様にいるのだということを教えたり、
ある意味のキャリア教育みたいなところと、産業とくっつけていくような事業を、これはボ
ランティアベースでやっているというのがあって、年に何回かこんな僕の仕事のことを話
したり、ワークショップ⾒たなものをやっているということをやったりしています」「和歌
⼭の企業が来にくい現象を⾔いますと、まず地⾯がないんです。準⼯地帯がないんです、僕
らにとって。あくまでもうちの観点から⾔いますけど。⼯場を設置する地⾯が、あってもイ
ンフラが悪いんです。ここでも、あんまり⾔えないですけど、下⽔ないわけですわ」「県が
開発してる所って、京奈和沿いなんかだったらきちっとできてるわけなんですよ。でも、市
がやってる所は、例えば向こうの所なんかやったらもう、企業決まったら⽔道引くとか、そ
ういうイメージで。ですから、そこんところは本当に、企業、IT とかそういうところはい
いですけど、本格的に製造業っていうのは来れないです。来ようと思っても来れないです。
和歌⼭市内のことしか分からないですけど、企業が意思表⽰しても、インフラで⽌まってっ
ていうのはほとんどじゃないですかね」「こっから⼟⼿に上がるわけなんですよね、少し上
がっていって。で、右⼿がずっと準⼯地帯になってる。じゃあ、下りるのはどうするんです
かっていうと、建設省から 10 年借りて下りるんだと。道路をこしらえるときにね。そした
らそれ、図⾯書くと、道路ののり⾯とかそんなのが半分ぐらい占めちゃって、じゃあ、その
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地⾯どう利⽤するのっていうのは、そういうことも結構あるんです。今、いっぱい下りる道
ありますけど、本当に⾃分のところ専⽤に使ってる所はきっちり管理できてるけども、どう
なってるのか知らんけど、本当にもうガタガタっていう所もすごい多いですよね。下りたら
そこには⾏けるんだけれども、そこから先はもう、ヘビの寝床みたいな、狭い道になるとか、
⼤きいトラックが⼊らないとか、そういうことかなと思うんで、そこはやっぱり市の製造業
が来れないところかなと思うんですけどね。だから、⽩浜なんかで、空港の前で IT とかい
ろいろやってますけどね、そういうのはいけると思うんですけど、ただ、製造業になると本
当に無理ですね」「準⼯地帯っていうのも増やす。町中の準⼯地帯っていうと、⼟地の値段
だけでギブアップになってしまうんで、どうしても郊外に出てきちゃう。そうすると郊外来
たらインフラできてない」「結構住宅開発とかが、⾍⾷いのばたばたしてるんで、例えばこ
この後ろでも、⼟地の話とかいろいろあるんですけど、じゃあ、⼊ってくるのにちょっとし
た住宅、2、30 件開発された中を通らないと、そこへトラックが⼊ってこれないとか。そう
いうところって、後々住⺠とのトラブルになりますんで、そしたらやっぱりまずいなという
ことになるわけなんで、⾮常にそういうジレンマっていうのはあると思うんですよね」「あ
とは、⾏政、例えば、ここの前の道って何年も前に両⽅ 5 メーターずつ拡幅することに都市
計画なってるんですよ。『いつやるんですか』って⾔ったら、『多分やらないでしょう』って。
やっぱり、本当に都市計画きっちり⾒直してほしいなと思いますね」「営業マンを育てるの
は難しい。完成品まで作っとんのやったらそれ持って売りに⾏ったらええんやけど、うちら
はものを作る材料を売りに⾏くやつやから。例えば、これを売りに⾏ってもそのまま買って
くれること、ないんですよね。柄、変えたい、⾊、変えたい、⽑の⻑さ変えたい、密度変え
たいっていうときに、なんぼぐらいになるっていう話が絶対、その場で出てくるんですよね。
ほんなら、こうなるし、値段はこんな感じでっていう話をせないかんので、それ、頭へ⼊っ
てなかったらできない。営業だけの技術では賄えないから製造⼯程のことも分からなあか
んし現場で⼀通り回って、全部の⼯程をやらないと⾒積もりできない。染めも加⼯も織りも
分かってないと値段の⾒積もりができなくて、お客さんと交渉できないっていう」「マーケ
ットを考えたらやっぱり、海外にどうやって売っていくかを考えないと駄⽬なんでね。今は
また、中国へ売りに⾏くことも考えないとって思ったりはしてるんですけどね。輸出の業務
がうちの中ではできないんで、商社さん経由でやるのをどうしてやっていこうかとか。」 
 
 ⽬指す⽅向 
「⼀つは、うちの会社は結局、中⼩企業モデルで進んでいっているので、ベンチャー企業で
はないぞというのが実はあるのです。もう少し、細く⻑くやってくような形でやってくよう
なモデルを志向してやっている」「『和歌⼭のわかるをつくる』的なことは当然やってきたい」
「⾃分たちの作った技術を世の中に出していきたい」「どんどん⼤きくしていきたいという
のもあります。海外にもやってきたいと。中⼩企業でこのままやっていくなどとは思ってい
ないです」「⾃分たちができるものを取りあえず⽬指して世界に」「⻑期熟成型、アルコール
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度が⾼いバーレーワインて、⻨のワイン。ビールのワイン、アルコール 12 パーセントから
13 パーセントぐらいの、それちょっと造ってやろうと思って」「クラフトビールの市場がほ
ぼない状態なんです。それを徐々にここでできていくん違うかなと」「⽥辺、今、観光に⼒、
⼊れてるんですけど、それの材料に絶対、⼀つにはなると思うんで」「ある会社とコラボビ
ールというかジョイントでこっちで仕込んだり、あっちで仕込んだりして、品物を造ること
が多分、お互いにとっての⾶躍のきっかけになるんかなと僕、今、思ったんです」「熊野の
信仰とか⾃然信仰っていうのを全世界に伝えたい」「ここに熊野のリトリートセンターって
いうのをつくりたい」「私の最終的な⽬的は⼈類の覚醒なんです。⼈類の覚醒。みんなが、
⼈類が覚醒して、そんな不安のために無駄なエネルギーを使ったりしない、地球が再⽣する
ためにエネルギーも使っていくし、⼈間の⼒をそうやって、もう⾃然のために使っていくの
が当たり前。ある意味不安にいろいろ取りつかれて、再⽣できないものをたくさん作ってし
まったり、そういうふうなお⾦のためにどうとか。そういうちょっとゆがんだラインを、も
う必要じゃないように、こういう⼈たちが⾃然信仰っていう感覚がもう普通にみんなに根
付いていったらいいなあっていうのが、最終的なところ」「プランニング、どういうふうに
していくか、アート・オブ・ディレクションとかどういうふうに考えていくかみたいなとこ
ろが⼀番得意なので、そこをすごい⽣かしたい」「そのコミュニティというかその地域にい
い意味で縛られることで、この価値観であったりとかと混ぜ合わせながら、都会に普通に暮
らしてたらなかなか味わえなかった暮らしやったり仕事やったりの価値観をここで味わえ
るようにしたいですね。やっぱりそこにいてよかったなというか肯定感みたいなものを育
みながら、⼦どもも⼤⼈も⽣きる場所みたいなのをつくるために会社をやってるみたいな
ところがあるんで」「カフェとかちっちゃく⽣業で事業主でやりはる⼈はポツポツ、今、増
えてきてると思うんですけど。もうちょいどっちかっというと借り⼊れして頑張るみたい
な、ここを別の会社の⽴ち上げやったり、この会社の⽴ち上げする中で培ってきてるものを
提供できたらうれしいなと思っていますけども。前職も起業⽀援だったので、その時のノウ
ハウとかの資料を⾒たりもするときに、何かできないのかなっていうのはずっと」 
 
 

4.3.5 その他 
インタビューデータを基に、「和歌⼭県⼈の気質」、「アドバイス」、「メリット」、「デメリ

ット」の 4 つの概念を抽出した。 
 
 和歌⼭県⼈の気質 
「熱すんのも早いんですけど、冷めんのが超早いっちゅうところで、いろいろ⾒ると、その
傾向って本当に強いん違うかなと思うんですけどね。そういう傾向が消費者の中に強いん
ちゃうかなと思うんです」「なんか始めるんだったら、冷めないうちに次へ次へと打ってい
くとか、本当にしっかりとしたもんっていうんですかね、そうなるんかなと思う」「和歌⼭
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県⼈は保守的っていうのはすごく感じます。割と出るくいは打たれるみたいなところがあ
って、それは保守的な部分で。変⾰を嫌いますね。ちょっと伸びてきたら⾜引っ張りますよ
ね、そういうイメージがありますね。ねたむとかね、それは強い」「うちの家内、有⽥の出
⾝なんですけど、ここから⾞で 30 分ぐらい南なんですけど。嫁に来たときに、この町内に
溶け込むのに 3 年か 4 年ぐらいかかったって⾔うんですから、よそ者として⾒られるみた
いですね。特にここは⽥舎ですから、和歌⼭市内はまた違うと思いますけども」 
 
 アドバイス 
「突き抜けたらいいんですけど、突き抜けるまでがしんどいと思います。もうあそこは別格
やなと思われたらいいんですけど、⾃分たちと同じ中でちょっと抜けてるみたいな思われ
ると⾜引っ張りにきますよねっていう印象が強い。⾵評だったら今度、⼈集めに問題が出た
りします」 
 
 メリット 
「関空が近かったり、⼤阪が近かったり、その辺はやはりすごく和歌⼭は便利なのですよ」
「世界を⾒ていくと関空からで⼗分やっていけます」「県の応援など、恐らく相当時間をか
けていると思っております。ありがたい話なのですけれど。そういうこともあると、やはり
ここで成功させていきたいと。和歌⼭県は、企業への⽀援が本当に⼿厚い」「もともと私す
ごいやっぱ⾃然が好きで、なんか⾃然の中で暮らしたいなあっていう、⼦育てするにあたり、
もうちょっと⾃然のある環境で⼦どもを育てたい」「和歌⼭原発ないよね。その原発事故も
ね」「家賃が安かったの。それだったら、仕事がもし万が⼀しばらく⾒つからんでも、まあ
これくらいの家賃だったら半年でいけるかな、2 万 5000 円やったかな、家賃が。夫婦でど
っちか働いたら何とかなるやろうっていう、そういう感じもあって、ハードルが低かった。
移住に関する。それは移住の決め⼿になったかもしれないですね、今思ったら」「古座川町
の蜂蜜、無農薬検査しても農薬反応がなくて、百花蜜でそれってないらしいんですよ。⾞の
排気ガスとかが⼊っちゃうので、⾃然と道路の横だと⼊っちゃうんですけど、⼈がいなさ過
ぎるんですよね」「新しいものにチャレンジするときっていうのは、当然、⾃分たちの持っ
ている技術だけじゃなくて、何か新しいアイデアとか情報とかも必要になるが和歌⼭にい
ても⼗分に⼿に⼊る」「東京とビジネスする上で、特に⽀障はない。関空から朝 7 時か 8 時
の⾶⾏機で⾏って、⽇帰りする、1 泊するという、そういう形ですね。新幹線ではちょっと
難しいですね。関空の存在は⼤きいですね」「海外⾏くには関⻄空港できたんで、⾮常に便
利な場所なんです」「地元の産業の集積地ではありますよね、だから機械メーカーが⼤きく
なったっていう逆なんですよ、ニット産業が地場産業があったから機械メーカーが育った
っていうか。育った機械メーカーがまた、そこを還元してるイメージもありますよね」「う
ちが染めも加⼯も織りも全部ある中で、それ、全部引き取れる状況にあるんですけどね。や
はり、そういうつながりがあるから、⾼野⼝でっていうのは変えられない」 
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 デメリット 
「和歌⼭、仕事ないような所、⾏くのはある意味死活問題で、死ぬかもしれない、⼤げさや
けど、旦那さんからしたらね。旦那さんからしたら、それはきっと真実やねんなあって。⼥
の⼈からしたら、どうにでもなるやんってあるんやけど」「今となってはこの⽴地というの
は⾮常にハンディキャップがあるなと、⼈を集めるにはね」 
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4.3.6 まとめ 
 抽出された概念を「概念の主語」と「創業、第⼆創業のサイクル」の 2 つの観点からまと
め、以下の表 4-1、表 4-2 を作成した。 
 

表 4-1 読むことによる分析により抽出された概念のまとめ 

 
 
 
 
 

本⼈

資格の獲得
技術の獲得
知識の獲得
経験の蓄積
創業前の試⾏
前職の引継ぎ
地域への溶け込み
信⽤の獲得

問題意識
新たな可能性への気づき
会社経営への興味
独⽴志向
こだわり
出会い
周りからの影響
周りからの要求
挫折／困難

前職の環境
前職の経験
後ろ盾の存在
失敗の経験
家族の存在
若さ
つながり
資⾦⼒
資⾦
資格の獲得

⾃⼰資⾦
個⼈的な負債
学校
前職
友⼈・知⼈
展⽰会
家族の説得

親

家族

親族

会社関係者

友⼈・知⼈

投資家

顧客

外国⼈

会社

設備

従業員

他社

マスメディア

和歌⼭県

国
銀⾏
⽇本政策⾦融公庫
職業安定所

創業前

会社関係者の意⾒

親族の意⾒

家族の意⾒

親の職業
親の意⾒

⽇本政策⾦融公庫からの融資
銀⾏からの融資

和歌⼭県からの⽀援

従業員の数
従業員の経歴
従業員の推移

検査の合格
機械の故障

⽴地
売上
知名度

機器の開発

投資家からの投資

友⼈・知⼈からの⽀援

親族からの⽀援

家族の影響
家族の後押し

創業当時
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表 4-2 読むことによる分析により抽出された概念のまとめ（続き） 

 
 
 
 
 
 
 

今後 その他

本⼈

営業
プレゼンテーション
デモンストレーション
イベント
SNS
HP
Webサイト
学会
ネット／ブログ
新聞

勉強会
交流会／情報交換
インターネット
海外
困難な仕事
⼤切にしていること

希望すること
問題だと思うこと
⽬指す⽅向

アドバイス

親

家族

親族

会社関係者

友⼈・知⼈

投資家

顧客

外国⼈

会社

設備

従業員

営業
プレゼンテーション
デモンストレーション
イベント
SNS
HP
Webサイト
従業員の数
従業員の経歴
従業員の推移

⼀⼈前になるまでの期間
和歌⼭県内出⾝
和歌⼭県外出⾝
地元
⼤学院
⼤学
⾼校
専⾨学校
インターンシップ／会社訪問
説明会

既卒
Uターン／Iターン
転職／中途採⽤
直接応募
学会
ネット／ブログ
新聞
お客様

他社

マスメディア

和歌⼭県
メリット
デメリット
和歌⼭県⼈の気質

国
銀⾏
⽇本政策⾦融公庫
職業安定所

銀⾏からの融資
⽇本政策⾦融公庫からの融資

職業安定所

マスメディア

和歌⼭県からの⽀援

国からの⽀援

強み
競合への対策

競合相⼿
企業間での借⼊

紹介／つながり
投資家からの投資

⼝コミ
フリー
外国⼈

紹介／つながり

紹介／つながり

紹介／つながり

現在

紹介／つながり

紹介／つながり
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4.4 インタビュー結果の分析（テキストマイニングによる分析） 
 インタビューした結果を⽴命館⼤学樋⼝耕⼀准教授作成の KH Coder1を利⽤して計量的
に分析した。 
 

4.4.1 頻出キーワード 
 インタビューの書きおこし⽂章を⼊⼒して、インタビューによる知⾒を客観的に確認す
るために、テキストマイニングを実施した。頻出キーワードを表 4-3 に⽰す。 
 分析にあたり、ツールで抽出した複合語 3,010 語から読むことによる分析により分析に
必要な 929 語を選び、強制抽出語として登録した。（表 4-3 の「タグ」列） 
 

表 4-3 インタビュー内の頻出キーワード 

 
※表中の数字は出現数 
※固有名詞と組織名は個⼈情報保護の観点から除いた 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                       
1 樋⼝耕⼀、 社会調査のための計量テキスト分析、 ナカニシヤ出版、 2014. 

自分 225 話 160 好き 36 （固有名詞） 205 間違い 11 今 388 会社 189 思う 561 多い 82 結構 110
感じ 210 仕事 105 大丈夫 35 （固有名詞） 113 申し訳 7 前 98 和歌山 180 言う 348 難しい 63 多分 71
最初 141 意味 77 いろいろ 32 ドイツ 25 仕方 6 全部 77 経営 67 来る 228 大きい 47 全然 69
（固有名詞） 119 一緒 46 普通 28 アメリカ 19 とんでも 5 一番 62 靴下 66 作る 173 高い 45 本当に 67
お金 73 お話 39 確か 24 関西 16 しょうが 3 当時 59 技術 64 行く 160 新しい 41 何とか 59
ビール 59 スタート 35 非常 23 中 9 違い 3 大体 38 東京 61 分かる 148 良い 34 一応 46
お客 50 イメージ 26 大事 21 沖縄 8 頼り 1 絶対 37 デザイン 59 入る 134 近い 25 ある程度 35
メーカー 41 展開 21 安定 17 埼玉 8 場合 32 移住 59 使う 121 面白い 25 実際 28
売り上げ 40 独立 21 結構 17 米 8 時間 31 従業員 59 出る 118 若い 24 全く 27
向こう 36 相談 20 必要 15 スペイン 7 あと 27 大阪 58 持つ 103 厳しい 21 少し 20
一つ 33 分析 20 勝手 14 京都 7 その後 25 大学 56 見る 97 安い 20 特に 19
状態 31 クロス 19 得意 13 ヨーロッパ 5 今度 25 関係 55 違う 96 悪い 19 別に 17
部分 30 商売 16 有名 13 奈良 5 たくさん 21 先生 55 考える 88 強い 18 元々 16
場所 29 発想 15 嫌 12 那智 5 昔 21 機械 53 聞く 83 早い 17 取りあえず 13
先ほど 28 意識 14 簡単 11 フランス 4 こないだ 18 子ども 53 出す 70 長い 17 初めて 13
この辺 27 結婚 14 当たり前 11 ベトナム 4 いつ 17 日本 50 入れる 70 低い 13 何となく 12
ビジネス 24 企画 13 変 11 台湾 4 結果 16 海外 48 売る 63 細かい 12 大体 11
基本 24 作業 13 めちゃくちゃ 10 イギリス 3 結局 16 社長 48 行う 58 小さい 12 当然 11
シルク 23 対応 13 正直 9 ニューヨーク 3 時期 16 起業 47 造る 56 少ない 12 要は 11
分野 23 競合 12 同じ 9 バングラデシュ 3 近く 15 創業 46 取る 48 欲しい 12 必ず 10
皆さん 22 設立 12 生 8 ブラジル 3 半分 15 駄目 46 働く 41 固い 10 恐らく 9
空港 22 販売 12 きれい 7 河内長野 3 今回 14 地域 46 織る 40 遠い 9 徐々に 9
生地 22 お願い 11 完全 7 丸の内 3 去年 13 事業 43 変わる 40 苦しい 7 もう少し 6
自身 21 インタビュー 11 十分 7 古道 3 初め 13 設備 42 買う 39 細い 7 仲良く 6
会長 20 紹介 11 順調 7 神倉 3 毎月 13 開発 41 売れる 37 素晴らしい 7 比較的 6
産業 20 反応 11 不思議 7 入間 3 １０月 12 企業 41 受ける 36 広い 6 実は 5
興味 19 活動 10 かって 6 博多 3 途中 12 自動車 41 知る 36 短い 6 普通 5
ビジョン 17 経由 10 圧倒的 6 福岡 3 それぞれ 11 問題 40 辞める 34 古い 5 もう一度 4
手袋 17 装置 10 急 6 北海道 3 全て 11 商品 39 上がる 34 仲良い 5 意外と 4
値段 17 認識 10 重要 6 名古屋 3 ４月 9 地元 38 戻る 33 怖い 5 一気に 4

名詞 副詞形容詞動詞タグ副詞可能ナイ形容地名形容動詞サ変名詞
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4.4.2 創業形態からの共起ネットワーク分析 
 図 4-1 は創業形態を外部変数として 10 回以上出現するキーワードを対象に作成した共起
ネットワーク図である。集計の単位は EXCEL のセル単位とし、対象とする品詞は名詞、サ
変名詞、形容動詞、固有名詞、組織名、地名、タグとした。 
 

 
図 4-1 創業形態からみた共起ネットワーク 

 
 最初に全体をみると、『⾃分』、『感じ』、『会社』、『和歌⼭』、『最初』、『話』というキーワ
ードは創業形態に関わらず共通してみられ、更に VB と移住創業は図中 A の『お⾦』、『意
味』、『仕事』、『従業員』というキーワードが共通していることから、第⼆創業と⽐べるとよ
り似通った特徴を持っていることがわかる。このことから、第⼆創業が今まであった会社を
引き継いでの新規創業であるため、お⾦や従業員といった経営資源についてある程度揃っ

A 

B 
C 

E 
D-1 

D-2 

F-1 

F-2 

F-3 

G-1 

G-2 

H 
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ていることが推測され、新規創業に当たって経営資源が関⼼事にはあまりならないと考え
られる。 
 
 次に、創業形態毎に⾒ていくと以下のような特徴が確認できる。 

 
① 第⼆創業（業務⽤機械器具製造業 B 社、飲⾷サービス業 F 社、織物・パイル⽣地製造

業 H 社） 
 

 図中の B に着⽬すると、「⾃社技術」や「前職で⾝に着けた技術」などという使わ
れ⽅をしている『技術』や、「⾃分たちで開発する／した」などという使われ⽅を
している『開発』というキーワードが特徴として⾒られる。また、『⾃動⾞』とい
うキーワードもインタビュー中では「品質や納期、コストの⾯で要求が厳しい⾃動
⾞部品製造に関わることで得られた技術」などという使われ⽅をしており、『技術』
の獲得⽅法を⽰している。このことから、第⼆創業を成功させるためのポイントと
して、技術⼒や開発⼒が重要であることを⽰していると考えられ、第⼆創業の推進
には、現在持っている技術⼒を⾼めることや、新たなビジネスに向けた開発⼒を⾝
に着けさせるための対策などが有効と考えられる。 

 図中の C に着⽬すると、「東京に顧客が多い」や「取引先は東京が⼀番多い」など
という使われ⽅をしている『東京』というキーワードが特徴として⾒られる。この
ことから、第⼆創業を成功させるためのポイントとして、市場規模の⼤きい東京に
顧客を持つことが重要であることを⽰していると考えられ、東京に多くの顧客を
持っている会社ほど、第⼆創業に向いていると考えられる。 

 
② VB（情報通信業 A 社、飲料製造業 C 社、⾐服・その他の繊維製品製造業 G 社） 
 

 図中の D-1、D-2 に着⽬すると、「⽇本国内は⾏きつくした」や「海外展開を始め
た」、「⽇本で最初／唯⼀」などという使われ⽅をしている『海外』や『⽇本』とい
うキーワードが特徴として⾒られる。このことから、VB を成功させるためのポイ
ントとして、海外に積極的に乗り出す姿勢や、誰もやっていないことへのチャレン
ジといったマインドが重要であることを⽰していると考えられる。VB を推進する
ためには、そのようなマインドを持った⼈材の育成や失敗した時にハードランニ
ングさせずにソフトランディングさせるためのメンターの様な寄り添った⽀援や
チャレンジに失敗したケースも考慮した⾦銭的な⽀援といったセーフティネット
を設けるなどチャレンジを躊躇させない環境の整備、和歌⼭県から海外進出する
ための⽞関となる関⻄国際空港とのさらなるアクセスの改善といった対策などが
有効と考えられる。 
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 図中の E に着⽬すると、「和歌⼭⼤学の先⽣との関わりが起業のきっかけとなった」
や「⼤学とのつながりで仕事を受注している」、「求⼈のために和歌⼭⼤学にコンタ
クトをとっている」などという使われ⽅をしている『⼤学』というキーワードが特
徴として⾒られる。このことから、VB を成功させるためのポイントとして、⼤学
との関わりがあることを⽰していると考えられ、⼤学で研究されている地元課題
の提⽰や解決に名乗りを挙げる⼈材の募集、上記で挙げたマインドを持った⼈材
の育成と供給体制の整備などの対策が有効と考えられる。 

 
③ 移住創業（宿泊・飲⾷サービス業 D 社、専⾨・技術サービス業 E 社） 
 

 図中の F-1、F-2、F3 に着⽬すると、「地元のつながりのおかげ」や「地元の常連さ
ん」、「地元の⼈への還元」などという使われ⽅をしている『地元』、「次の⽇はこの
辺に住んでる⼈たちに任せる」や「移住のパンフレットにはなるべくこの辺を載せ
る」などという使われ⽅をしている『この辺』、「この地域に縁があった」や「地域
の貢献」、「地域に⼊るために何をしたらいいのかな」などという使われ⽅をしてい
る『地域』、さらに『熊野』、『古座川町』といったキーワードが特徴として⾒られ
る。このことから、移住創業を成功させるためのポイントとして、地域とのつなが
りや貢献などが重要であることを⽰していると考えられ、地域の受け⼊れ体制や
移住者へのオープンな⾵⼟の醸成、創業による地域への貢献内容の明確化などの
対策が有効と考えられる。 

 図中の G-1、G-2 に着⽬すると、「⾃然のある環境で⼦どもを育てたい」や「⼦ど
ものそばで働きたい」、「地域の⽅々が⼦どもを⾒てくれているので安⼼感がある」、
「⼦どもをそんな学⼒の低い所に連れて⾏って将来のこと考えてるのかと⾔われ
た」、「⼦どものいる家庭は地域に受け⼊れてもらいやすい」、「ここは⼦どもが合わ
なかった」などという使われ⽅をしている『⼦ども』、「旦那や⼦供に移住について
相談した」や「旦那が⾯⽩そうや、ええんちゃうって⾔ってくれた」などという使
われ⽅をしている『旦那』といったキーワードが特徴として⾒られる。このことか
ら、移住創業を成功させるためのポイントとして家族の影響が⼤きいことを⽰し
ていると考えられ、⼦育てに適した住環境や教育体制の整備、家族の働き先の創出
／斡旋など、創業者本⼈以外の家族に対する対策が有効と考えられる。 

 図中の H に着⽬すると、「移住前は⼤阪に住んでいた」や「⼤阪の⼤学を卒業」、
「⼤阪の顧客との契約が断トツ」などという使われ⽅をしている『⼤阪』といった
キーワードが特徴として⾒られる。このことから、移住創業では上記の地域とのつ
ながりを重視し、和歌⼭県と⼤阪府といった⽐較的狭い範囲で事業活動を⾏って
いることを⽰していると考えられ、和歌⼭県での移住創業を増やすために、⼤阪府
に向けた移住創業の宣伝広告活動や既に創業している移住創業者のビジネス⽀援
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のために、県内や⼤阪府に向けた情報発信ツールの準備といった対策が有効と考
えられる。 

 
 

５．アンケート 

5.1 アンケート設計 
 

5.1.1 アンケートの対象 
和歌⼭県における創業の特徴を調査するため、アンケートは和歌⼭県内在住の⽅に向け

たものと、和歌⼭県外在住の⽅に向けたものの 2 種類を作成した。さらに県内外それぞれ
の回答者に、創業や新規ビジネスへの取り組み状況を 3 つの選択肢から選んでもらい、最
終的に回答者を 6 つのタイプに分けた。具体的な内容は 5.1.2 で後述する。 

 
5.1.2 アンケートの内容 
アンケートでは最初に、「4.3.インタビュー結果の分析（読むことによる分析）」の結果を

基に、質問 1 では「回答者のプロフィール」、質問 2 では「創業や新規ビジネスを⾏いたい
かどうか」について全員に回答を求めた。 

質問 3 以降は質問 2 の回答結果によって回答者を「創業や新規ビジネスを考えている⽅」、
「既に創業や新規ビジネスを⾏っている⽅」、「創業や新規ビジネスを考えていない⽅」の 3
パターンに分けて各々のパターンに合わせた内容のアンケート票を作成した。 

まず、「創業や新規ビジネスを考えている⽅」には、質問 3 で「創業や新規ビジネスに関
する意識」、質問 4 では「創業や新規ビジネスに必要となる経験や知識、技術」、質問 5 では
「具体的な創業や新規ビジネスの内容」、質問 6 では「創業や新規ビジネスを⾏う都道府県
や市町村の⽀援」、質問 7 では「ビジネスの将来」、質問 8 では「理念」について、複数選択
を含めた選択式または記述式で回答を求めるアンケート票を作成した。 

次に、「既に創業や新規ビジネスを⾏っている⽅」には、「創業や新規ビジネスを考えてい
る⽅」と同じ内容の質問を、既に創業や新規ビジネスを⾏っている⽅向けの質問⽂⾔に変更
し、質問 9 から質問 14 としてアンケート票を作成した。 

最後に、「創業や新規ビジネスを考えていない⽅」には、質問 15 として「なぜ創業や新規
ビジネスを⾏いたいと思わないのかの意識」、質問 16 では「知っている創業や新規ビジネ
スを⾏う都道府県や市町村の⽀援や望ましい⽀援」について、複数選択を含めた選択式また
は記述式で回答を求めるアンケート票を作成した。 

なお、実際のアンケート票の内容については Appendix B および Appendix C として添付
した。 
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5.2 アンケートの集計結果 
 

5.2.1 共通の質問 
 
和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

83%

17%

1-1．性別を選んでください

男性

女性

62%

38%

1-1．性別を選んでください

男性

女性
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

0%

6%

28%

30%

29%

5%

2%

1-2．年齢を選んでください

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

0%

10%

13%

27%36%

11%

3%

1-2．年齢を選んでください

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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和歌⼭県内 
 

 
 

和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

53%

11%

5%

5%

5%

3%

3%
3%

2% 2%
2%

2%
2% 2%

1-3．現在お住まいの市町村名を教えてください

例）和歌山市

和歌山市

田辺市

那智勝浦町

橋本市

紀の川市

岩出市

海南市

印南町

有田川町

有田市

白浜町

日高川町

高野町

みなべ町

38%

17%
9%

8%

6%

6%

5%
3%

2% 1% 1% 1% 1% 1% 1%

1-3-1．現在お住まいの都道府県名を教えてください

例）東京都
東京都

大阪府

神奈川県

兵庫県

千葉県

埼玉県

愛知県

京都府

茨城県

静岡県

福岡県

長崎県

滋賀県

三重県

鳥取県
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和歌⼭県外 
 

 

5%

4%

4%

4%
4%

4%

3%

3%

3%
3%

3%

3%
2%

2%2%2%

2%

2%
1%1%1%

1%
1%

1%
1%

1%
1%

1%
1%

1%
1% 1%

1% 1%
1% 1%
1%1%
1%1%

1% 1%
1% 1%
1% 1%

1%
1%
1%

1%
1%

1%
1%

1%

1%
1%

1%

1%

1%

1%
1%

1%

1%
1%

1%
1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1%

1-3-2．現在お住まいの市区町村名を教えてください
大阪市
品川区
白井市
中央区
文京区
大田区
江東区
世田谷区
横浜市
さいたま市
京都市
神戸市
練馬区
鎌倉市
名古屋市
堺市
吹田市
姫路市
目黒区
板橋区
稲城市
川崎市
取手市
岸和田市
枚方市
和泉市
新宿区
中野区
豊島区
北区
荒川区
足立区
江戸川区
八王子市
武蔵野市
府中市
小平市
日野市
東村山市
国立市
西東京市
相模原市
横須賀市
藤沢市
流山市
八千代市
印西市
川越市
狭山市
鴻巣市
上尾市
つくば市
犬山市
小牧市
知多市
豊明市
静岡市
熱海市
坂井市
豊中市
池田市
東大阪市
阪南市
西宮市
加古川市
宝塚市
川西市
大津市
伊勢市
湯梨浜町
福岡市
大村市
指宿市
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

83%

17%

1-4．今までに和歌山県外で一月以上

居住した経験はありますか？

あり

なし

6%

94%

1-4．和歌山県での居住経験有無を教えてください

あり

なし
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

3%

3%
6%

16%

14%

16%

14%

18%

5%
5%

1-5．社会人としての経験年数を教えてください

社会人の経験なし

5年以下

6年～10年

11年～15年

16年～20年

21年～25年

26年～30年

31年～35年

36年～40年

41年以上

6%

4% 3%

9%

14%

16%
14%

16%

12%

6%

1-5．社会人としての経験年数を教えてください

社会人の経験なし

5年以下

6年～10年

11年～15年

16年～20年

21年～25年

26年～30年

31年～35年

36年～40年

41年以上
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和歌⼭県内 
 

  
 
和歌⼭県外 
 

  
 

30%

70%

1-6．転職の有無を教えてください

なし

あり

32%

68%

1-6．転職の有無を教えてください

なし

あり
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和歌⼭県内 
 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

  
 

49%

22%

15%

5%

5%2% 0% 2%

1-6-1．転職の回数を教えてください
（1-6で「あり」を答えた方のみ）

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

32%

26%

18%

5%

12%
5%

0% 0% 0%1% 0% 0% 1%

1-6-1．転職の回数を教えてください
（1-6で「あり」を答えた方のみ）

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回

11回

12回

13回
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

33%

17%
6%

6%2%

17%

11%

2%
6%

1-7．会社でのお立場をお教えください

創業者

経営者（ビジネスを引き継いでいる）

経営者（引き継いだビジネス以外に、新しいビジネスを

始めた（第二創業））

企業役員（従来からのビジネスを担当）

企業役員（新規のビジネスを責任者として開始した）

会社員（従来からのビジネスを担当）

会社員（新規のビジネスを担当者として開始した）

学生

その他

17%

3%
2%
2%
1%

54%

13%

8%

1-7．会社でのお立場をお教えください

創業者

経営者（ビジネスを引き継いでいる）

経営者（引き継いだビジネス以外に、新しいビジネス

を始めた（第二創業））

企業役員（従来からのビジネスを担当）

企業役員（新規のビジネスを責任者として開始した）

会社員（従来からのビジネスを担当）

会社員（新規のビジネスを担当者として開始した）

学生
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

11%

9%

8%

8%

6%6%

5%5%
5%

5%

3%

3%

3%
2% 2%

2% 2%
2% 2% 2%2% 0% 0%0%0%0%0%0%0%0%

11%

1-8．現在の仕事の業種を教えてください

サービス業
食料品、飲料・たばこ・飼料製造業
農業、林業、漁業
建設業
宿泊業、飲食サービス業
教育、学習支援、医療、福祉、複合サービス業
生産用機械器具製造業
電気機械器具製造業
その他の製造業
卸売業、小売業
情報通信業
業務用機械器具製造業
情報通信機械器具、電子部品・デバイス・電子回路製造業
繊維工業
化学工業
木材・木製品、パルプ・紙・紙加工品製造業
金属製品製造業
運輸業
金融業、保険業
不動産業
学生
鉱業、採石業、砂利採取業（0%）
石油製品・石炭製品製造業（0%）
窯業・土石製品製造業（0%）
鉄鋼業（0%）
非鉄金属製造業（0%）
はん用機械器具製造業（0%）
輸送機械器具製造業（0%）
電気・ガス・熱供給・水道業（0%）
物品賃貸業（0%）
その他

14% 1%
1%

2%
0%

24%

1%
2%

4%4%
9%

1%
5%

0%
1%
0%

0%
4%

4%

1%
7%

0%
1% 1%

1%
0%

0%

0%
1%

0%

9%

1-8．現在の仕事の業種を教えてください

サービス業
食料品、飲料・たばこ・飼料製造業
農業、林業、漁業
建設業
宿泊業、飲食サービス業（0%）
教育、学習支援、医療、福祉、複合サービス業
生産用機械器具製造業
電気機械器具製造業
その他の製造業
卸売業、小売業
情報通信業
業務用機械器具製造業
情報通信機械器具、電子部品・デバイス・電子回路製造業
繊維工業（0%）
化学工業
木材・木製品、パルプ・紙・紙加工品製造業（0%）
金属製品製造業（0%）
運輸業
金融業、保険業
不動産業
学生
鉱業、採石業、砂利採取業（0%）
石油製品・石炭製品製造業
窯業・土石製品製造業
鉄鋼業
非鉄金属製造業（0%）
はん用機械器具製造業（0%）
輸送機械器具製造業（0%）
電気・ガス・熱供給・水道業
物品賃貸業（0%）
その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

  
 

38%

41%

13%

8%

2-1．創業や新規ビジネスを行いたいと思いますか？

行いたい

既に創業や新規ビジネスを行っている

行いたいとは思わない

どちらでもない

37%

18%

20%

25%

2-1．創業や新規ビジネスを行いたいと思いますか？

行いたい

既に創業や新規ビジネスを行っている

行いたいとは思わない

どちらでもない
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5.2.2 創業や新規ビジネスを考えている⽅への質問 
 
和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

  

28%

25%
19%

14%

5%
2% 0%

7%

3-1．なぜ創業や新規ビジネスを行いたいと思うのですか？

（複数選択）

自分の持つ知識や経験、技術が仕事になりそうだから

自分の力で世の中を良くしたいから

やりたいことがあるから

自由に仕事がしたいから

周りで創業や新規ビジネスをしている人がいるから

創業や新規ビジネスを支援してくれそうな人がいるから

周りの人に創業や新規ビジネスを勧められているから

その他

26%

24%
15%

28%

3% 1% 3%0%

3-1．なぜ創業や新規ビジネスを行いたいと思うのですか？

（複数選択）

自分の持つ知識や経験、技術が仕事になりそうだから

自分の力で世の中を良くしたいから

やりたいことがあるから

自由に仕事がしたいから

周りで創業や新規ビジネスをしている人がいるから

創業や新規ビジネスを支援してくれそうな人がいるから

周りの人に創業や新規ビジネスを勧められているから

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

42%

25%

12%

13%

8%

3-2．創業や新規ビジネスへの

準備状況をお教えください

商品やビジネス内容を検討中である

商品やビジネス内容は決まっている

が、具体的なアクションは行っていない

商品やビジネス内容は決まっていて、

資金調達を行っている

商品やビジネス内容は決まっていて、

設備、人の手配を行っている

開始の準備が整っている

65%

23%

6%

2% 4%

3-2．創業や新規ビジネスへの

準備状況をお教えください

商品やビジネス内容を検討中である

商品やビジネス内容は決まっている

が、具体的なアクションは行っていない

商品やビジネス内容は決まっていて、

資金調達を行っている

商品やビジネス内容は決まっていて、

設備、人の手配を行っている

開始の準備が整っている
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

100%

0%

4-1-1．今までやってきた仕事の経験は

創業や新規ビジネスに役立つと思いますか？

役立つ

役立たない

88%

12%

4-1-1．今までやってきた仕事の経験は

創業や新規ビジネスに役立つと思いますか？

役立つ

役立たない
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

36%

18%
14%

9%

9%

5%
5% 5%

0%
0%

4-1-2．今までやってきた仕事の経験が役立つ

場合には、どのような経験が役立つと思われるか、

以下の欄にお書きください

専門的な知識や経験、技術

仕事の進め方や管理に関わった経験

仕事で培った人脈

経営に関わった経験

交渉に関わった経験

営業の経験

人と関わる経験

日常の業務経験

海外と関わった経験

その他

17%

17%

2%
24%

0%

10%

12%

14%

2% 2%

4-1-2．今までやってきた仕事の経験が役立つ

場合には、どのような経験が役立つと思われるか、

以下の欄にお書きください

専門的な知識や経験、技術

仕事の進め方や管理に関わった経験

仕事で培った人脈

経営に関わった経験

交渉に関わった経験

営業の経験

人と関わる経験

日常の業務経験

海外と関わった経験

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
  

8%

33%

29%

17%

13%

4-2．会社の立ち上げ方や会社経営の

知識を持っていますか？

十分に持っている

持っている

どちらとも言えない

あまり持っていない

全く持っていない

10%

21%

23%

36%

10%

4-2．会社の立ち上げ方や会社経営の

知識を持っていますか？

十分に持っている

持っている

どちらとも言えない

あまり持っていない

全く持っていない
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

8%

34%

29%

25%

4%

4-3-1．創業や新規ビジネスを行うにあたって

必要となる技術や経験を持っていますか？

十分に持っている

持っている

どちらとも言えない

あまり持っていない

全く持っていない

6%

27%

40%

21%

6%

4-3-1．創業や新規ビジネスを行うにあたって

必要となる技術や経験を持っていますか？

十分に持っている

持っている

どちらとも言えない

あまり持っていない

全く持っていない
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

25%

25%
19%

10%

9%
7%

3%
2%

4-3-2．技術や経験が不足していると思う場合、

どのようにして獲得しようと思いますか？（複数選択）

勉強会、交流会などに参加する

友人・知人に教えてもらう

インターネットで独学

現在までの仕事で獲得する

インターネット以外の方法で独学

展示会などに参加する

学校に通う（通信教育も含む）

その他

25%

18%

12%
7%

9%

10%

18%

1%

4-3-2．技術や経験が不足していると思う場合、

どのようにして獲得しようと思いますか？（複数選択）

勉強会、交流会などに参加する

友人・知人に教えてもらう

インターネットで独学

現在までの仕事で獲得する

インターネット以外の方法で独学

展示会などに参加する

学校に通う（通信教育も含む）

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

4%

13%

46%

33%

4%

4-4-1．創業や新規ビジネスを行うことに、

身近な方は反対すると思いますか？

強く反対すると思う

反対すると思う

どちらとも言えない

賛成すると思う

強く賛成すると思う

4%

15%

50%

25%

6%

4-4-1．創業や新規ビジネスを行うことに、

身近な方は反対すると思いますか？

強く反対すると思う

反対すると思う

どちらとも言えない

賛成すると思う

強く賛成すると思う
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

33%

17%17%

17%
0%

0%

17%

4-4-2．身近な方が反対すると思う場合、

なぜ反対すると思いますか？

安定性

リスク

資金

常に反対

経験不足

未知への不安

その他

44%

31%

13%

0%
6% 6%

0%

4-4-2．身近な方が反対すると思う場合、

なぜ反対すると思いますか？

安定性

リスク

資金

常に反対

経験不足

未知への不安

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 

34%

28%

28%

6%

4% 0% 0%0%

4-5．創業や新規ビジネスを支えてくれる人はいますか？

（複数選択）

仕事で知り合った人

家族

友人・知人

会社の同僚

会社の上司

家族の知人

友人の知人

その他

18%

29%
37%

6%

5%
1% 2% 2%

4-5．創業や新規ビジネスを支えてくれる人はいますか？

（複数選択）

仕事で知り合った人

家族

友人・知人

会社の同僚

会社の上司

家族の知人

友人の知人

その他



62 
 

和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

50%

25%

25%

5-1．創業や新規ビジネスは、どのような形態で

行おうと考えていますか？

新たに会社を立ち上げる（起業）

会社は作らずに個人で事業を行う

（自営業・個人事業主）

今ある会社を引き継ぐが、新たな分

野で創業や新規のビジネスを行う

（第二創業）

50%

38%

12%

5-1．創業や新規ビジネスは、どのような形態で

行おうと考えていますか？

新たに会社を立ち上げる（起業）

会社は作らずに個人で事業を行う

（自営業・個人事業主）

今ある会社を引き継ぐが、新たな分

野で創業や新規のビジネスを行う

（第二創業）



63 
 

和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

50%

15%

14%

7%

7% 7%

0% 0%

5-2-1-2.「県外で」創業や新規ビジネスを行う場合、

どこで行いたいかお書きください

東京都

大阪府

東京都・大阪府

和歌山県

福岡県

海外

未定

なし

35%

13%
10%

6%4%

4%
2%

2%
2%

2% 2%
2%

2%
2%

2%

2%

0%
8%

2%

5-2-1-1.創業や新規ビジネスを行う場合、

どこで行いたいかお答えください（都道府県）

東京都
大阪府
兵庫県
千葉県
神奈川県
京都府
茨城県
愛知県
岐阜県
長野県
鳥取県
長崎県
沖縄県
兵庫県・和歌山県
関西圏
国内の離島
海外
未定
なし



64 
 

和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

50%

6%
6%

6%
6%

6%

6%

6%

6%
6%

5-2-1-1．「県内で」創業や新規ビジネスを行う場合、

どこで行いたいかお書きください

和歌山市

海南市

橋本市

田辺市

紀の川市

みなべ町

和歌山県内

紀南地方

和歌山市・橋本市

田辺市・白浜町・上富田町

10%

6%
4%

4%
4%

4%

4%
4%

2%
2%2%

2%2%2%2%2%2%
2%

2%
2%

2%2%
2%

2%
2%

2%
2%

2%
2%
2%

17%

2%

5-2-1-2．創業や新規ビジネスを行う場合、

どこで行いたいかお答えください（市区町村）

大阪市 姫路市

港区 渋谷区

江東区 白井市

京都市 神戸市

中央区 千代田区

新宿区 中野区

江戸川区 東村山市

西東京市 東京都区内

東京都内 横浜市

三浦市 千葉市

結城市 名古屋市

岐阜県内 東御市

堺市 和泉市

羽合温泉 大村市

那覇市 大阪・京都・神戸

未定 なし



65 
 

和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
  

26%

17%

17%

9%

4%

4%

4%

4%
4%

4%
0% 0%

0%0%
0%

0%0%
4%

5-2-2. その場所でビジネスを行いたい

理由をお書きください

市場

地元

ビジネス環境

どこでもよい

出身地

会社

土地勘

人脈

アクセス

兼業

チャンス

支援

競合

資金

生活環境

憧れ

未定

その他

12%

25%

10%

2%4%2%
4%

4%

6%
0%

6%

6%

4%
0%

2% 2%
8% 4%

5-2-2. その場所でビジネスを行いたい

理由をお書きください

市場

地元

ビジネス環境

どこでもよい

出身地

会社

土地勘

人脈

アクセス

兼業

チャンス

支援

競合

資金

生活環境

憧れ

未定

その他



66 
 

和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
  

33%

13%
21%

25%

8% 0%

5-3-1．創業や新規ビジネスを行う時に、

一番役立つ（利用する）と思う交通網は何ですか？

関西空港

南紀白浜空港

新幹線＋在来線

京奈和自動車道

近畿自動車道紀勢線

和歌山港

14%

67%

15%

4%

5-3-1．創業や新規ビジネスを行う時に、

一番役立つ（利用する）と思う交通網は何ですか？

空港

鉄道

高速道路

港



67 
 

和歌⼭県内 
 

 
 
 
 

 
 

50%

25%

13%

8%

4%

5-3-2．創業や新規ビジネスを行う上で、

関西空港の存在は大きいと思いますか？

非常に大きいと思う

大きいと思う

どちらとも言えない

あまり関係ないと思う

全く関係ないと思う

49%

42%

9%

0%

5-3-3．創業や新規ビジネスで関西空港を

どのように利用したいと思いますか？

（複数選択）

東京とのビジネスに利用

世界を相手にしたビジネスに利用

特にビジネスで利用する予定はない

その他



68 
 

和歌⼭県内 
5-4．創業や新規ビジネスを⾏う場合、主な取引先やお客様はどこになると思いますか？ 

 

 

 

34%

25%
0%

8%
4%

25%

4%

1番目に（最も）多くなる

和歌山県内

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外

25%

25%

0%

25%

4%
8%

13%

2番目に多くなる

和歌山県内

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外

34%

25%
0%

8%
4%

25%

4%

3番目に多くなる

和歌山県内

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外



69 
 

和歌⼭県外 
5-4．創業や新規ビジネスを⾏う場合、主な取引先やお客様はどこになると思いますか？ 

 

 

 
 

2%

21%

0%

35%
12%

17%

13%

1番目に（最も）多くなる

和歌山県

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外

0%

21%

8%

25%15%

17%

14%

2番目に多くなる

和歌山県

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外

4%

17%

14%

15%
17%

21%

12%

3番目に多くなる

和歌山県

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外



70 
 

和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 

25%

17%

16%

15%

12%

6%

3%
3%

3%

0% 0% 0%

5-5．創業や新規ビジネスを行う資金は

どのように準備しますか？ （複数選択）

自己資金

和歌山県の支援制度

銀行からの借入

国の支援制度

日本政策金融公庫からの借入

企業内で新たにビジネスを創業するため、

個人としての資金は不要
家族からの支援（借入）

親族からの支援（借入）

投資家からの投資

友人・知人からの支援（借入）

他の会社からの借入

その他

34%

2%
12%18%

10%

2%

6%

2%

10%
2% 1% 1%

5-5．創業や新規ビジネスを行う資金は

どのように準備しますか？ （複数選択）

自己資金

和歌山県の支援制度

銀行からの借入

国の支援制度

日本政策金融公庫からの借入

企業内で新たにビジネスを創業するため、

個人としての資金は不要
家族からの支援（借入）

親族からの支援（借入）

投資家からの投資

友人・知人からの支援（借入）

他の会社からの借入

その他



71 
 

和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 

18%

18%

15%11%

11%

8%

7%

5%

3% 2% 2%
0%

5-6．創業直後で売上が十分に上がらない場合、

資金はどのように調達しますか？ （複数選択）

自己資金

銀行からの借入

日本政策金融公庫からの借入

和歌山県の支援制度

国の支援制度

投資家からの投資

企業内で新たにビジネスを創業するため、

個人としての資金は不要
家族からの支援（借入）

親族からの支援（借入）

友人・知人からの支援（借入）

他の会社からの借入

その他

19%

23%

13%
4%

14%

11%

2%
7%

2%
2% 2% 1%

5-6．創業直後で売上が十分に上がらない場合、

資金はどのように調達しますか？ （複数選択可）

自己資金

銀行からの借入

日本政策金融公庫からの借入

和歌山県の支援制度

国の支援制度

投資家からの投資

企業内で新たにビジネスを創業するため、

個人としての資金は不要
家族からの支援（借入）

親族からの支援（借入）

友人・知人からの支援（借入）

他の会社からの借入

その他



72 
 

和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

22%

18%

16%

12%

12%

8%

6%
6% 0%

5-7．創業や新規ビジネスを行うにあたり、新規の仕事・

受注をどのようにして獲得しようと考えていますか？

（複数選択）

営業による営業活動

SNS／Webサイト／HP

展示会・イベントの実施

知人・友人からの紹介

取引先からの紹介

広告

前職からの引継ぎ

口コミ

その他

22%

18%

15%

15%

8%

8%

4%
9% 1%

5-7．創業や新規ビジネスを行うにあたり、新規の仕事・

受注をどのようにして獲得しようと考えていますか？

（複数選択）

営業による営業活動

SNS／Webサイト／HP

展示会・イベントの実施

知人・友人からの紹介

取引先からの紹介

広告

前職からの引継ぎ

口コミ

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

21%

19%

11%11%
6%

6%

4%

11%

11%

5-8．従業員はどのようにして採用しようと

考えていますか？ （複数選択）

Webサイト／HP

募集広告

学校での説明会／求人

就職イベント

就職情報誌への掲載

公共職業安定所（ハローワーク）

インターンシップ／会社訪問

採用する予定はない

その他

17%

17%

10%

5%

8%

6%

12%

17%

8%

5-8．従業員はどのようにして採用しようと

考えていますか？ （複数選択）

Webサイト／HP

募集広告

学校での説明会／求人

就職イベント

就職情報誌への掲載

公共職業安定所（ハローワーク）

インターンシップ／会社訪問

採用する予定はない

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

13%

13%

13%

13%
13%

8%

8%

4%

4%
4%

4%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%
4%

5-9．創業や新規ビジネスを行う場合、どのような業種の

商品またはサービスを提供しようと考えていますか？

サービス業
農業、林業、漁業
宿泊業、飲食サービス業
卸売業、小売業
情報通信業
建設業
教育、学習支援、医療、福祉、複合サービス業
生産用機械器具製造業
その他の製造業
不動産業
輸送機械器具製造業
食料品、飲料・たばこ・飼料製造業（0%）
電気機械器具製造業（0%）
業務用機械器具製造業（0%）
情報通信機械器具、電子部品・デバイス・電子回路製造業（0%）
繊維工業（0%）
化学工業（0%）
木材・木製品、パルプ・紙・紙加工品製造業（0%）
金属製品製造業（0%）
運輸業（0%）
金融業、保険業（0%）
鉱業、採石業、砂利採取業（0%）
石油製品・石炭製品製造業（0%）
窯業・土石製品製造業（0%）
鉄鋼業（0%）
非鉄金属製造業（0%）
はん用機械器具製造業（0%）
電気・ガス・熱供給・水道業（0%）
物品賃貸業（0%）
その他

19%

6%

8%

2%12%
0%

29%

0%
2%

2% 0%
10%0%

0%

0%
0%

2%
0%

0%
2%

2% 0%

0% 0% 0% 0%
0%

4%

0% 2%

5-9．創業や新規ビジネスを行う場合、どのような業種の

商品またはサービスを提供しようと考えていますか？

サービス業
農業、林業、漁業
宿泊業、飲食サービス業
卸売業、小売業
情報通信業
建設業（0%）
教育、学習支援、医療、福祉、複合サービス業
生産用機械器具製造業（0%）
その他の製造業
不動産業
輸送機械器具製造業（0%）
食料品、飲料・たばこ・飼料製造業
電気機械器具製造業（0%）
業務用機械器具製造業（0%）
情報通信機械器具、電子部品・デバイス・電子回路製造業（0%）
繊維工業（0%）
化学工業
木材・木製品、パルプ・紙・紙加工品製造業（0%）
金属製品製造業（0%）
運輸業
金融業、保険業
鉱業、採石業、砂利採取業（0%）
石油製品・石炭製品製造業（0%）
窯業・土石製品製造業（0%）
鉄鋼業（0%）
非鉄金属製造業（0%）
はん用機械器具製造業（0%）
電気・ガス・熱供給・水道業
物品賃貸業（0%）
その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

12%

38%

25%

4%

21%

6-1．和歌山県で行っている創業や

新規ビジネスの支援を知っていますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある

29%

46%

11%

12%

2%

6-1．創業や新規ビジネスを行う都道府県で実施してい

る創業や新規ビジネスの支援を知っていますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と選択項⽬が異なるので注意） 

21%

19%

11%10%

10%

9%

9%

8%
3% 0%

6-2．和歌山県が行っている創業や新規ビジネスの支援

で知っているものは何ですか？ （複数選択）

よろず支援拠点

わかやま中小企業元気ファンド

和歌山県中小企業融資制度

わかやま地域課題解決型起業支援補助金

スタートアップ・オフィス（わかやまビジネススクエア、

和歌山県立情報交流センター（Big・U））

クラウドファンディング活用支援事業

先駆的産業技術研究開発支援事業（先駆的産業技

術研究開発／先端技術社会実装）

スタートアップ創出支援チームとのマッチングイベント

特になし

その他

11%

9%

13%

17%

12%

9%

4%

5%

11%

9% 0%

6-2．創業や新規ビジネスを行う都道府県で実施している

創業や新規ビジネスの支援で知っているものは

何ですか？ （複数選択）

創業支援センター

投資ファンド

中小企業融資制度

起業支援補助金

インキュベーション施設

クラウドファンディング活用支援事業

技術開発／研究支援

マッチング支援イベント

ビジネスコンテスト

特になし

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と選択項⽬が異なるので注意） 

16%

14%

11%

10%
10%

10%

9%

9%

10% 1%

6-3．和歌山県が行っている創業や新規ビジネスの支援

で利用したいと考えているものは何ですか？（複数選択）

わかやま地域課題解決型起業支援補助金

わかやま中小企業元気ファンド

よろず支援拠点

和歌山県中小企業融資制度

スタートアップ創出支援チームとのマッチングイベント

クラウドファンディング活用支援事業

スタートアップ・オフィス（わかやまビジネススクエア、

和歌山県立情報交流センター（Big・U））
先駆的産業技術研究開発支援事業（先駆的産業技

術研究開発／先端技術社会実装）
特になし

その他

21%

8%

13%

16%6%

10%

9%

3%
6%

8% 0%

6-3．創業や新規ビジネスを行う都道府県で実施している

創業や新規ビジネスの支援で利用したいと考えているも

のは何ですか？ （複数選択）

起業支援補助金

投資ファンド

創業支援センター

中小企業融資制度

マッチング支援イベント

クラウドファンディング活用支援事業

インキュベーション施設

技術開発／研究支援

ビジネスコンテスト

特になし

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

17%

14%

13%

13%
13%

11%

10%

5%
3% 1%

6-4．創業や新規ビジネスをする人を増やすためには、

和歌山県からどんな支援があると良いと思いますか？

（複数選択）

創業や新規ビジネスを考えている人向け相談会／セミナー

資金に関する相談会／マッチング会

創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会

会社の作り方セミナー

会社の経営セミナー

地域／業界などの交流会

経営を学ぶためのインターンシップ

特許／発明セミナー

技術習得のためのインターンシップ

その他

18%

13%

13%

15%
11%

14%

6%
5%

5% 0%

6-4．創業や新規ビジネスをする人を増やすためには、

創業や新規ビジネスを行う都道府県からどんな支援が

あると良いと思いますか？ （複数選択）

創業や新規ビジネスを考えている人向け相談会／セミナー

資金に関する相談会／マッチング会

創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会

会社の作り方セミナー

会社の経営セミナー

地域／業界などの交流会

経営を学ぶためのインターンシップ

特許／発明セミナー

技術習得のためのインターンシップ

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

50%

38%

8%
4%

0%

6-5．和歌山県内の市町村で行っている

創業や新規ビジネスの支援を知っていますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある

40%

42%

10%

2%
6%

6-5．創業や新規ビジネスを行う市区町村で実施してい

る創業や新規ビジネスの支援を知っていますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

67%

33%

0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%

6-6．創業や新規ビジネスを行う市区町村が実施している創業や

新規ビジネスの支援で知っているものがあれば、お書きください

人材育成

融資

補助金（0%）

助成金（0%）

セミナー（0%）

経営相談（0%）

創業支援プログラム（0%）

創業支援センター（0%）

経営支援プログラム（0%）

販売促進プログラム（0%）

インキュベーション施設（0%）

融資・セミナー（0%）

補助金・インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

セミナー・ビジネスコンテスト・人材育成・創業相談（0%）

創業相談・セミナー・斡旋（0%）

ビジネスコンテスト・セミナー（0%）

インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

0%

17%

33%

17%

0%0%
0%

0%
0%

0%

17%

0%
0%

0% 0%
17%

0%

6-6．創業や新規ビジネスを行う市区町村が実施している創業や

新規ビジネスの支援で知っているものがあれば、お書きください

人材育成（0%）

融資

補助金

助成金

セミナー（0%）

経営相談（0%）

創業支援プログラム（0%）

創業支援センター（0%）

経営支援プログラム（0%）

販売促進プログラム（0%）

インキュベーション施設

融資・セミナー（0%）

補助金・インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

セミナー・ビジネスコンテスト・人材育成・創業相談（0%）

創業相談・セミナー・斡旋（0%）

ビジネスコンテスト・セミナー

インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）
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和歌⼭県内 
 
6-7．創業や新規ビジネスを⾏う市区町村が実施している創業や新規ビジネスの⽀援で利⽤
したいと考えているものがあれば以下の欄にお書きください。 
 
 
 
 
 
 

＜回答なし＞ 
 
 
 
 
 
 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

0%

25%

25%25%

0%0%

0%
0%

0%
0%

25%

0% 0% 0% 0%0% 0%

6-7．創業や新規ビジネスを行う市区町村が実施している

創業や新規ビジネスの支援で利用したいと考えているも

のがあれば以下の欄にお書きください
人材育成（0%）

融資

補助金

助成金

セミナー（0%）

経営相談（0%）

創業支援プログラム（0%）

創業支援センター（0%）

経営支援プログラム（0%）

販売促進プログラム（0%）

インキュベーション施設

融資・セミナー（0%）

補助金・インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

セミナー・ビジネスコンテスト・人材育成・創業相談（0%）

創業相談・セミナー・斡旋（0%）

ビジネスコンテスト・セミナー（0%）

インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

37%

25%

4%

17%

17%

7-1．将来的には、世界への進出を考えていますか？

考えている

少し考えている

どちらとも言えない

あまり考えていない

全く考えていない

31%

19%19%

12%

19%

7-1．将来的には、世界への進出を考えていますか？

考えている

少し考えている

どちらとも言えない

あまり考えていない

全く考えていない
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
  

46%

25%

8%

13%

8%

7-2．将来的には、東京への進出を考えていますか？

考えている

少し考えている

どちらとも言えない

あまり考えていない

全く考えていない

32%

17%
23%

5%

23%

7-2．将来的には、東京への進出を考えていますか？

（※東京以外で創業や新規ビジネスを

行う方だけお答えください）

考えている

少し考えている

どちらとも言えない

あまり考えていない

全く考えていない
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5.2.3 既に創業や新規ビジネスを⾏っている⽅への質問 
 
和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

28%

21%
17%

17%

7%
3%

2% 5%

9-1．なぜ創業や新規ビジネスを行いたいと

思ったのですか？（複数選択）

自分の持つ知識や経験、技術が仕事に

なりそうだったから
やりたいことがあったから

自由に仕事がしたかったから

自分の力で世の中を良くしたかったから

周りで創業や新規ビジネスをしている人

がいたから
創業や新規ビジネスを支援してくれそう

な人がいたから
周りの人に創業や新規ビジネスを勧め

られたから
その他

20%

18%

23%

18%

5%
7%

5% 4%

9-1．なぜ創業や新規ビジネスを行いたいと

思ったのですか？（複数選択）

自分の持つ知識や経験、技術が仕事に

なりそうだったから
やりたいことがあったから

自由に仕事がしたかったから

自分の力で世の中を良くしたかったから

周りで創業や新規ビジネスをしている人

がいたから
創業や新規ビジネスを支援してくれそう

な人がいたから
周りの人に創業や新規ビジネスを勧めら

れたから
その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

96%

4%

10-1-1．今までやってきた仕事の経験は

創業や新規ビジネスに役立ちましたか？

役立った

役立たなかった

100%

0%

10-1-1．今までやってきた仕事の経験は

創業や新規ビジネスに役立ちましたか？

役立った

役立たなかった
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

23%

23%

14%

14%

9%

5%

5%
5%

0% 5%

10-1-2．今までやってきた仕事の経験が役立った場合には、

どのような経験が役立ったのか以下の欄にお書きください。

専門的な知識や経験、技術

日常の業務経験

仕事の進め方や管理に関わった経験

人と関わる経験

経営に関わった経験

交渉に関わった経験

営業の経験

仕事で培った人脈

海外と関わった経験

その他

21%

17%

13%
4%13%

4%
4%

13%

8%
4%

10-1-2．今までやってきた仕事の経験が役立った場合には、どの

ような経験が役立ったのか以下の欄にお書きください。

専門的な知識や経験、技術

日常の業務経験

仕事の進め方や管理に関わった経験

人と関わる経験

経営に関わった経験

交渉に関わった経験

営業の経験

仕事で培った人脈

海外と関わった経験

その他
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和歌⼭県内 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
  

8%

11%

23%

35%

23%

10-2．会社の立ち上げ方や会社経営の

知識を持っていましたか？

十分に持っていた

持っていた

どちらとも言えない

持っていなかった

全く持っていなかった

0%

32%

32%

16%

20%

10-2．会社の立ち上げ方や会社経営の

知識を持っていましたか？

十分に持っていた

持っていた

どちらとも言えない

持っていなかった

全く持っていなかった
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

4%

62%

11%

11%

12%

10-3-1．創業や新規ビジネスを行うにあたって

必要となる技術や経験を持っていましたか？

十分に持っていた

持っていた

どちらとも言えない

持っていなかった

全く持っていなかった

4%

44%

28%

16%

8%

10-3-1．創業や新規ビジネスを行うにあたって

必要となる技術や経験を持っていましたか？

十分に持っていた

持っていた

どちらとも言えない

持っていなかった

全く持っていなかった
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 

24%

18%

15%

13%

10%

9%

8%
3%

10-3-2．技術や経験が不足していた場合、

どのようにして獲得しましたか？ （複数選択）

勉強会、交流会などに参加した

現在までの仕事で獲得した

友人・知人に教えてもらった

インターネットで独学した

学校に通った（通信教育も含む）

インターネット以外の方法で独学した

展示会などに参加した

その他

21%

15%

12%16%

16%

13%

5% 2%

10-3-2. 技術や経験が不足していた場合、

どのようにして獲得しましたか？（複数選択）

勉強会、交流会などに参加した

現在までの仕事で獲得した

友人・知人に教えてもらった

インターネットで独学した

学校に通った（通信教育も含む）

インターネット以外の方法で独学した

展示会などに参加した

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

4%

8%

42%

42%

4%

10-4-1．創業や新規ビジネスを行うことに、

身近な方は反対しましたか？

強く反対した

反対した

どちらとも言えない

賛成した

強く賛成した

0%

16%

40%

40%

4%

10-4-1．創業や新規ビジネスを行うことに、

身近な方は反対しましたか？

強く反対した

反対した

どちらとも言えない

賛成した

強く賛成した
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

67%

33%

0%

0%

0% 0%0%

10-4-2．身近な方が反対した場合、

なぜ反対したのですか？

資金

リスク

安定性（0%）

経験不足（0%）

未知への不安（0%）

常に反対（0%）

その他（0%）

20%

0%

40%

0%

20%

0%

20%

10-4-2．身近な方が反対した場合、

なぜ反対したのですか？

資金

リスク（0%）

安定性

経験不足（0%）

未知への不安

常に反対（0%）

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
  

34%

26%

22%

5%

5%
3%

3% 2%

10-5．創業や新規ビジネスを支えてくれた人は

いましたか？ （複数選択）

家族

仕事で知り合った人

友人・知人

会社の上司

友人の知人

会社の同僚

家族の知人

その他

25%

27%
25%

6%

3% 10%

2% 2%

10-5．創業や新規ビジネスを支えてくれた人は

いましたか？ （複数選択）

家族

仕事で知り合った人

友人・知人

会社の上司

友人の知人

会社の同僚

家族の知人

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

50%

42%

8%

11-1．創業や新規ビジネスは、

どのような形態で行いましたか？

会社は作らずに個人で事業を行った

（自営業・個人事業主）

新たに会社を立ち上げた（起業）

今ある会社を引き継ぐが、新たな分

野で創業や新規のビジネスを行った

（第二創業）

52%

32%

16%

11-1．創業や新規ビジネスは、

どのような形態で行いましたか？

新たに会社を立ち上げた（起業）

会社は作らずに個人で事業を行っ

た（自営業・個人事業主）

今ある会社を引き継ぐが、新たな分

野で創業や新規のビジネスを行った

（第二創業）
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和歌⼭県内 
 

 
 
 
 

 
 

45%

18%

14%

5%

5%

5%
5%

5%
0%

0%

11-2-1-1．「県内で」創業や新規ビジネスを行った方、

どこで行ったか市町村名をお答えください

和歌山市

田辺市

那智勝浦町

橋本市

紀の川市

印南町

日高川町

高野山

未定

なし

50%50%

0% 0% 0%

11-2-1-2．「県外で」創業や新規ビジネスを行った方、

どこで行ったか都道府県名をお答えください

東京都

大阪府

海外

未定

なし
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和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 
 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

52%

16%

8%

8%

4% 4%

4%
4%

0% 0%
0%

11-2-1-1．創業や新規ビジネスはどこで行いましたか？

都道府県名をお答えください

東京都

大阪府

千葉県

京都府

埼玉県

愛知県

静岡県

鹿児島県

海外

未定

なし

19%

10%

10%

10%

5%

5%5%

5%

5%

5%

5%

5%

5% 5%
5%

0% 0%

11-2-1-2．創業や新規ビジネスはどこで行いましたか？

市区町村名をお答えください
千代田区

中央区

白井市

大阪市

港区

渋谷区

新宿区

品川区

大田区

世田谷区

さいたま市

犬山市

熱海市

京都市

指宿市

未定

なし
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

23%

23%

8%
8%

8%

4%
4%

4%

4%

4%
4%0%

0%
0%

0%

0%
0%

8%

11-2-2. その場所でビジネスを行った

理由をお書きください

地元
出身地
会社
市場
アクセス
人脈
ビジネス環境
支援
競合
兼業
どこでもよい
土地勘（0%）
チャンス（0%）
資金（0%）
生活環境（0%）
憧れ（0%）
未定（0%）
その他

28%

4%

12%

12%8%

4%
4%

4%0%
0%

0%

0%

8%

4%0%
0% 0% 12%

11-2-2. その場所でビジネスを行った

理由をお書きください

地元
出身地
会社
市場
アクセス
人脈
ビジネス環境
支援
競合（0%）
兼業（0%）
どこでもよい（0%）
土地勘（0%）
チャンス
資金
生活環境（0%）
憧れ（0%）
未定（0%）
その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と選択項⽬が異なるので注意） 

27%

14%

9%

23%

27%

0%

11-3-1．創業や新規ビジネスを行う上で、

一番役に立っていると思う交通網は何ですか？

関西空港

南紀白浜空港

新幹線＋在来線

京奈和自動車道

近畿自動車道紀勢線

和歌山港

4%

92%

4%

0%

11-3-1．創業や新規ビジネスを行う上で、

一番役に立っていると思う交通網は何ですか？

空港

鉄道

高速道路

港



98 
 

和歌⼭県内 
 

 
 
 
 

 
 

11%

12%

12%

38%

27%

11-3-2．創業や新規ビジネスを行う上で、

関西空港の存在は大きかったですか？

非常に大きかった

大きかった

どちらとも言えない

あまり関係なかった

全く関係なかった

19%

15%

58%

8%

11-3-3．創業や新規ビジネスで関西空港を

どのように利用していますか？

（複数選択）

東京とのビジネスに利用

世界を相手にしたビジネスに利用

特にビジネスで利用していない

その他
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和歌⼭県内 
 
11-4．創業や新規ビジネスの、主な取引先やお客様はどこですか？ 

 

58%
11%

0%
8%

4%
8%

11%

1番目に（最も）多い

和歌山県内

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外

27%

42%

0%
8%

8%
11%

4%

2番目に多い

和歌山県内

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外

23%

11%

4%11%

12%

35%

4%

3番目に多い

和歌山県内

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外



100 
 

和歌⼭県外 
 
11-4．創業や新規ビジネスの、主な取引先やお客様はどこですか？ 

 

 

 

4%

8% 4%

64%

8%
0%

12%

1番目に（最も）多い

和歌山県

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外

0%

32%

4%
32%

20%

4%
8%

2番目に多い

和歌山県

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外

12%

8%

8%

20%36%

8%

8%

3番目に多い

和歌山県

大阪・京都

名古屋

東京

その他国内の地域

日本全国

海外
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

35%

16%14%

14%

12%

1%
2% 2%

2%

0%
0%

2%

11-5．創業や新規ビジネスを行う資金は

どのように準備しましたか？ （複数選択）

自己資金

和歌山県の支援制度

銀行からの借入

日本政策金融公庫からの借入

家族からの支援（借入）

親族からの支援（借入）

友人・知人からの支援（借入）

国の支援制度

投資家からの投資

他の会社からの借入（0%）

企業内で新たにビジネスを創業するため、

個人としての資金は不要（0%）
その他

50%

0%

5%

12%

10%

2%

5%

5%
3%

0% 8% 0%

11-5．創業や新規ビジネスを行う資金は

どのように準備しましたか？ （複数選択）

自己資金

和歌山県の支援制度（0%）

銀行からの借入

日本政策金融公庫からの借入

家族からの支援（借入）

親族からの支援（借入）

友人・知人からの支援（借入）

国の支援制度

投資家からの投資

他の会社からの借入（0%）

企業内で新たにビジネスを創業したため、

個人としての資金は不要
その他（0%）
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

39%

17%

17%

7%

5%

3% 3% 3%
2%

2%

0% 0%
0% 2%

11-6．創業直後で売上が十分に上がらない時期は、

資金をどのように調達しましたか？ （複数選択）

自己資金

銀行からの借入

日本政策金融公庫からの借入

家族からの支援（借入）

創業直後から十分な売上があったため資金は不要

親族からの支援（借入）

友人・知人からの支援（借入）

和歌山県の支援制度

国の支援制度

投資家からの投資

他の会社からの借入（0%）

企業内で創業したため特に資金は不要（0%）

企業内で新たにビジネスを創業したため、個人とし

ての資金は不要（0%）
その他

29%

11%

6%14%

17%

0%

8%

0%

0%

3%

0%
3% 6%

3%

11-6．創業直後で売上が十分に上がらない時期は、

資金をどのように調達しましたか？ （複数選択）

自己資金

銀行からの借入

日本政策金融公庫からの借入

家族からの支援（借入）

創業直後から十分な売上があったため資金は不要

親族からの支援（借入）（0%）

友人・知人からの支援（借入）

和歌山県の支援制度（0%）

国の支援制度（0%）

投資家からの投資

他の会社からの借入（0%）

企業内で創業したため特に資金は不要

企業内で新たにビジネスを創業したため、個人とし

ての資金は不要
その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

28%

18%

16%

14%

11%

9%

2% 2% 0%

11-7．仕事はどのようにして獲得していますか？

（複数選択）

営業による営業活動

SNS／Webサイト／HP

知人・友人からの紹介

口コミ

取引先からの紹介

展示会・イベントの実施

前職からの引継ぎ

広告

その他

22%

8%

31%

5%

19%

3%

10%
0%

2%

11-7．仕事はどのようにして獲得していますか？

（複数選択）

営業による営業活動

SNS／Webサイト／HP

知人・友人からの紹介

口コミ

取引先からの紹介

展示会・イベントの実施

前職からの引継ぎ

広告

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

13%

13%

13%

9%

9%

9%
4%

17%

13%

11-8．従業員はどのようにして採用していますか？

（複数選択）

就職イベント

Webサイト／HP

公共職業安定所（ハローワーク）

学校での説明会／求人

募集広告

就職情報誌への掲載

インターンシップ／会社訪問

その他

採用していない

0%

11% 3%
0%

18%

7%

0%
11%

50%

11-8. 従業員はどのようにして採用していますか？

（複数選択）

就職イベント

Webサイト／HP

公共職業安定所（ハローワーク）

学校での説明会／求人

募集広告

就職情報誌への掲載

インターンシップ／会社訪問

その他

採用していない
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

19%

15%

12%
12%8%

8%

4%

4%

4%

4%
4%

0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%
8%

11-9．創業や新規ビジネスでは、どのような業種の

商品またはサービスを提供していますか？
宿泊業、飲食サービス業
農業、林業、漁業
食料品、飲料・たばこ・飼料製造業
教育、学習支援、医療、福祉、複合サービス業
卸売業、小売業
サービス業
情報通信業
生産用機械器具製造業
電気機械器具製造業
情報通信機械器具、電子部品・デバイス・電子回路製造業
その他の製造業
鉱業、採石業、砂利採取業（0%）
建設業（0%）
繊維工業（0%）
化学工業（0%）
木材・木製品、パルプ・紙・紙加工品製造業（0%）
石油製品・石炭製品製造業（0%）
窯業・土石製品製造業（0%）
鉄鋼業（0%）
非鉄金属製造業（0%）
金属製品製造業（0%）
はん用機械器具製造業（0%）
業務用機械器具製造業（0%）
輸送機械器具製造業（0%）
電気・ガス・熱供給・水道業（0%）
運輸業（0%）
金融業、保険業（0%）
不動産業（0%）
物品賃貸業（0%）
その他

0%

4%
0%

24%

4%

28%
8%

0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%
4%

0% 4%
0%
0%

24%

11-9．創業や新規ビジネスでは、どのような業種の

商品またはサービスを提供していますか？
宿泊業、飲食サービス業（0%）
農業、林業、漁業
食料品、飲料・たばこ・飼料製造業（0%）
教育、学習支援、医療、福祉、複合サービス業
卸売業、小売業
サービス業
情報通信業
生産用機械器具製造業（0%）
電気機械器具製造業（0%）
情報通信機械器具、電子部品・デバイス・電子回路製造業（0%）
その他の製造業（0%）
鉱業、採石業、砂利採取業（0%）
建設業（0%）
繊維工業（0%）
化学工業（0%）
木材・木製品、パルプ・紙・紙加工品製造業（0%）
石油製品・石炭製品製造業（0%）
窯業・土石製品製造業（0%）
鉄鋼業（0%）
非鉄金属製造業（0%）
金属製品製造業（0%）
はん用機械器具製造業（0%）
業務用機械器具製造業（0%）
輸送機械器具製造業（0%）
電気・ガス・熱供給・水道業
運輸業（0%）
金融業、保険業
不動産業（0%）
物品賃貸業（0%）
その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

11%

31%

12%
8%

38%

12-1．和歌山県で行っている創業や

新規ビジネスの支援を知っていますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある

24%

44%

8%

4%

20%

12-1．創業や新規ビジネスを行っている都道府県で実施

している創業や新規ビジネスの支援を知っていますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問および選択項⽬が異なるので注意） 

21%

14%

13%
13%

11%

10%

8%

6%
4% 0%

12-2．和歌山県が行っている創業や新規ビジネスの支援

で知っているものは何ですか？ （複数選択）

よろず支援拠点

わかやま地域課題解決型起業支援補助金

和歌山県中小企業融資制度

スタートアップ・オフィス（わかやまビジネススクエア、

和歌山県立情報交流センター（Big・U））
わかやま中小企業元気ファンド

スタートアップ創出支援チームとのマッチングイベント

クラウドファンディング活用支援事業

先駆的産業技術研究開発支援事業（先駆的産業技術

研究開発／先端技術社会実装）
特になし

その他

13%

16%

16%

10%
3%

11%

5%

2%

13%

11%
0%

12-2．創業や新規ビジネスを行っている都道府県で

実施している創業や新規ビジネスの支援で

知っているものは何ですか？ （複数選択）

創業支援センター

起業支援補助金

中小企業融資制度

インキュベーション施設

投資ファンド

マッチング支援イベント

クラウドファンディング活用支援事業

技術開発／研究支援

ビジネスコンテスト

特になし

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問および選択項⽬が異なるので注意） 

20%

15%

15%8%8%

8%

3%
0%

23%

0%

12-3．創業や新規ビジネスに役立った和歌山県が

行っている支援は何ですか？ （複数選択）

よろず支援拠点

わかやま地域課題解決型起業支援補助金

スタートアップ創出支援チームとのマッチングイベント

和歌山県中小企業融資制度

スタートアップ・オフィス（わかやまビジネススクエア、

和歌山県立情報交流センター（Big・U））

先駆的産業技術研究開発支援事業（先駆的産業技

術研究開発／先端技術社会実装）

わかやま中小企業元気ファンド

クラウドファンディング活用支援事業

特になし

その他

15%

18%

3%6%

6% 0%0% 0%12%

34%

6%

12-3．創業や新規ビジネスに役立った創業や

新規ビジネスを行っている都道府県で

実施している支援は何ですか？ （複数選択）

創業支援センター

起業支援補助金

マッチング支援イベント

中小企業融資制度

インキュベーション施設

技術開発／研究支援

投資ファンド

クラウドファンディング活用支援事業

ビジネスコンテスト

特になし

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

21%

15%

14%14%

11%

11%

7%
3% 1% 3%

12-4．創業や新規ビジネスをする人を増やすためには、

和歌山県からどんな支援があると良いと思いますか？

（複数選択）

資金に関する相談会／マッチング会

地域／業界などの交流会

創業や新規ビジネスを考えている人向け相談会／セミナー

創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会

会社の作り方セミナー

会社の経営セミナー

経営を学ぶためのインターンシップ

特許／発明セミナー

技術習得のためのインターンシップ

その他

14%

22%

10%
8%

6%

12%

10%

8%

4%
6%

12-4．創業や新規ビジネスをする人を増やすためには、

創業や新規ビジネスを行っている都道府県から

どんな支援があると良いと思いますか？ （複数選択）

資金に関する相談会／マッチング会

地域／業界などの交流会

創業や新規ビジネスを考えている人向け相談会／セミナー

創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会

会社の作り方セミナー

会社の経営セミナー

経営を学ぶためのインターンシップ

特許／発明セミナー

技術習得のためのインターンシップ

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

46%

23%

8%

0%

23%

12-5．和歌山県内の市町村で行っている

創業や新規ビジネスの支援を知っていますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある

52%

20%

12%

8%

8%

12-5．創業や新規ビジネスを行っている市区町村で実施

している創業や新規ビジネスの支援を知っていますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

29%

14%

14%

14%

14%

14%

0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%

12-6．和歌山県内の市町村で行っている創業や新規ビジネスの

支援で知っている ものがあれば、以下の欄にお書きください

補助金

融資

助成金

人材育成

経営相談

販売促進プログラム

セミナー（0%）

創業支援プログラム（0%）

創業支援センター（0%）

経営支援プログラム（0%）

インキュベーション施設（0%）

融資・セミナー（0%）

補助金・インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

セミナー・ビジネスコンテスト・人材育成・創業相談（0%）

創業相談・セミナー・斡旋（0%）

ビジネスコンテスト・セミナー（0%）

インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

14%

14%
0%
0%

0%
0%
0%

14%

14%
0%

0% 0%

14%

14%

0%
0%

14%

12-6．創業や新規ビジネスを行っている市区町村で実施している

創業や新規ビジ ネスの支援で知っている ものがあれば、

以下の欄にお書きください

補助金

融資

助成金（0%）

人材育成（0%）

経営相談（0%）

販売促進プログラム（0%）

セミナー（0%）

創業支援プログラム

創業支援センター

経営支援プログラム（0%）

インキュベーション施設（0%）

融資・セミナー（0%）

補助金・インキュベーション施設・ビジネスコンテスト

セミナー・ビジネスコンテスト・人材育成・創業相談

創業相談・セミナー・斡旋（0%）

ビジネスコンテスト・セミナー（0%）

インキュベーション施設・ビジネスコンテスト
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

50%

25%

25%

0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%0%

12-7．創業や新規ビジネスに役立った和歌山県の

市町村が行っている支援があれば、以下の欄にお書きください

補助金

経営相談

販売促進プログラム

融資（0%）

助成金（0%）

人材育成（0%）

セミナー（0%）

創業支援プログラム（0%）

創業支援センター（0%）

経営支援プログラム（0%）

インキュベーション施設（0%）

融資・セミナー（0%）

補助金・インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

セミナー・ビジネスコンテスト・人材育成・創業相談（0%）

創業相談・セミナー・斡旋（0%）

ビジネスコンテスト・セミナー（0%）

インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

0% 0%

0%
0%

0% 0%

0%

33%

0%

33%
0%0%

0%
0%
0%

0%

33%

12-7．創業や新規ビジネスに役立った創業や新規ビジネスを

行っている市区町村で実施している支援があれば、

以下の欄にお書きください

補助金（0%）

経営相談（0%）

販売促進プログラム（0%）

融資（0%）

助成金（0%）

人材育成（0%）

セミナー（0%）

創業支援プログラム

創業支援センター（0%）

経営支援プログラム

インキュベーション施設（0%）

融資・セミナー（0%）

補助金・インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

セミナー・ビジネスコンテスト・人材育成・創業相談（0%）

創業相談・セミナー・斡旋（0%）

ビジネスコンテスト・セミナー（0%）

インキュベーション施設・ビジネスコンテスト
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

19%

4%

15%

12%

50%

13-1．将来的には、世界への進出を考えていますか？

考えている

少し考えている

どちらとも言えない

あまり考えていない

全く考えていない

40%

8%12%

24%

16%

13-1．将来的には、世界への進出を考えていますか？

考えている

少し考えている

どちらとも言えない

あまり考えていない

全く考えていない
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

11%

8%

15%

12%

54%

13-2．将来的には、東京への進出を考えていますか？

考えている

少し考えている

どちらとも言えない

あまり考えていない

全く考えていない

50%

7%
7%

29%

7%

13-2．将来的には、東京への進出を考えていますか？

（東京以外で創業や新規ビジネスを

行っている方だけお答えください）

考えている

少し考えている

どちらとも言えない

あまり考えていない

全く考えていない
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5.2.4 創業や新規ビジネスを考えていない⽅への質問 
 
和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
 

29%

29%
14%

9%

5% 5%

5% 5%

15-1．なぜ創業や新規ビジネスを行いたいと

思わないのですか？（複数選択）

特にビジネスになりそうなこと（技術や

アイデア等）がないから
金銭的リスクがあるから

会社経営の仕方がわからないから

今の仕事に満足しているから

身近な方の反対があるから

会社の作り方がわからないから

資金がないから

その他

26%

29%
6%

19%

1% 6%

10%
3%

15-1．なぜ創業や新規ビジネスを行いたいと

思わないのですか？（複数選択）

特にビジネスになりそうなこと（技術や

アイデア等）がないから

金銭的リスクがあるから

会社経営の仕方がわからないから

今の仕事に満足しているから

身近な方の反対があるから

会社の作り方がわからないから

資金がないから

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

31%

54%

15%

0% 0%

16-1．和歌山県で行っている創業や

新規ビジネスの支援を知ってますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある

60%

34%

5%

0%
1%

16-1．お住まいの都道府県で行っている創業や

新規ビジネスの支援を知っていますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問および選択項⽬が異なるので注意） 

20%

17%

12%12%

12%

12%

3% 0%
12% 0%

16-2．和歌山県が行っている創業や新規ビジネスの支援

で知っているものは何ですか？ （複数選択）

よろず支援拠点

わかやま中小企業元気ファンド

和歌山県中小企業融資制度

スタートアップ・オフィス（わかやまビジネススクエア、

和歌山県立情報交流センター（Big・U））
クラウドファンディング活用支援事業

先駆的産業技術研究開発支援事業（先駆的産業技

術研究開発／先端技術社会実装）
わかやま地域課題解決型起業支援補助金

スタートアップ創出支援チームとのマッチングイベント

特になし

その他

9%

7%

13%

8%

5%4%

12%

8%

7%

25%

2%

16-2．お住まいの都道府県で行っている創業や新規ビジ

ネスの支援で知っているものは何ですか？ （複数選択）

創業支援センター

投資ファンド

中小企業融資制度

インキュベーション施設

クラウドファンディング活用支援事業

技術開発／研究支援

起業支援補助金

マッチング支援イベント

ビジネスコンテスト

特になし

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

20%

19%

14%
14%

11%

8%

8%
6% 0% 0%

16-3．創業や新規ビジネスをする人を増やすためには、

和歌山県からどんな支援があると良いと思いますか？

（複数選択）

創業や新規ビジネスを考えている人向け相談会／セミナー

創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会

会社の作り方セミナー

資金に関する相談会／マッチング会

技術習得のためのインターンシップ

会社の経営セミナー

経営を学ぶためのインターンシップ

地域／業界などの交流会

特許／発明セミナー

その他

20%

9%

11%

17%5%

10%

10%

12%

4% 2%

16-3．創業や新規ビジネスをする人を増やすためには、

お住まいの都道府県からどんな支援があると

良いと思いますか？ （複数選択）

創業や新規ビジネスを考えている人向け相談会／セミナー

創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会

会社の作り方セミナー

資金に関する相談会／マッチング会

技術習得のためのインターンシップ

会社の経営セミナー

経営を学ぶためのインターンシップ

地域／業界などの交流会

特許／発明セミナー

その他
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

62%

38%

0% 0% 0%

16-4．和歌山県内の市町村で行っている

創業や新規ビジネスの支援を知っていますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある

85%

15%

0% 0% 0%

16-4．お住まいの市区町村で行っている

創業や新規ビジネスの支援を知ってますか？

全く知らない

聞いたことはある

よく知っている

利用したいと考えている

利用したことがある
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和歌⼭県内 
 

 
 
和歌⼭県外 
 

 
（※和歌⼭県内と質問が異なるので注意） 

100%

0%

16-5．和歌山県内の市町村が行っている創業や新規ビジネスの

支援で知っているものがあれば、以下の欄にお書きください

補助金

融資（0%）

助成金（0%）

人材育成（0%）

セミナー（0%）

経営相談（0%）

創業支援プログラム（0%）

創業支援センター（0%）

経営支援プログラム（0%）

販売促進プログラム（0%）

インキュベーション施設（0%）

融資・セミナー（0%）

補助金・インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

セミナー・ビジネスコンテスト・人材育成・創業相談（0%）

創業相談・セミナー・斡旋（0%）

ビジネスコンテスト・セミナー（0%）

インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

0%

25%

0%

0%

25%

0%0%0%0%0%0%

25%

0%

0%

25%

0% 0%

16-5．お住まいの市区町村が行っている創業や新規ビジネスの

支援で知っているものがあれば、以下の欄にお書きください

補助金（0%）

融資

助成金（0%）

人材育成（0%）

セミナー

経営相談（0%）

創業支援プログラム（0%）

創業支援センター（0%）

経営支援プログラム（0%）

販売促進プログラム（0%）

インキュベーション施設（0%）

融資・セミナー

補助金・インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）

セミナー・ビジネスコンテスト・人材育成・創業相談（0%）

創業相談・セミナー・斡旋

ビジネスコンテスト・セミナー（0%）

インキュベーション施設・ビジネスコンテスト（0%）
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5.3 アンケート結果の考察 
5.3.1 アンケートの回答者について 

・ 1-7 回答者の会社での⽴場を尋ねた結果からは、和歌⼭県内（以降、県内）の回答者は
創業者や経営者、企業の役員が全体の 64％を占めているのに対し、和歌⼭県外（以降、
県外）の回答者の 67％が会社員であり県内と県外とで回答者の⽴場が⼤きく異なってい
ることがわかる。 

・ 1-8 回答者の現在の仕事をみると、県内の回答者は、サービス業、⼩料⾦・飲料などの
製造業、農業・林業・漁業、建設業が多く、県外の回答者は、教育関係、サービス業、情
報通信業に従事している⽅が多い。 

・ 今回のアンケート結果をみる時には、上記の回答者の属性を考慮する必要がある。 
 

5.3.2 創業や新規ビジネスを考えている⽅のアンケート結果について 
・ 3-1 創業や新規ビジネス（以降、創業）を⾏いたいと思う理由をみると、県内／県外共

に、「⾃分の持つ知識や経験、技術が仕事になりそうだから」と「⾃分の⼒で世の中を良
くしたいから」という⾃分の持っている知識や経験、技術を活かして世の中に貢献した
いという理由が多くみられるが、会社員の回答者が多い県外では、「⾃由に仕事がしたい
から」という理由が特徴的にみられる。このことから、会社勤めではやはり⾃由に仕事
ができないことにより、⾃由に働いてみたいという願望をかなえるための⼿段としての
創業が考えられていることがうかがわれる。 

・ 4-1-2 役⽴った経験をみると、県内／県外共に「経営に関わった経験」や「専⾨的な知識
や経験、技術」、「仕事の進め⽅や管理に関わった経験」を挙げる回答が多い。また、県
内では「仕事で培った⼈脈」や「交渉に関わった経験」といった回答が多くみられるが、
県外では少ない。このことから、県内で創業するには、「⼈脈」や「交渉⼒」が必要であ
ると考えている。⼀⽅、県外では「⽇常の業務経験」や「⼈と関わる経験」といった回
答が多くみられるが、県内では少ない。このことから、県外の回答者は創業するには「さ
まざまな業務をこなす能⼒」や「⼈との協調」が必要であると考えていることがうかが
われる。 

・ 4-2 会社の⽴ち上げ⽅や会社経営の知識について尋ねた結果をみると、県内と県外の回
答者の違いがはっきり表れ、経営者などが多い県内の回答者には「あまり持っていない」、
や「全く持っていない」と回答した⽅は少ないが、会社員が多い県外の回答者では、「あ
まり持っていない」や「全く持っていない」と回答する⽅が多い。このことから、経営
に携わった経験がない⽅が創業を考える場合に、会社の⽴ち上げ⽅や会社経営について
の知識が不⾜していると感じていることがうかがわれる。 

・ 4-3-2 創業を⾏うために必要な技術や経験が不⾜している場合の獲得⽅法をみると、県
外では学校に通って必要な技術や経験を⾝に着けようと考えている⽅が多い。このこと
から、経営に携わった経験が少ない割合が多い県外の回答者は、まずは、学校などで⾝



122 
 

に着けることができる基本的な技術や経験から獲得する必要があると考えているか、学
校など以外での獲得⽅法を持っていないことがうかがわれる。 

・ 4-4-2 反対理由をみると、県内／県外共に「安定性」、創業や新規ビジネスが失敗する「リ
スク」、「資⾦」といった回答が多い。特に「リスク」は、15-1 創業しない理由において
も県内／県外共に、「⾦銭的リスクがあるから」という回答が 1 番に挙げられていること
から、この 3 つが創業を阻害する⼤きな要因となっていることがうかがわれる。創業の
⽀援策を考える時には、この 3 つについて考慮することが必要だと思われる。 

・ 4-5 創業を⽀えてくれる⼈をみると、県内／県外ともに、「家族」や「友⼈・知⼈」と回
答している⽅が多いが、経営者などが多い県内の回答者は「仕事で知り合った⼈」との
回答が⼀番多い。このことから、経営者などが仕事を通して知り合う⽅の⽴場や財⼒な
どは、創業を⽀援してもらえる程度に⾼いと感じていることがうかがわれる。 

・ 5-2-2 創業地の選定理由をみると、県内／県外共に「市場」と「地元」といった回答が多
く挙げられているが、県内ではより市場が近いことを理由として挙げる回答が多いのに
対して、県外ではより地元であることを理由として挙げる回答が多い。このことから、
県内で創業した企業の主な取引先が和歌⼭県内や⼤阪といった近くにあることと⼀致す
る。 

・ 5-3-1 創業に役⽴つ交通機関をみると、県内では関⻄空港や南紀⽩浜空港などの空港が
多く、県外では鉄道が多い。 

・ 5-4 主な取引先をみると、県外では「名古屋」を 2 番⽬や 3 番⽬に多い取引先とする回
答がみられるが、県内の回答ではみられない。 

・ 5-5 創業資⾦の準備⽅法をみると、県内ではあまりない「投資家からの投資」が県外で
は 4 番⽬の資⾦準備⽅法として挙げられている。このことから、県外では県内よりも投
資家からの資⾦調達が期待できる環境が整ってきていることがうかがわれる。 

・ 5-8 従業員の採⽤⽅法をみると、県内では「インターンシップ／会社訪問」が県内では
ほとんどみられないが、県外では 2 番⽬に多くなっている。また、インタビューにおい
ても「インターンシップはなかなか難しいですね。⾃分たちもトライはしたのですけれ
ど、なかなかまずうちの会社は何をやっているのかというところから始まるので」とい
ったコメントがみられることから、県内におけるインターンシップを妨げる要因につい
て、さらなる調査が必要だと思われる。 

・ 5-9 創業の業種をみると、県内／県外共に、回答者が現在従事している業種が上位に位
置していることから、現在の仕事で馴染みのある業界で、⾝に着けた経験やスキルを活
かして創業したいと考えている⽅が多いことがうかがわれる。 

・ 6-1 都道府県で⾏っている⽀援の知名度を尋ねた結果をみると、県内の⽅は、単に⽀援
があることを知っているだけでなく、既に利⽤したことがある⽅も多い。このことから、
県内の⽀援策には、創業を考える⽅にとって利⽤しやすい⽀援策があることがうかがわ
れる。6-2 知っている都道府県の具体的な⽀援策や 6-3 利⽤したいと考えている都道府



123 
 

県の具体的な⽀援策のアンケート結果を合わせて考えると、よろず⽀援拠点が創業前に
利⽤されているのではないかと考えられる。また、よろず⽀援拠点は、創業を考えてい
る⽅へのアンケート、既に創業している⽅へのアンケート、創業を考えていない⽅への
アンケートの全てのアンケートの都道府県で⾏っている⽀援の知名度を尋ねた結果で 1
位となっており、和歌⼭県の創業⽀援策として⼀番知名度が⾼いことがわかった。知名
度の⾼さから利⽤される⽅が多いこともうかがわれる。 

・ 6-2 知っている都道府県の⽀援策や 6-3 利⽤したいと考えている都道府県の⽀援策をみ
ると、県外では「ビジネスコンテスト」という⽀援策が知られていたり、利⽤したいと
考えられていたりすることがわかる。今後の和歌⼭県における創業⽀援策を検討する時
の候補の 1 つになると考えられる。 

・ 6-4 都道府県に設けてほしい⽀援をみると、県内／県外共に、「創業や新規ビジネスを考
えている⼈向け相談会／セミナー」や「地域／業界などの交流会」といった「情報」に
関する⽀援、「資⾦に関する相談会／マッチング会」といた「お⾦」に関する⽀援、「会
社の経営セミナー」や「会社の作り⽅セミナー」など「会社の設⽴／経営」に関する⽀
援といった⽀援が満遍なく求められていることがうかがわれる。 

 
5.3.3 既に創業や新規ビジネスを⾏っている⽅のアンケート結果について 

・ 9-1 創業した理由をみると、全体としては、創業や新規ビジネスを考えている⽅のアン
ケート結果と同様の傾向を⽰しているが、より「やりたいことがあったから」という理
由が⽬⽴つ。このことから、創業を考えている⽅へのアンケート結果で上位を占めてい
た⾃分の持っている知識や経験、技術を活かして世の中に貢献したいという理由よりも、
後で振り返ってみると、やはり「やりたいことがある」という気持ちの⽅が創業に向か
わせる原動⼒となることがうかがわれる。 

・ 9-2 会社の⽴ち上げ⽅や会社経営の知識について尋ねた結果をみると、「持っている」と
の回答が多くみられた創業を考えている⽅へのアンケート結果とは全く逆に、「持ってい
なかった」や「全く持っていなかった」といった回答が多い。このことから、創業を⾏
う前には知識があると思っていても、実際に創業してみると会社の⽴ち上げ⽅や会社経
営に関する知識が不⾜していると感じていることがうかがわれる。 

・ 10-1-2 役⽴った経験をみると、県内／県外共に「⽇常の業務経験」や「専⾨的な知識や
経験、技術」を挙げる回答が多い。また、県内では「仕事で培った⼈脈」との回答が多
くみられるが、県外では少ない。このことから、実際に県内で創業した⽅は、「⼈脈」が
必要だと考えていることがうかがわれる。⼀⽅、県外では「⼈と関わる経験」との回答
が多くみられるが、県内では少ない。このことから、実際に県外で創業した⽅は、「⼈と
の協調」が必要だと考えていることがうかがわれる。 

・ 10-3-1 創業するために必要な技術や経験を持っていたか尋ねた結果をみると、県内／県
外共に「持っていた」という回答が多いが、県内では県外と⽐べると「持っていなかっ
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た」、「全く持っていなかった」といった回答が少ない。このことから、県内で創業する
⽅は県外の⽅と⽐べると、注意深く、⼗分に技術や経験を⾝に付けてから創業している
ことがうかがわれる。 

・ 10-3-2 創業するために必要な技術や経験が不⾜していた場合の獲得⽅法をみると、県外
では独学や学校に通って⾝に付けようと考えている⽅が県内に⽐べて多い。このことか
ら、県外では仕事や友⼈などから獲得するというよりも、1 ⼈で獲得する⽅法を選んで
いることがうかがわれる。 

・ 10-4-2 反対理由をみると、既に創業している⽅は、創業を考えている⽅へのアンケート
結果にあった「安定性」や「リスク」よりも、県内／県外共に「資⾦」を挙げる回答が
共通して多い。 

・ 11-2-2 創業地の選定理由をみると、県内／県外共に「地元」という回答が多く挙げられ
ている。また、県内では、「地元」と同じく「出⾝地」といった回答が多く挙げられてい
る⼀⽅で、県外ではほとんど挙がっていない。このことから、県内での創業者は県外で
の創業者と⽐較して、⾃分が⽣まれた場所に愛着を持っていることがうかがわれる。 

・ 11-5 創業資⾦の準備⽅法をみると、県内／県外共に⾃⼰資⾦が多いことは変わらないが、
創業しようと考えている⽅には、「銀⾏からの借⼊」を挙げている回答も多くみられたが、
実際に創業をした⽅には「銀⾏からの借⼊」で資⾦を準備した⽅はあまりおらず、それ
よりも⽇本政策⾦融公庫や家族からの⽀援を受けている場合が多く、県内では県の⽀援
制度を利⽤している⽅も多いことがわかった。このことから、和歌⼭県で⾏っている創
業資⾦に関する⽀援制度が効果を挙げていることがうかがわれる。また、創業を考えて
いる⽅へのアンケートからは、「投資家からの投資」を期待していることがうかがわれた
が、実際に創業した⽅のアンケートには投資家から投資を受けたという回答はほとんど
みられなかった。 

・ 10-3-1 創業するために必要な技術や経験を持っていたかを尋ねた結果では、県内の創業
者は⼗分に技術や経験を⾝に付けてから創業していることがうかがわれた。しかし、11-
6 創業直後の資⾦調達をみると、創業直後は⼗分な売上を上げることができていないケ
ースがあることがうかがわれる。 

・ 11-8 従業員の採⽤⽅法をみると、県内では満遍なく様々な⽅法で従業員の獲得を⾏って
いる⼀⽅で、県外ではあまり採⽤活動が⾏われていないことがわかる。採⽤活動があま
り⾏われない理由については、さらなる調査が必要だと考えられる。 

・ 11-9 創業や新規ビジネスの業種をみると、創業を考えている⽅へのアンケート結果と同
様に現在の仕事で馴染みのある業界で、⾝に着けた経験やスキルを活かして創業や新規
ビジネスを⾏っている⽅が多いことがわかる。 

・ 12-1 都道府県で⾏っている⽀援の知名度を尋ねた結果をみると、県内と県外でほぼ同様
の傾向がみられる。 

・ 12-3 役に⽴った都道府県の⽀援策をみると、県内／県外共に「創業⽀援センター」、「企
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業⽀援補助⾦」、「インキュベーション施設」などが挙げられている⼀⽅で、「特になし」
との回答が⼀番多くなっている。これは、現在⾏われている⽀援策以外にも、まだまだ
新たな⽀援策を検討する余地が残っていることを⽰していると考えられる。 

・ 12-4 都道府県に設けてほしい⽀援をみると、県外では「地域／業界などの交流会」が特
に多く、県内の結果をみても 2 番⽬に多い。このことから、新しく創業した企業は、地
域や業界内での交流の機会を求めていることがわかる。 

・ 12-5 市区町村で⾏っている⽀援の知名度を尋ねた結果を⾒ると、創業を考えている⽅へ
のアンケートと同様に、都道府県の⽀援よりも知名度が低いことがわかる。 

・ 13-1 世界への進出と 13-2 東京への進出をみると、県外では創業を考えている⽅へのア
ンケートと同様に世界や東京への進出を考えている⽅が多い。⼀⽅、県内では、創業を
考えている⽅へのアンケートとは逆に世界や東京への進出は「全く考えていない」とい
う回答が圧倒的に多くなっている。 

 
5.3.4 創業や新規ビジネスを考えていない⽅のアンケート結果より 

・ 15-1 創業しない理由をみると、県内／県外共に、「⾦銭的なリスクがあるから」と「特
にビジネスになりそうなことがない」といった回答が多いことがわかる。このことから、
創業したい⽅を増やすためには、⾦銭的な⽀援に加えて、今⾃分が持っている知識や経
験、技術が新たな価値を持っていることに気付かせるような⽀援策を⾏うことも必要だ
と考えられる。 

・ 16-2 知っている都道府県の⽀援策をみると、県外と⽐べて「特になし」という⽅の⽐率
が県内では低くなっている。このことから、創業を考えていない⽅にも和歌⼭県の⽀援
策が浸透していることがうかがわれる。 
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6. 提⾔ 

 
 本研究では、和歌⼭県内において創業、第⼆創業を⾏った企業８社にインタビューを実施
し、そのインタビュー結果をもとに分析を⾏った。その過程において、創業の形態を、第⼆
創業、VB（新規創業）、移住創業の 3 つに分けると特徴が明確になることがわかった。 
 第⼆創業では、「⾃社技術」「前職で⾝に着けた技術」そして「⾃分たちで開発する/した」
というような発⾔があり、⾃社内にある技術や、外部から持ち込んだ技術を⽤いて、⾃ら開
発し、ビジネスを開拓していこうという傾向が⾒受けられる。その⼀⽅で、『お⾦（資⾦）』、
『従業員（⼈材）』に対する関⼼は他の２つの形態に⽐べ少ないと考えられる。これは、４
章 図 4-1 において、『お⾦』、『従業員』が他の２つの形態とは線がひかれている⼀⽅で、第
⼆創業からは、ひかれていないということから推測できる。これはメリットであり、他の２
つの形態に⽐べて、技術開発に⼒を⼊れられる可能性がある。 
 次に、VB（新規創業）では、『売り上げ』『経営』というキーワードが出ており、事業が
軌道に乗るまでの資⾦問題、そして、経営に関する課題があることがうかがえる。また、『⼤
学』というキーワードは、⼤学との共同研究、⼈材の受け⼊れなど、ビジネスを⾏ううえで
の機能の⼀部を⼤学など外部との関係で補っている可能性がある。 
 最後に、移住創業では、『地元』『地域』そして具体的な和歌⼭県内の地名が出ており、ま
ず、地域社会に溶け込むことの⼤切さ、『旦那』『⼦ども』というように家族が重要な関係者
であることが特徴として表れている。                                
 インタビューデータに基づいて作成したアンケートの結果から分かることとして、以下
のようなことがある。 
・ 3-2 創業や新規ビジネスへの準備状況については、県内・県外とも、「商品やビジネス内

容を検討中である」が⼀番多く、次いで、「商品やビジネス内容は決まっているが、具体
的なアクションは⾏っていない」が２番⽬に多くなっており、多くの⽅が資⾦調達より
前の検討段階で⽌まっていることがわかる。このことから⾏政の役割として、ビジネス
モデルを検討する部分への⽀援が必要であるといえる。 

・ 4-1-1 今までやってきた仕事の経験は創業や新規ビジネスに役⽴つと思いますか、とい
う質問に対しては、県内・県外ともに、「役⽴つ」との答えが多く、多くの⽅が、今まで
の仕事で⾝に着けてきたものの延⻑線上に新規ビジネスを考えていることがわかる。 

・ 5-3-2 及び 5-3-3 関⻄空港についての回答から、和歌⼭県で起業を考えている⽅にとっ
て、関⻄空港の役割は⼤きく、東京そして世界への窓⼝と考えられていることがわかる。 

・ 5-5 創業や新規ビジネスを⾏う資⾦はどのように準備しますか、という質問に対しては、
県内・県外とも⾃⼰資⾦が⼀番多く、次いで、県をはじめとする⽀援制度となっている。 

・ 6-1 和歌⼭県/都道府県で⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援を知っていますか、とい
う質問に対しては、県内・県外とも、「全く知らない」より「聞いたことがある」「よく
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知っている」の⽅が多く、広く認知されている様⼦がわかる。その⼀⽅で、「利⽤したこ
とがある」は、まだ限られており、今後広く利⽤される可能性がある。 

・ 6-4 創業や新規ビジネスをする⽅を増やすためには、和歌⼭県/都道府県からどんな⽀援
があると良いと思いますか、という質問からは、県内・県外とも「創業や新規ビジネス
を考えている⼈向け相談会/セミナー」が⼀番多く、これは、3-2 において、「商品やビ
ジネス内容を検討中である」が⼀番多いことと符合しており、この部分への対策が必要
であることをうかがわせる。 

・ 2-1 創業や新規ビジネスを⾏いたいと思いますか、において、既に⾏っていると答えた
⽅への質問である、10-2 会社の⽴ち上げ⽅や会社経営の知識を持っていましたか、とい
う質問に対しては、和歌⼭県内の場合、「持っていなかった」「全く持っていなかった」
が、回答者の半分強を占め、会社の⽴ち上げ⽅や会社経営の知識よりも重要な要素が他
にあることをうかがわせる。 

・ 10-3-1 創業や新規ビジネスを⾏うにあたって必要となる技術や経験を持っていました
か、という質問に対しては、県内・県外とも「持っていた」という回答が、「持っていな
かった」という回答より多く、創業や新規ビジネスの⽴ち上げにおいて技術や経験が重
要であることがわかる。なお、先の 10-2 の質問と合わせて確認すると、経営の知識よ
り、技術や経験を頼りに創業や新規ビジネスを⾏っている⽅が多いように⾒受けられる
が、今回の調査では推測にすぎず、経営に関する知識が本当に創業や新規ビジネスを⾏
うにあたって必要でないかどうかについては今後の課題である。 

・ 11-9 創業や新規ビジネスでは、どのような業種の商品またはサービスを提供しています
か、という質問では、和歌⼭県では、「宿泊業、飲⾷サービス業」「農業、林業、漁業」が
多く、県外では、「サービス業」「教育、学習⽀援、医療他」が多くなっている。このこ
とから県内と県外では、産業構造に違いがあることが予想できる。しかし、今回、特に
県外は、関東圏や⼤阪といった都市部在住の回答者が多く、また、機縁法を⽤いて依頼
していることから、偏りが⽣じている可能性がある。 

・ 13-1 将来的には、世界への進出を考えていますか、という質問に関しては、県内では、
「全く考えていない」が⼀番多く、県外では、「考えている」が⼀番多くなっており、傾
向の違いがみられる。 

以上の分析結果から、創業、第⼆創業を⽀えるベンチャーエコシステムの重要な要素の⼀
つとして、ビジネスモデルを作成するまでの⽀援の仕組みの構築が求められている。これに
は、⽶国などで⾏われている「スタートアップ・アクセラレーター」と呼ばれるような、ビ
ジネスモデルを構築していくための集中的な⽀援が考えられる。既に、類似のプログラムに
取り組まれていると思われるが、本調査からは、まだこの部分が求められているといえる。 
また、テキスト分析から分かるように、創業や新規ビジネスといっても、その中⾝には、第
⼆創業、VB（新規創業）、移住創業といった種類があり、特性が異なる。このことから、そ
れぞれの特性に合わせた⽀援を⾏うことにより、今よりも⾼い⽀援効果が期待できる。 
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（⽩紙ページ） 
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Appendix A: インタビューシートイメージ 

 

実施⽇ ２０１９年ｍｍ⽉ｄｄ⽇（ｘ） 実施時間 hh：mm  〜  ：  
企業名 ｘｘ株式会社 （形態：ｘｘ創業） 

実施場所  ｘｘｘｘｘ（ｘｘｘ） 
参加者 インタビューイー： ｘｘｘ 

インタビューアー：ｘｘ、ｘｘ、ｘｘ、ｘｘ 
 

＜企業情報＞ 
創業 19xx 年 9 ⽉ 
設⽴ 19xx 年 2 ⽉ 
主要事業 ｘｘの企画・開発・⽣産・販売 
代表者 代表取締役 ｘｘ ｘｘ 
資本⾦ nnnn 万円 
売上⾼ n 億 n 千万円 
社員数 正規社員：nn 名（男性 nn 名/⼥性 nn 名）  

⾮正規社員：nn 名（男性 n 名/⼥性 nn 名） 
平均年齢 nn 歳 
取引銀⾏ ｘｘｘ銀⾏、 
主要取引先 ｘｘ株式会社 
店舗数 nn 店 
関連会社 株式会社ｘｘ 
電話番号 nnn-nnn-nnnn 
その他 http://www.xxx.co.jp/ 

特許取得数 nn 件 
意匠登録数 nn 件 
商標登録数 nn 件（ｘｘｘ など） 
yyyy 年 ｘｘ表彰を受賞 
yyyy 年 ｘｘ賞を受賞 
ｘｘグランプリ受賞 
年間⽣産量 ｘｘｘ 
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Appendix B: アンケート票（和歌⼭県内版） 

「和歌⼭県における創業、第⼆創業」に関する実態調査 

 
筑波⼤学 ⽊野研究室 

 
 
 このアンケート調査は、和歌⼭県における創業、第⼆創業の⽀援を⽬的に、筑波⼤学⽊野
研究室が和歌⼭県の委託を受け、実施するものです。調査の対象は、和歌⼭県にお住まいの
⽅、和歌⼭県に何らかの形で関わっておられる⽅です。創業・新規ビジネスを起こした⽅、
創業・新規ビジネスを起こしたいと考えている⽅、また、考えていない⽅も対象です。現在
は、まだ仕事についていない若い⽅も対象です。以下の実施内容を読み、ご同意いただける
⽅は、本調査へのご協⼒をお願いいたします。 
 
このアンケートは、完全匿名（無記名）で⾏われます。個⼈名が特定されたり、個別の回答
内容を公表されることはありません。 
回答には、２０分程度かかります。 
各質問には、正解や不正解はありません。ありのままをご回答ください。 
途中で回答したくないと感じた場合は、中⽌していただいて構いません。 
締切⽇（２０２０年１⽉３１⽇）までに、郵送にてご返送をお願いいたします。 
 
調査リーダー： 筑波⼤学准教授 ⽊野泰伸  
問合せ先：toiawase.kino@gmail.com 
 
※本アンケートで記載している第⼆創業とは、 

「今ある会社を引き継ぐが、新たな分野で創業や新規ビジネスを⾏う」ことをさしていま
す。 
※調査結果は、２０２０年夏頃、和歌⼭県より公表される予定です。 
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質問 1．プロフィールについてお尋ねします。 
 
1-1．性別を選んでください。（⼀つ選択） 

〇男性  〇⼥性  〇その他  〇回答しない 
 
1-2．年齢を選んでください。（⼀つ選択） 
 〇10 歳代 〇20 歳代 〇30 歳代 〇40 歳代 

〇50 歳代 〇60 歳代 〇70 歳以上 
 
1-3．現在お住まいの市町村名を教えてください。 
 市町村名 （               ） 例）和歌⼭市 
 
1-4．和歌⼭県外での居住経験の有無を教えてください。（⼀つ選択） 
 〇あり  （居住先：           ） 〇なし 
 
1-5．社会⼈としての経験年数を教えてください。（⼀つ選択） 
 〇社会⼈の経験なし 〇5 年以下 〇6 年〜10 年 〇11 年〜15 年 
 〇16 年〜20 年  〇21 年〜25 年 〇26 年〜30 年 〇31 年〜35 年 
 〇36 年〜40 年  〇41 年以上 
 
1-6．転職の有無を教えてください。（⼀つ選択） 
 〇あり（   回） 〇なし 
 
1-7．会社でのお⽴場をお教えください。（⼀つ選択。学⽣の場合は「その他」を選択し、「学
⽣」と記⼊） 
 〇創業者   

〇経営者（ビジネスを引き継いでいる。） 
 〇経営者（引き継いだビジネス以外に、新しいビジネスを始めた（第⼆創業）） 

〇企業役員（新規のビジネスを責任者として開始した） 
〇企業役員（従来からのビジネスを担当） 
〇会社員（新規のビジネスを担当者として開始した） 
〇会社員（従来からのビジネスを担当） 

 〇その他（                   ） 
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1-8．現在の仕事の業種を教えてください。（⼀つ選択） 
〇農業、林業、漁業 〇鉱業、採⽯業、砂利採取業 〇建設業 
〇⾷料品、飲料・たばこ・飼料製造業 〇繊維⼯業 〇化学⼯業 
〇⽊材・⽊製品、パルプ・紙・紙加⼯品製造業 〇情報通信業 
〇⽯油製品・⽯炭製品製造業 〇窯業・⼟⽯製品製造業 〇鉄鋼業 
〇⾮鉄⾦属製造業 〇⾦属製品製造業 〇はん⽤機械器具製造業 
〇⽣産⽤機械器具製造業 〇業務⽤機械器具製造業 〇電気機械器具製造業 
〇情報通信機械器具、電⼦部品・デバイス・電⼦回路製造業 〇その他の製造業 
〇輸送機械器具製造業 〇電気・ガス・熱供給・⽔道業 〇運輸業  
〇卸売業、⼩売業 〇⾦融業、保険業 〇不動産業  
〇物品賃貸業 〇宿泊業、飲⾷サービス業 〇サービス業 
〇教育、学習⽀援、医療、福祉、複合サービス業 〇学⽣ 
〇その他（      ） 
 
 

質問 2．創業や新規ビジネスについてお尋ねします。 
 
2-1．創業や新規ビジネスを⾏いたいと思いますか？（⼀つ選択） 
 〇⾏いたい    〇⾏いたいとは思わない 

〇既に創業や新規ビジネスを⾏っている 〇どちらでもない 
 
⇒ 「⾏いたい」と答えた⽅は、「創業や新規ビジネスを考えている⽅への質問」 
（P4 の質問 3〜P10 の質問 8）に進んでください。  
 
⇒ 「既に創業や新規ビジネスを⾏っている」と答えた⽅は、「既に創業や新規ビジネス 
を⾏っている⽅への質問」（P11 の質問 9〜P17 の質問 14）に進んでください。 
 
⇒ 「⾏いたいとは思わない」⼜は「どちらでもない」と答えた⽅は、「創業や新規 
ビジネスを考えていない⽅への質問」（P18 の質問 15〜P19 の質問 16）に進んでくださ
い。 
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質問 3．創業や新規ビジネスに関する意識についてお尋ねします。 

 
3-1．なぜ創業や新規ビジネスを⾏いたいと思うのですか？（複数選択可） 

□⾃由に仕事がしたいから  
□⾃分の持つ知識や経験、技術が仕事になりそうだから 
□⾃分の⼒で世の中を良くしたいから  
□周りで創業や新規ビジネスをしている⼈がいるから 
□周りの⼈に創業や新規ビジネスを勧められているから 
□創業や新規ビジネスを⽀援してくれそうな⼈がいるから 
□やりたいことがあるから 
□その他（                    ） 

 
3-2 創業や新規ビジネスへの準備状況をお教えください。（⼀つ選択） 
 〇商品やビジネス内容を検討中である 
 〇商品やビジネス内容は決まっているが、具体的なアクションは⾏っていない 
 〇商品やビジネス内容は決まっていて、資⾦調達を⾏っている 
 〇商品やビジネス内容は決まっていて、設備、⼈の⼿配を⾏っている 
 〇開始の準備が整っている 
 

質問 4．創業や新規ビジネスに必要となる経験や知識、技術についてお尋ねします。 
 
4-1-1．今までやってきた仕事の経験は創業や新規ビジネスに役⽴つと思いますか？（⼀つ
選択） 
 〇役⽴つ  〇役⽴たない 
 
4-1-2．今までやってきた仕事の経験が役⽴つ場合には、どのような経験が役⽴つと思われ
るか、以下の欄にお書きください。 

創業や新規ビジネスを考えている⽅への質問 
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4-2．会社の⽴ち上げ⽅や会社経営の知識を持っていますか？ （⼀つ選択） 
〇⼗分に持っている 〇持っている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり持っていない 〇全く

持っていない 
 
4-3-1．創業や新規ビジネスを⾏うにあたって必要となる技術や経験を持っていますか？ 

（⼀つ選択） 
〇⼗分に持っている 〇持っている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり持っていない 〇全く

持っていない 
 
4-3-2．技術や経験が不⾜していると思う場合、どのようにして獲得しようと思いますか？ 

 （複数選択可） 
□現在までの仕事で獲得する 
□学校に通う（通信教育も含む） 
□勉強会、交流会などに参加する 
□展⽰会などに参加する 
□友⼈・知⼈に教えてもらう 
□インターネットで独学 
□インターネット以外の⽅法で独学 
□その他（                    ） 

 
4-4-1．創業や新規ビジネスを⾏うことに、⾝近な⽅は反対すると思いますか？（⼀つ選
択） 
〇強く反対すると思う 〇反対すると思う 〇どちらとも⾔えない 〇賛成すると思う 〇強

く賛成すると思う 
 
4-4-2．⾝近な⽅が反対すると思う場合、なぜ反対すると思いますか？  

以下の欄に理由をお書きください。 
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4-5．創業や新規ビジネスを⽀えてくれる⼈はいますか？ （複数選択可） 
□家族    □会社の上司 
□会社の同僚   □仕事で知り合った⼈ 
□友⼈・知⼈   □家族の知⼈ 
□友⼈の知⼈   □その他（              ） 

 
質問 5．具体的な創業や新規ビジネスについてお尋ねします。 

 
5-1．創業や新規ビジネスは、どのような形態で⾏おうと考えていますか？ （⼀つ選択） 

〇新たに会社を⽴ち上げる（起業） 
〇会社は作らずに個⼈で事業を⾏う（⾃営業・個⼈事業主） 
〇今ある会社を引き継ぐが、新たな分野で創業や新規のビジネスを⾏う（第⼆創

業） 
 
5-2-1．創業や新規ビジネスを⾏う場合、どこで⾏いたいかお書きください。 

 ⾏いたい県内の市町村名  （                    ） 
 県外の場合はこちらに記⼊ 

（                    ） 
 
5-2-2. その場所でビジネスを⾏いたい理由をお書きください 

 
5-3-1．創業や新規ビジネスを⾏う時に、⼀番役⽴つ（利⽤する）と思う交通網は何です
か？（⼀つ選択） 

〇新幹線＋在来線 〇関⻄空港 〇南紀⽩浜空港 〇和歌⼭港 
〇京奈和⾃動⾞道 〇近畿⾃動⾞道紀勢線 
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5-3-2．創業や新規ビジネスを⾏う上で、関⻄空港の存在は⼤きいと思いますか？ （⼀つ
選択） 

〇⾮常に⼤きいと思う 〇⼤きいと思う 〇どちらとも⾔えない 〇あまり関係ないと思う 
〇全く関係ないと思う 

 
5-3-3．創業や新規ビジネスで関⻄空港をどのように利⽤したいと思いますか？ （複数選
択可） 

□東京とのビジネスに利⽤ 
□世界を相⼿にしたビジネスに利⽤ 
□特にビジネスで利⽤する予定はない 
□その他（                    ） 

 
 
5-4．創業や新規ビジネスを⾏う場合、主な取引先やお客様はどこになると思いますか？ 

（最⼤ 3 箇所まで選んでいただき、多い順に 1〜3 の番号をカッコの中に記⼊してく
ださい） 

（  ）和歌⼭県内 
（  ）⼤阪・京都 
（  ）名古屋 
（  ）東京 
（  ）その他国内の地域（具体的には：           ） 
（  ）⽇本全国 
（  ）海外  

  
5-5．創業や新規ビジネスを⾏う資⾦はどのように準備しますか？ （複数選択可） 

□⾃⼰資⾦   □家族からの⽀援（借⼊） 
□親族からの⽀援（借⼊） □友⼈・知⼈からの⽀援（借⼊） 
□和歌⼭県の⽀援制度  □国の⽀援制度 
□銀⾏からの借⼊  □⽇本政策⾦融公庫からの借⼊ 
□投資家からの投資  □他の会社からの借⼊ 
□企業内で新たにビジネスを創業するため、個⼈としての資⾦は不要 
□その他（               ） 
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5-6．創業直後で売上が⼗分に上がらない場合、資⾦はどのように調達しますか？ （複数
選択可） 

□⾃⼰資⾦   □家族からの⽀援（借⼊） 
□親族からの⽀援（借⼊） □友⼈・知⼈からの⽀援（借⼊） 
□和歌⼭県の⽀援制度  □国の⽀援制度 
□銀⾏からの借⼊  □⽇本政策⾦融公庫からの借⼊ 
□投資家からの投資  □他の会社からの借⼊ 
□企業内で新たにビジネスを創業するため、個⼈としての資⾦は不要 
□その他（                    ） 

 
5-7．創業や新規ビジネスを⾏うにあたり、新規の仕事・受注をどのようにして獲得しよう
と考えていますか？ （複数選択可） 

□営業による営業活動  □展⽰会・イベントの実施 
□知⼈・友⼈からの紹介  □取引先からの紹介 
□前職からの引継ぎ  □⼝コミ 
□SNS／Web サイト／HP  □広告 
□その他（                    ） 

 
5-8．従業員はどのようにして採⽤しようと考えていますか？ （複数選択可） 

□学校での説明会／求⼈  □インターンシップ／会社訪問 
□募集広告   □就職情報誌への掲載 
□就職イベント   □Web サイト／HP 
□公共職業安定所（ハローワーク）□その他（              ） 
□採⽤する予定はない 

 
5-9．創業や新規ビジネスを⾏う場合、どのような業種の商品またはサービスを提供しよう
と考えていますか？ （⼀つ選択） 

〇農業、林業、漁業 〇鉱業、採⽯業、砂利採取業 〇建設業 
〇⾷料品、飲料・たばこ・飼料製造業 〇繊維⼯業 〇化学⼯業 
〇⽊材・⽊製品、パルプ・紙・紙加⼯品製造業 〇情報通信業 
〇⽯油製品・⽯炭製品製造業 〇窯業・⼟⽯製品製造業 〇鉄鋼業 
〇⾮鉄⾦属製造業 〇⾦属製品製造業 〇はん⽤機械器具製造業 
〇⽣産⽤機械器具製造業 〇業務⽤機械器具製造業 〇電気機械器具製造業 
〇情報通信機械器具、電⼦部品・デバイス・電⼦回路製造業 〇その他の製造業 
〇輸送機械器具製造業 〇電気・ガス・熱供給・⽔道業 〇運輸業  
〇卸売業、⼩売業 〇⾦融業、保険業 〇不動産業  
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〇物品賃貸業 〇宿泊業、飲⾷サービス業 〇サービス業 
〇教育、学習⽀援、医療、福祉、複合サービス業 〇その他（      ） 

 
質問 6．県や市町村の⽀援についてお尋ねします。 

 
6-1．和歌⼭県で⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援を知ってますか？ （⼀つ選択） 

〇全く知らない   〇聞いたことはある 
〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 

 
6-2．和歌⼭県が⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援で知っているものは何ですか？ 
（複数選択可） 

□わかやま中⼩企業元気ファンド 
□わかやま地域課題解決型起業⽀援補助⾦ 
□和歌⼭県中⼩企業融資制度 
□スタートアップ・オフィス 

（わかやまビジネススクエア、和歌⼭県⽴情報交流センター（Big・U）） 
□スタートアップ創出⽀援チームとのマッチングイベント 
□クラウドファンディング活⽤⽀援事業 
□よろず⽀援拠点   

 □先駆的産業技術研究開発⽀援事業（先駆的産業技術研究開発／先端技術社会実装） 
□その他（                   ） 

 
6-3．和歌⼭県が⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援で利⽤したいと考えているものは何
ですか？ （複数選択可） 

□わかやま中⼩企業元気ファンド 
□わかやま地域課題解決型起業⽀援補助⾦ 
□和歌⼭県中⼩企業融資制度 
□スタートアップ・オフィス 

（わかやまビジネススクエア、和歌⼭県⽴情報交流センター（Big・U）） 
□スタートアップ創出⽀援チームとのマッチングイベント 
□クラウドファンディング活⽤⽀援事業 
□よろず⽀援拠点   
□先駆的産業技術研究開発⽀援事業（先駆的産業技術研究開発／先端技術社会実装） 
□その他（                   ） 
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6-4．創業や新規ビジネスをする⼈を増やすためには、和歌⼭県からどんな⽀援があると 
良いと思いますか？ （複数選択可） 

□創業や新規ビジネスを考えている⼈向け相談会／セミナー 
□創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会 
□会社の作り⽅セミナー 
□会社の経営セミナー 
□資⾦に関する相談会／マッチング会 
□特許／発明セミナー 
□技術習得のためのインターンシップ 
□経営を学ぶためのインターンシップ 
□地域／業界などの交流会 
□その他（                    ） 
 

6-5．和歌⼭県内の市町村で⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援を知ってますか？ （⼀
つ選択） 

〇全く知らない   〇聞いたことはある 
〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 

 
6-6．和歌⼭県内の市町村が⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援で知っているものがあれ
ば以下の欄にお書きください。 

 
6-7．和歌⼭県内の市町村が⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援で利⽤したいと考えてい
るものがあれば以下の欄にお書きください。 
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質問 7．ビジネスの将来についてお尋ねします。 
 
7-1．将来的には、世界への進出を考えていますか？ ⼀つ選んでください。 
〇考えている 〇少し考えている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり考えていない 〇全く考
えていない 
 
7-2．将来的には、東京への進出を考えていますか？ ⼀つ選んでください。 
〇考えている 〇少し考えている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり考えていない 〇全く考
えていない 
 

質問 8．最後に、会社を経営するにあたって、⼤切にしている理念等があれば以下の
欄にお書きください。 

アンケートは以上となります。ご協⼒ありがとうございました。 
記⼊漏れがないかご確認の上、ご提出をお願いいたします。 
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質問 9．創業や新規ビジネスに関する意識についてお尋ねします。 

 
9-1．なぜ創業や新規ビジネスを⾏いたいと思ったのですか？（複数選択可） 

□⾃由に仕事がしたかったから  
□⾃分の持つ知識や経験、技術が仕事になりそうだったから 
□⾃分の⼒で世の中を良くしたかったから  
□周りで創業や新規ビジネスをしている⼈がいたから 
□周りの⼈に創業や新規ビジネスを勧められたから 
□創業や新規ビジネスを⽀援してくれそうな⼈がいたから 
□やりたいことがあったから 
□その他（                    ） 

 
質問 10．創業や新規ビジネスに必要となる経験や知識、技術についてお尋ねします。 

 
10-1-1．今までやってきた仕事の経験は創業や新規ビジネスに役⽴ちましたか？（⼀つ選
択） 
 〇役⽴った  〇役⽴たなかった 
 
10-1-2．今までやってきた仕事の経験が役⽴った場合には、どのような経験が役⽴ったと
思われるか、以下の欄にお書きください。 

 
10-2．会社の⽴ち上げ⽅や会社経営の知識を持っていましたか？ （⼀つ選択） 
〇⼗分に持っていた 〇持っていた 〇どちらとも⾔えない 〇持っていなかった 〇全く持

っていなかった 
 

既に創業や新規ビジネスを⾏っている⽅への質問 
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10-3-1．創業や新規ビジネスを⾏うにあたって必要となる技術や経験を持っていました
か？（⼀つ選択） 
〇⼗分に持っていた 〇持っていた 〇どちらとも⾔えない 〇持っていなかった 〇全く持

っていなかった 
 
10-3-2．技術や経験が不⾜していた場合、どのようにして獲得しましたか？ （複数選択
可） 

□現在までの仕事で獲得した 
□学校に通った（通信教育も含む） 
□勉強会、交流会などに参加した 
□展⽰会などに参加した 
□友⼈・知⼈に教えてもらった 
□インターネットで独学した 
□インターネット以外の⽅法で独学した 
□その他（                    ） 

 
10-4-1．創業や新規ビジネスを⾏うことに、⾝近な⽅は反対しましたか？（⼀つ選択） 

〇強く反対した 〇反対した 〇どちらとも⾔えない 〇賛成した 〇強く賛成した 
 
10-4-2．⾝近な⽅が反対した場合、なぜ反対したのですか？ 以下の欄に理由をお書きく
ださい。 

 
10-5．創業や新規ビジネスを⽀えてくれた⼈はいましたか？ （複数選択可） 

□家族    □会社の上司   
□会社の同僚   □仕事で知り合った⼈   
□友⼈・知⼈   □家族の知⼈ 
□友⼈の知⼈   □その他（              ） 
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質問 11．具体的な創業や新規ビジネスについてお尋ねします。 
 
11-1．創業や新規ビジネスは、どのような形態で⾏いましたか？ （⼀つ選択） 

〇新たに会社を⽴ち上げた（起業） 
〇会社は作らずに個⼈で事業を⾏った（⾃営業・個⼈事業主） 
〇今ある会社を引き継ぐが、新たな分野で創業や新規のビジネスを⾏った（第⼆

創業） 
 
11-2-1．創業や新規ビジネスはどこで⾏いましたか？ 

 ⾏った市町村名      （                    ） 
 県外の場合はこちらに記⼊ 

（                    ） 
 
11-2-2. その場所でビジネスを⾏った理由をお書きください 

 
11-3-1．創業や新規ビジネスを⾏う上で、⼀番役に⽴っていると思う交通網は何ですか？
（⼀つ選択） 

〇新幹線＋在来線 〇関⻄空港 〇南紀⽩浜空港 〇和歌⼭港 
〇京奈和⾃動⾞道 〇近畿⾃動⾞道紀勢線 

 
11-3-2．創業や新規ビジネスを⾏う上で、関⻄空港の存在は⼤きかったですか？ （⼀つ
選択） 
〇⾮常に⼤きかった 〇⼤きかった 〇どちらとも⾔えない 〇あまり関係なかった 〇全く

関係なかった 
 
11-3-3．創業や新規ビジネスで関⻄空港をどのように利⽤していますか？ （複数選択
可） 

□東京とのビジネスに利⽤  
□世界を相⼿にしたビジネスに利⽤ 
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□特にビジネスで利⽤していない  
□その他（                    ） 

 
11-4．創業や新規ビジネスの主な取引先やお客様はどこですか？ 

（最⼤ 3 箇所まで選んでいただき、多い順に 1〜3 の番号をカッコの中に記⼊してく
ださい） 

（  ）和歌⼭県内 
（  ）⼤阪・京都 
（  ）名古屋 
（  ）東京 
（  ）その他国内の地域（具体的には：           ） 
（  ）⽇本全国 
（  ）海外  

 
11-5．創業や新規ビジネスを⾏う資⾦はどのように準備しましたか？ （複数選択可） 

□⾃⼰資⾦   □家族からの⽀援（借⼊） 
□親族からの⽀援（借⼊） □友⼈・知⼈からの⽀援（借⼊） 
□和歌⼭県の⽀援制度  □国の⽀援制度 
□銀⾏からの借⼊  □⽇本政策⾦融公庫からの借⼊ 
□投資家からの投資  □他の会社からの借⼊ 
□企業内で新たにビジネスを創業したため、個⼈としての資⾦は不要 
□その他（               ） 
 

11-6．創業直後で売上が⼗分に上がらない時期は、資⾦をどのように調達しましたか？ 
（複数選択可） 

□⾃⼰資⾦   □家族からの⽀援（借⼊） 
□親族からの⽀援（借⼊） □友⼈・知⼈からの⽀援（借⼊） 
□和歌⼭県の⽀援制度  □国の⽀援制度 
□銀⾏からの借⼊  □⽇本政策⾦融公庫からの借⼊ 
□投資家からの投資  □他の会社からの借⼊ 
□企業内で新たにビジネスを創業したため、個⼈としての資⾦は不要 
□その他（               ） 
□創業直後から⼗分な売上があったため資⾦は不要 
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11-7．仕事はどのようにして獲得していますか？ （複数選択可） 
□営業による営業活動  □展⽰会・イベントの実施 
□知⼈・友⼈からの紹介  □取引先からの紹介 
□前職からの引継ぎ  □⼝コミ 
□SNS／Web サイト／HP  □広告 
□その他（                    ） 

 
11-8．従業員はどのようにして採⽤していますか？ （複数選択可） 

□学校での説明会／求⼈  □インターンシップ／会社訪問 
□募集広告   □就職情報誌への掲載 
□就職イベント   □Web サイト／HP 
□公共職業安定所（ハローワーク）□その他（              ） 
□採⽤していない 

 
 
11-9．創業や新規ビジネスでは、どのような業種の商品またはサービスを提供しています
か？ 

 （⼀つ選択） 
〇農業、林業、漁業 〇鉱業、採⽯業、砂利採取業 〇建設業 
〇⾷料品、飲料・たばこ・飼料製造業 〇繊維⼯業 〇化学⼯業 
〇⽊材・⽊製品、パルプ・紙・紙加⼯品製造業 〇情報通信業 
〇⽯油製品・⽯炭製品製造業 〇窯業・⼟⽯製品製造業 〇鉄鋼業 
〇⾮鉄⾦属製造業 〇⾦属製品製造業 〇はん⽤機械器具製造業 
〇⽣産⽤機械器具製造業 〇業務⽤機械器具製造業 〇電気機械器具製造業 
〇情報通信機械器具、電⼦部品・デバイス・電⼦回路製造業 〇その他の製造業 
〇輸送機械器具製造業 〇電気・ガス・熱供給・⽔道業 〇運輸業  
〇卸売業、⼩売業 〇⾦融業、保険業 〇不動産業  
〇物品賃貸業 〇宿泊業、飲⾷サービス業 〇サービス業 
〇教育、学習⽀援、医療、福祉、複合サービス業 〇その他（      ） 

 
質問 12．県や市町村の⽀援についてお尋ねします。 

 
12-1．和歌⼭県で⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援を知ってますか？ （⼀つ選択） 

〇全く知らない   〇聞いたことはある 
〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 
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12-2．和歌⼭県が⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援で知っているものは何ですか？ 
（複数選択可） 

□わかやま中⼩企業元気ファンド 
□わかやま地域課題解決型起業⽀援補助⾦ 
□和歌⼭県中⼩企業融資制度 
□スタートアップ・オフィス 

（わかやまビジネススクエア、和歌⼭県⽴情報交流センター（Big・U）） 
□スタートアップ創出⽀援チームとのマッチングイベント 
□クラウドファンディング活⽤⽀援事業 
□よろず⽀援拠点   
□先駆的産業技術研究開発⽀援事業（先駆的産業技術研究開発／先端技術社会実装） 
□その他（                   ） 

 
12-3．創業や新規ビジネスに役⽴った和歌⼭県が⾏っている⽀援は何ですか？  

（複数選択可） 
□わかやま中⼩企業元気ファンド 
□わかやま地域課題解決型起業⽀援補助⾦ 
□和歌⼭県中⼩企業融資制度 
□スタートアップ・オフィス 

（わかやまビジネススクエア、和歌⼭県⽴情報交流センター（Big・U）） 
□スタートアップ創出⽀援チームとのマッチングイベント 
□クラウドファンディング活⽤⽀援事業 
□よろず⽀援拠点    
□先駆的産業技術研究開発⽀援事業（先駆的産業技術研究開発／先端技術社会実装） 
□その他（                   ） 
□特になし 
 

12-4．創業や新規ビジネスをする⼈を増やすためには、和歌⼭県からどんな⽀援があると 
良いと思いますか？ （複数選択可） 

□創業や新規ビジネスを考えている⼈向け相談会／セミナー 
□創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会 
□会社の作り⽅セミナー 
□会社の経営セミナー 
□資⾦に関する相談会／マッチング会 
□特許／発明セミナー 
□技術習得のためのインターンシップ 
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□経営を学ぶためのインターンシップ 
□地域／業界などの交流会 
□その他（                    ） 

 
12-5．和歌⼭県内の市町村で⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援を知ってますか？ 
（⼀つ選択） 

〇全く知らない   〇聞いたことはある 
〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 

 
12-6．和歌⼭県内の市町村が⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援で知っているものがあ
れば、以下の欄にお書きください。 

 
12-7．創業や新規ビジネスに役⽴った和歌⼭県の市町村が⾏っている⽀援があれば、以下
の欄にお書きください。 
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質問 13．ビジネスの将来についてお尋ねします。 
 
13-1．将来的には、世界への進出を考えていますか？ ⼀つ選んでください。 
〇考えている 〇少し考えている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり考えていない 〇全く考
えていない 
 
13-2．将来的には、東京への進出を考えていますか？ ⼀つ選んでください。 
〇考えている 〇少し考えている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり考えていない 〇全く考
えていない 
 
 

質問 14．最後に、会社を経営するにあたって、⼤切にしている理念等があれば以下の
欄にお書きください。 

アンケートは以上となります。ご協⼒ありがとうございました。 
記⼊漏れがないかご確認の上、ご提出をお願いいたします。 
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問 15．創業や新規ビジネスについての意識についてお尋ねします。 
 
15-1．なぜ創業や新規ビジネスを⾏いたいと思わないのですか？（複数選択可） 

□今の仕事に満⾜しているから 
□⾦銭的リスクがあるから 
□⾝近な⽅の反対があるから 
□特にビジネスになりそうなこと（技術やアイデア等）がないから 
□会社の作り⽅がわからないから 
□会社経営の仕⽅がわからないから 
□資⾦がないから 
□その他（                    ） 

 
質問 16．県や市町村の⽀援についてお尋ねします。 

 
16-1．和歌⼭県で⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援を知ってますか？ （⼀つ選択） 

〇全く知らない   〇聞いたことはある 
〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 

 
16-2．和歌⼭県が⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援で知っているものは何ですか？ 
（複数選択可） 

□わかやま中⼩企業元気ファンド 
□わかやま地域課題解決型起業⽀援補助⾦ 
□和歌⼭県中⼩企業融資制度 
□スタートアップ・オフィス 

（わかやまビジネススクエア、和歌⼭県⽴情報交流センター（Big・U）） 
□スタートアップ創出⽀援チームとのマッチングイベント 
□クラウドファンディング活⽤⽀援事業 
□よろず⽀援拠点   
□先駆的産業技術研究開発⽀援事業（先駆的産業技術研究開発／先端技術社会実装） 
□その他（                   ） 

 
 
 

創業や新規ビジネスを考えていない⽅への質問 
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16-3．創業や新規ビジネスをする⼈を増やすためには、和歌⼭県からどんな⽀援があると 
良いと思いますか？ （複数選択可） 

□創業や新規ビジネスを考えている⼈向け相談会／セミナー 
□創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会 
□会社の作り⽅セミナー 
□会社の経営セミナー 
□資⾦に関する相談会／マッチング会 
□特許／発明セミナー 
□技術習得のためのインターンシップ 
□経営を学ぶためのインターンシップ 
□地域／業界などの交流会 
□その他（                    ） 

 
16-4．和歌⼭県内の市町村で⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援を知ってますか？ 
（⼀つ選択） 

〇全く知らない   〇聞いたことはある 
〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 

 
16-5．和歌⼭県内の市町村が⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援で知っているものがあ
れば、以下の欄にお書きください。 

アンケートは以上となります。ご協⼒ありがとうございました。 
記⼊漏れがないかご確認の上、ご提出をお願いいたします。 
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Appendix C: アンケート票（和歌⼭県外版） 

「創業、第⼆創業」に関する実態調査 

 
筑波⼤学 ⽊野研究室 

 
 
 このアンケート調査は、和歌⼭県における創業、第⼆創業の⽀援を⽬的に、筑波⼤学⽊野
研究室が和歌⼭県の委託を受け、実施するものです。調査の対象は、創業・新規ビジネスを
起こした⽅、創業・新規ビジネスを起こしたいと考えている⽅、また、考えていない⽅です。
現在は、まだ仕事についていない若い⽅も対象です。以下の実施内容を読み、ご同意いただ
ける⽅は、本調査へのご協⼒をお願いいたします。 
 
このアンケートは、完全匿名（無記名）で⾏われます。個⼈名が特定されたり、個別の回答
内容を公表されることはありません。 
回答には、２０分程度かかります。 
各質問には、正解や不正解はありません。ありのままをご回答ください。 
途中で回答したくないと感じた場合は、中⽌していただいて構いません。 
締切⽇（２０２０年１⽉３１⽇）までに、郵送にてご返送をお願いいたします。 
 
調査リーダー： 筑波⼤学准教授 ⽊野泰伸  
問合せ先：toiawase.kino@gmail.com 
 
※本アンケートで記載している第⼆創業とは、 

「今ある会社を引き継ぐが、新たな分野で創業や新規ビジネスを⾏う」ことをさしていま
す。 
※調査結果は、２０２０年夏頃、和歌⼭県より公表される予定です。  
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質問 1．プロフィールについてお尋ねします。 
 
1-1．性別を選んでください。（⼀つ選択） 

〇男性  〇⼥性  〇その他  〇回答しない 
 
1-2．年齢を選んでください。（⼀つ選択） 
 〇10 歳代 〇20 歳代 〇30 歳代 〇40 歳代 

〇50 歳代 〇60 歳代 〇70 歳以上 
 
1-3．現在お住まいの場所を教えてください。 
 都道府県名（               ） 

市区町村名 （               ） 
 
1-4．和歌⼭県での居住経験有無を教えてください。（⼀つ選択） 
 〇あり  （居住先：           ） 〇なし 
 
1-5．社会⼈としての経験年数を教えてください。（⼀つ選択） 
 〇社会⼈の経験なし 〇5 年以下 〇6 年〜10 年 〇11 年〜15 年 
 〇16 年〜20 年  〇21 年〜25 年 〇26 年〜30 年 〇31 年〜35 年 
 〇36 年〜40 年  〇41 年以上 
 
1-6．転職の有無を教えてください。（⼀つ選択） 
 〇あり（   回） 〇なし 
 
1-7．会社でのお⽴場をお教えください。（⼀つ選択。学⽣の場合は「その他」を選択し、「学
⽣」と記⼊） 
 〇創業者   

〇経営者（ビジネスを引き継いでいる。） 
 〇経営者（引き継いだビジネス以外に、新しいビジネスを始めた（第⼆創業）） 

〇企業役員（新規のビジネスを責任者として開始した） 
〇企業役員（従来からのビジネスを担当） 
〇会社員（新規のビジネスを担当者として開始した） 
〇会社員（従来からのビジネスを担当） 

 〇その他（                   ） 
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1-8．現在の仕事の業種を教えてください。（⼀つ選択） 
〇農業、林業、漁業 〇鉱業、採⽯業、砂利採取業 〇建設業 
〇⾷料品、飲料・たばこ・飼料製造業 〇繊維⼯業 〇化学⼯業 
〇⽊材・⽊製品、パルプ・紙・紙加⼯品製造業 〇情報通信業 
〇⽯油製品・⽯炭製品製造業 〇窯業・⼟⽯製品製造業 〇鉄鋼業 
〇⾮鉄⾦属製造業 〇⾦属製品製造業 〇はん⽤機械器具製造業 
〇⽣産⽤機械器具製造業 〇業務⽤機械器具製造業 〇電気機械器具製造業 
〇情報通信機械器具、電⼦部品・デバイス・電⼦回路製造業 〇その他の製造業 
〇輸送機械器具製造業 〇電気・ガス・熱供給・⽔道業 〇運輸業  
〇卸売業、⼩売業 〇⾦融業、保険業 〇不動産業  
〇物品賃貸業 〇宿泊業、飲⾷サービス業 〇サービス業 
〇教育、学習⽀援、医療、福祉、複合サービス業 〇学⽣ 
〇その他（      ） 
 
 

質問 2．創業や新規ビジネスについてお尋ねします。 
 
2-1．創業や新規ビジネスを⾏いたいと思いますか？（⼀つ選択） 
 〇⾏いたい    〇⾏いたいとは思わない 

〇既に創業や新規ビジネスを⾏っている 〇どちらでもない 
 
 「⾏いたい」と答えた⽅は、「創業や新規ビジネスを考えている⽅への質問」 
（P4 の質問 3〜P10 の質問 8）に進んでください。  
 
⇒ 「既に創業や新規ビジネスを⾏っている」と答えた⽅は、「既に創業や新規ビジネス 
を⾏っている⽅への質問」（P11 の質問 9〜P17 の質問 14）に進んでください。 
 
⇒ 「⾏いたいとは思わない」⼜は「どちらでもない」と答えた⽅は、「創業や新規 
ビジネスを考えていない⽅への質問」（P18 の質問 15〜P19 の質問 16）に進んでくださ
い。 
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質問 3．創業や新規ビジネスに関する意識についてお尋ねします。 

 
3-1．なぜ創業や新規ビジネスを⾏いたいと思うのですか？（複数選択可） 

□⾃由に仕事がしたいから  
□⾃分の持つ知識や経験、技術が仕事になりそうだから 
□⾃分の⼒で世の中を良くしたいから  
□周りで創業や新規ビジネスをしている⼈がいるから 
□周りの⼈に創業や新規ビジネスを勧められているから 
□創業や新規ビジネスを⽀援してくれそうな⼈がいるから 
□やりたいことがあるから 
□その他（                    ） 

 
3-2 創業や新規ビジネスへの準備状況をお教えください。（⼀つ選択） 
 〇商品やビジネス内容を検討中である 
 〇商品やビジネス内容は決まっているが、具体的なアクションは⾏っていない 
 〇商品やビジネス内容は決まっていて、資⾦調達を⾏っている 
 〇商品やビジネス内容は決まっていて、設備、⼈の⼿配を⾏っている 
 〇開始の準備が整っている 
 
 

質問 4．創業や新規ビジネスに必要となる経験や知識、技術についてお尋ねします。 
 
4-1-1．今までやってきた仕事の経験は創業や新規ビジネスに役⽴つと思いますか？（⼀つ
選択） 
 〇役⽴つ  〇役⽴たない 
 

創業や新規ビジネスを考えている⽅への質問 



155 
 

4-1-2．今までやってきた仕事の経験が役⽴つ場合には、どのような経験が役⽴つと思われ
るか、以下の欄にお書きください。 

 
4-2．会社の⽴ち上げ⽅や会社経営の知識を持っていますか？ （⼀つ選択） 
〇⼗分に持っている 〇持っている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり持っていない 〇全く

持っていない 
 
4-3-1．創業や新規ビジネスを⾏うにあたって必要となる技術や経験を持っていますか？ 

（⼀つ選択） 
〇⼗分に持っている 〇持っている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり持っていない 〇全く

持っていない 
 
4-3-2．技術や経験が不⾜していると思う場合、どのようにして獲得しようと思いますか？ 

 （複数選択可） 
□現在までの仕事で獲得する 
□学校に通う（通信教育も含む） 
□勉強会、交流会などに参加する 
□展⽰会などに参加する 
□友⼈・知⼈に教えてもらう 
□インターネットで独学 
□インターネット以外の⽅法で独学 
□その他（                    ） 

 
4-4-1．創業や新規ビジネスを⾏うことに、⾝近な⽅は反対すると思いますか？（⼀つ選
択） 
〇強く反対すると思う 〇反対すると思う 〇どちらとも⾔えない 〇賛成すると思う 〇強

く賛成すると思う 
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4-4-2．⾝近な⽅が反対すると思う場合、なぜ反対すると思いますか？ 以下の欄に理由を 
お書きください。 

 
4-5．創業や新規ビジネスを⽀えてくれる⼈はいますか？ （複数選択可） 

□家族    □会社の上司   
□会社の同僚   □仕事で知り合った⼈   
□友⼈・知⼈   □家族の知⼈ 
□友⼈の知⼈   □その他（              ） 

 
質問 5．具体的な創業や新規ビジネスについてお尋ねします。 

 
5-1．創業や新規ビジネスは、どのような形態で⾏おうと考えていますか？ （⼀つ選択） 

〇新たに会社を⽴ち上げる（起業） 
〇会社は作らずに個⼈で事業を⾏う（⾃営業・個⼈事業主） 
〇今ある会社を引き継ぐが、新たな分野で創業や新規のビジネスを⾏う（第⼆創

業） 
 
5-2-1．創業や新規ビジネスを⾏う場合、どこで⾏いたいかお書きください。 

都道府県名（                    ） 
市区町村名 （                    ） 

 
5-2-2. その場所でビジネスを⾏いたい理由をお書きください 
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5-3-1．創業や新規ビジネスを⾏う時に、⼀番役⽴つ（利⽤する）と思う交通網は何です
か？（⼀つ選択） 

〇鉄道  〇空港  〇港  〇⾼速道路 
 
5-4．創業や新規ビジネスを⾏う場合、主な取引先やお客様はどこになると思いますか？ 

（最⼤ 3 箇所まで選んでいただき、多い順に 1〜3 の番号をカッコの中に記⼊してく
ださい） 

（  ）和歌⼭県 
（  ）⼤阪・京都 
（  ）名古屋 
（  ）東京 
（  ）その他国内の地域（具体的には：           ） 
（  ）⽇本全国 
（  ）海外  

  
5-5．創業や新規ビジネスを⾏う資⾦はどのように準備しますか？ （複数選択可） 

□⾃⼰資⾦   □家族からの⽀援（借⼊） 
□親族からの⽀援（借⼊） □友⼈・知⼈からの⽀援（借⼊） 
□和歌⼭県の⽀援制度  □国の⽀援制度 
□銀⾏からの借⼊  □⽇本政策⾦融公庫からの借⼊ 
□投資家からの投資  □他の会社からの借⼊ 
□企業内で新たにビジネスを創業するため、個⼈としての資⾦は不要 
□その他（               ） 
 

5-6．創業直後で売上が⼗分に上がらない場合、資⾦はどのように調達しますか？ （複数
選択可） 

□⾃⼰資⾦   □家族からの⽀援（借⼊） 
□親族からの⽀援（借⼊） □友⼈・知⼈からの⽀援（借⼊） 
□和歌⼭県の⽀援制度  □国の⽀援制度 
□銀⾏からの借⼊  □⽇本政策⾦融公庫からの借⼊ 
□投資家からの投資  □他の会社からの借⼊ 
□企業内で新たにビジネスを創業するため、個⼈としての資⾦は不要 
□その他（                    ） 
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5-7．創業や新規ビジネスを⾏うにあたり、新規の仕事・受注をどのようにして獲得しよう
と考えていますか？ （複数選択可） 

□営業による営業活動  □展⽰会・イベントの実施 
□知⼈・友⼈からの紹介  □取引先からの紹介 
□前職からの引継ぎ  □⼝コミ 
□SNS／Web サイト／HP  □広告 
□その他（                    ） 

 
5-8．従業員はどのようにして採⽤しようと考えていますか？ （複数選択可） 

□学校での説明会／求⼈  □インターンシップ／会社訪問 
□募集広告   □就職情報誌への掲載 
□就職イベント   □Web サイト／HP 
□公共職業安定所（ハローワーク）□その他（              ） 
□採⽤する予定はない 

 
5-9．創業や新規ビジネスを⾏う場合、どのような業種の商品またはサービスを提供しよう
と考えていますか？ （⼀つ選択） 

〇農業、林業、漁業 〇鉱業、採⽯業、砂利採取業 〇建設業 
〇⾷料品、飲料・たばこ・飼料製造業 〇繊維⼯業 〇化学⼯業 
〇⽊材・⽊製品、パルプ・紙・紙加⼯品製造業 〇情報通信業 
〇⽯油製品・⽯炭製品製造業 〇窯業・⼟⽯製品製造業 〇鉄鋼業 
〇⾮鉄⾦属製造業 〇⾦属製品製造業 〇はん⽤機械器具製造業 
〇⽣産⽤機械器具製造業 〇業務⽤機械器具製造業 〇電気機械器具製造業 
〇情報通信機械器具、電⼦部品・デバイス・電⼦回路製造業 〇その他の製造業 
〇輸送機械器具製造業 〇電気・ガス・熱供給・⽔道業 〇運輸業  
〇卸売業、⼩売業 〇⾦融業、保険業 〇不動産業  
〇物品賃貸業 〇宿泊業、飲⾷サービス業 〇サービス業 
〇教育、学習⽀援、医療、福祉、複合サービス業 〇その他（      ） 

 
質問 6．創業や新規ビジネスを⾏う都道府県や市区町村の⽀援についてお尋ねしま
す。 

 
6-1．創業や新規ビジネスを⾏う都道府県で実施している創業や新規ビジネスの⽀援を知っ
てますか？  

（⼀つ選択） 
〇全く知らない   〇聞いたことはある 
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〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 

 
6-2．創業や新規ビジネスを⾏う都道府県で実施している創業や新規ビジネスの⽀援で知っ
ている 

ものは何ですか？ （複数選択可） 
□投資ファンド   □起業⽀援補助⾦ 

□中⼩企業融資制度  □インキュベーション施設 

□マッチング⽀援イベント □クラウドファンディング活⽤⽀援事業 
 □創業⽀援センター  □技術開発／研究⽀援 
 □ビジネスコンテスト  □その他
（                   ） 
 
6-3．創業や新規ビジネスを⾏う都道府県で実施している創業や新規ビジネスの⽀援で利⽤
したいと考えているものは何ですか？ （複数選択可） 

□投資ファンド   □起業⽀援補助⾦ 

□中⼩企業融資制度  □インキュベーション施設 

□マッチング⽀援イベント □クラウドファンディング活⽤⽀援事業  
□創業⽀援センター  □技術開発／研究⽀援 
□ビジネスコンテスト  □その他

（                   ） 
6-4．創業や新規ビジネスをする⼈を増やすためには、創業や新規ビジネスを⾏う都道府県
からどんな⽀援があると良いと思いますか？ （複数選択可） 

□創業や新規ビジネスを考えている⼈向け相談会／セミナー 
□創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会 
□会社の作り⽅セミナー 
□会社の経営セミナー 
□資⾦に関する相談会／マッチング会 
□特許／発明セミナー 
□技術習得のためのインターンシップ 
□経営を学ぶためのインターンシップ 
□地域／業界などの交流会 
□その他（                    ） 
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6-5．創業や新規ビジネスを⾏う市区町村で実施している創業や新規ビジネスの⽀援を知っ
てますか？ （⼀つ選択） 

〇全く知らない   〇聞いたことはある 
〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 

 
6-6．創業や新規ビジネスを⾏う市区町村が実施している創業や新規ビジネスの⽀援で知っ
ているものがあれば以下の欄にお書きください。 

 
6-7．創業や新規ビジネスを⾏う市区町村が実施している創業や新規ビジネスの⽀援で利⽤
したいと考えているものがあれば以下の欄にお書きください。 

 
 

質問 7．ビジネスの将来についてお尋ねします。 
 
7-1．将来的には、世界への進出を考えていますか？ ⼀つ選んでください。 
〇考えている 〇少し考えている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり考えていない 〇全く考
えていない 
 
7-2．東京以外で創業や新規ビジネスを⾏う⽅だけお答えください。 

将来的には、東京への進出を考えていますか？ ⼀つ選んでください。 
〇考えている 〇少し考えている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり考えていない 〇全く考
えていない 
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質問 8．最後に、会社を経営するにあたって、⼤切にしている理念等があれば以下の
欄にお書きください。 

アンケートは以上となります。ご協⼒ありがとうございました。 
記⼊漏れがないかご確認の上、ご提出をお願いいたします。 
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質問 9．創業や新規ビジネスに関する意識についてお尋ねします。 

 
9-1．なぜ創業や新規ビジネスを⾏いたいと思ったのですか？（複数選択可） 

□⾃由に仕事がしたかったから  
□⾃分の持つ知識や経験、技術が仕事になりそうだったから 
□⾃分の⼒で世の中を良くしたかったから  
□周りで創業や新規ビジネスをしている⼈がいたから 
□周りの⼈に創業や新規ビジネスを勧められたから 
□創業や新規ビジネスを⽀援してくれそうな⼈がいたから 
□やりたいことがあったから 
□その他（                    ） 

 
質問 10．創業や新規ビジネスに必要となる経験や知識、技術についてお尋ねします。 

 
10-1-1．今までやってきた仕事の経験は創業や新規ビジネスに役⽴ちましたか？（⼀つ選
択） 
 〇役⽴った  〇役⽴たなかった 
 
10-1-2．今までやってきた仕事の経験が役⽴った場合には、どのような経験が役⽴ったと
思われるか、以下の欄にお書きください。 

 
10-2．会社の⽴ち上げ⽅や会社経営の知識を持っていましたか？ （⼀つ選択） 
〇⼗分に持っていた 〇持っていた 〇どちらとも⾔えない 〇持っていなかった 〇全く持

っていなかった 
 

既に創業や新規ビジネスを⾏っている⽅への質問 
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10-3-1．創業や新規ビジネスを⾏うにあたって必要となる技術や経験を持っていました
か？（⼀つ選択） 
〇⼗分に持っていた 〇持っていた 〇どちらとも⾔えない 〇持っていなかった 〇全く持

っていなかった 
 
10-3-2．技術や経験が不⾜していた場合、どのようにして獲得しましたか？ （複数選択
可） 

□現在までの仕事で獲得した 
□学校に通った（通信教育も含む） 
□勉強会、交流会などに参加した 
□展⽰会などに参加した 
□友⼈・知⼈に教えてもらった 
□インターネットで独学した 
□インターネット以外の⽅法で独学した 
□その他（                    ） 

 
10-4-1．創業や新規ビジネスを⾏うことに、⾝近な⽅は反対しましたか？（⼀つ選択） 

〇強く反対した 〇反対した 〇どちらとも⾔えない 〇賛成した 〇強く賛成した 
 
10-4-2．⾝近な⽅が反対した場合、なぜ反対したのですか？ 以下の欄に理由をお書きく
ださい。 

 
10-5．創業や新規ビジネスを⽀えてくれた⼈はいましたか？ （複数選択可） 

□家族    □会社の上司   
□会社の同僚   □仕事で知り合った⼈   
□友⼈・知⼈   □家族の知⼈ 
□友⼈の知⼈   □その他（              ） 
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質問 11．具体的な創業や新規ビジネスについてお尋ねします。 
 
11-1．創業や新規ビジネスは、どのような形態で⾏いましたか？ （⼀つ選択） 

〇新たに会社を⽴ち上げた（起業） 
〇会社は作らずに個⼈で事業を⾏った（⾃営業・個⼈事業主） 
〇今ある会社を引き継ぐが、新たな分野で創業や新規のビジネスを⾏った（第⼆

創業） 
 
11-2-1．創業や新規ビジネスはどこで⾏いましたか？ 

都道府県名（                    ） 
市区町村名 （                    ） 

 
11-2-2. その場所でビジネスを⾏った理由をお書きください 

 
11-3-1．創業や新規ビジネスを⾏う上で、⼀番役に⽴っていると思う交通網は何ですか？
（⼀つ選択） 

〇鉄道  〇空港  〇港  〇⾼速道路 
 
11-4．創業や新規ビジネスの主な取引先やお客様はどこですか？ 

（最⼤ 3 箇所まで選んでいただき、多い順に 1〜3 の番号をカッコの中に記⼊してく
ださい） 

（  ）和歌⼭県 
（  ）⼤阪・京都 
（  ）名古屋 
（  ）東京 
（  ）その他国内の地域（具体的には：           ） 
（  ）⽇本全国 
（  ）海外  
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11-5．創業や新規ビジネスを⾏う資⾦はどのように準備しましたか？ （複数選択可） 
□⾃⼰資⾦   □家族からの⽀援（借⼊） 
□親族からの⽀援（借⼊） □友⼈・知⼈からの⽀援（借⼊） 
□和歌⼭県の⽀援制度  □国の⽀援制度 
□銀⾏からの借⼊  □⽇本政策⾦融公庫からの借⼊ 
□投資家からの投資  □他の会社からの借⼊ 
□企業内で新たにビジネスを創業したため、個⼈としての資⾦は不要 
□その他（               ） 
 

11-6．創業直後で売上が⼗分に上がらない時期は、資⾦をどのように調達しましたか？ 
（複数選択可） 

□⾃⼰資⾦   □家族からの⽀援（借⼊） 
□親族からの⽀援（借⼊） □友⼈・知⼈からの⽀援（借⼊） 
□和歌⼭県の⽀援制度  □国の⽀援制度 
□銀⾏からの借⼊  □⽇本政策⾦融公庫からの借⼊ 
□投資家からの投資  □他の会社からの借⼊ 
□企業内で新たにビジネスを創業したため、個⼈としての資⾦は不要 
□その他（               ） 
□創業直後から⼗分な売上があったため資⾦は不要 

 
11-7．仕事はどのようにして獲得していますか？ （複数選択可） 

□営業による営業活動  □展⽰会・イベントの実施 
□知⼈・友⼈からの紹介  □取引先からの紹介 
□前職からの引継ぎ  □⼝コミ 
□SNS／Web サイト／HP  □広告 
□その他（                    ） 

 
11-8．従業員はどのようにして採⽤していますか？ （複数選択可） 

□学校での説明会／求⼈  □インターンシップ／会社訪問 
□募集広告   □就職情報誌への掲載 
□就職イベント   □Web サイト／HP 
□公共職業安定所（ハローワーク）□その他（              ） 
□採⽤していない 

 
 
 



166 
 

11-9．創業や新規ビジネスでは、どのような業種の商品またはサービスを提供しています
か？ （⼀つ選択） 

〇農業、林業、漁業 〇鉱業、採⽯業、砂利採取業 〇建設業 
〇⾷料品、飲料・たばこ・飼料製造業 〇繊維⼯業 〇化学⼯業 
〇⽊材・⽊製品、パルプ・紙・紙加⼯品製造業 〇情報通信業 
〇⽯油製品・⽯炭製品製造業 〇窯業・⼟⽯製品製造業 〇鉄鋼業 
〇⾮鉄⾦属製造業 〇⾦属製品製造業 〇はん⽤機械器具製造業 
〇⽣産⽤機械器具製造業 〇業務⽤機械器具製造業 〇電気機械器具製造業 
〇情報通信機械器具、電⼦部品・デバイス・電⼦回路製造業 〇その他の製造業 
〇輸送機械器具製造業 〇電気・ガス・熱供給・⽔道業 〇運輸業  
〇卸売業、⼩売業 〇⾦融業、保険業 〇不動産業  
〇物品賃貸業 〇宿泊業、飲⾷サービス業 〇サービス業 
〇教育、学習⽀援、医療、福祉、複合サービス業 〇その他（      ） 
 

質問 12．創業や新規ビジネスを⾏っている都道府県や市区町村の⽀援についてお尋ね
します。 

 
12-1．創業や新規ビジネスを⾏っている都道府県で実施している創業や新規ビジネスの⽀
援を知ってますか？ （⼀つ選択） 

〇全く知らない   〇聞いたことはある 
〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 

 
12-2．創業や新規ビジネスを⾏っている都道府県で実施している創業や新規ビジネスの⽀
援で知っているものは何ですか？ （複数選択可） 

□投資ファンド   □起業⽀援補助⾦ 

□中⼩企業融資制度  □インキュベーション施設 

□マッチング⽀援イベント □クラウドファンディング活⽤⽀援事業 
□創業⽀援センター  □技術開発／研究⽀援 
□ビジネスコンテスト  □その他

（                   ） 
 
 
 
 



167 
 

12-3．創業や新規ビジネスに役⽴った創業や新規ビジネスを⾏っている都道府県で実施し
ている⽀援は何ですか？ （複数選択可） 

□投資ファンド   □起業⽀援補助⾦ 

□中⼩企業融資制度  □インキュベーション施設 

□マッチング⽀援イベント □クラウドファンディング活⽤⽀援事業 
□創業⽀援センター  □技術開発／研究⽀援 
□ビジネスコンテスト  □その他

（                   ） 
□特になし 
 

12-4．創業や新規ビジネスをする⼈を増やすためには、創業や新規ビジネスを⾏っている
都道府県からどんな⽀援があると良いと思いますか？ （複数選択可） 

□創業や新規ビジネスを考えている⼈向け相談会／セミナー 
□創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会 
□会社の作り⽅セミナー 
□会社の経営セミナー 
□資⾦に関する相談会／マッチング会 
□特許／発明セミナー 
□技術習得のためのインターンシップ 
□経営を学ぶためのインターンシップ 
□地域／業界などの交流会 
□その他（                    ） 
 

12-5．創業や新規ビジネスを⾏っている市区町村で実施している創業や新規ビジネスの⽀
援を知ってますか？ （⼀つ選択） 

〇全く知らない   〇聞いたことはある 
〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 
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12-6．創業や新規ビジネスを⾏っている市区町村で実施している創業や新規ビジネスの⽀
援で知っているものがあれば、以下の欄にお書きください。 

 
12-7．創業や新規ビジネスに役⽴った創業や新規ビジネスを⾏っている市区町村で実施し
ている⽀援があれば、以下の欄にお書きください。 

 
 

質問 13．ビジネスの将来についてお尋ねします。 
 
13-1．将来的には、世界への進出を考えていますか？ ⼀つ選んでください。 
〇考えている 〇少し考えている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり考えていない 〇全く考
えていない 
 
13-2．東京以外で創業や新規ビジネスを⾏っている⽅だけお答えください。 

将来的には、東京への進出を考えていますか？ ⼀つ選んでください。 
〇考えている 〇少し考えている 〇どちらとも⾔えない 〇あまり考えていない 〇全く考
えていない 
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質問 14．最後に、会社を経営するにあたって、⼤切にしている理念等があれば以下の
欄にお書きください。 

アンケートは以上となります。ご協⼒ありがとうございました。 
記⼊漏れがないかご確認の上、ご提出をお願いいたします。 
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問 15．創業や新規ビジネスについての意識についてお尋ねします。 

 
15-1．なぜ創業や新規ビジネスを⾏いたいと思わないのですか？（複数選択可） 

□今の仕事に満⾜しているから 
□⾦銭的リスクがあるから 
□⾝近な⽅の反対があるから 
□特にビジネスになりそうなこと（技術やアイデア等）がないから 
□会社の作り⽅がわからないから 
□会社経営の仕⽅がわからないから 
□資⾦がないから 
□その他（                    ） 

 
 

質問 16．お住まいの都道府県や市区町村の⽀援についてお尋ねします。 
 
16-1．お住まいの都道府県で⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援を知ってますか？ 
（⼀つ選択） 

〇全く知らない   〇聞いたことはある 
〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 

 
16-2．お住まいの都道府県で⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援で知っているものは何
ですか？ （複数選択可） 

□投資ファンド   □起業⽀援補助⾦ 

□中⼩企業融資制度  □インキュベーション施設 

□マッチング⽀援イベント □クラウドファンディング活⽤⽀援事業 
□創業⽀援センター  □技術開発／研究⽀援 
□ビジネスコンテスト  □その他

（                   ） 
 
 
 

創業や新規ビジネスを考えていない⽅への質問 
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16-3．創業や新規ビジネスをする⼈を増やすためには、お住まいの都道府県から 

どんな⽀援があると良いと思いますか？ （複数選択可） 
□創業や新規ビジネスを考えている⼈向け相談会／セミナー 
□創業や新規ビジネスのアイデア実現セミナー／相談会 
□会社の作り⽅セミナー 
□会社の経営セミナー 
□資⾦に関する相談会／マッチング会 
□特許／発明セミナー 
□技術習得のためのインターンシップ 
□経営を学ぶためのインターンシップ 
□地域／業界などの交流会 
□その他（                    ） 

 
16-4．お住まいの市区町村で⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援を知ってますか？ 
（⼀つ選択） 

〇全く知らない   〇聞いたことはある 
〇よく知っている  〇利⽤したいと考えている 
〇利⽤したことがある 

 
16-5．お住まいの市区町村が⾏っている創業や新規ビジネスの⽀援で知っているものがあ
れば、以下の欄にお書きください。 

アンケートは以上となります。ご協⼒ありがとうございました。 
記⼊漏れがないかご確認の上、ご提出をお願いいたします。 

 
 

以上 
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